
講演発表

第 2日 10月4日(木)

A会場:核化学

2A01"'2A20 

B会場:放射化分析・環境放射能

2801"'2820 

C会場:メスバウア効果・ホットアトム化学

2C01"'2C21 







2A01 例TcCh(ωωh (J)配位3置換&1お機構

(東北大理〉 。山田忠予・大森犠・吉間菅ニ

〔 緒言 ) =テワキ今ウム叫伽1とを中 It.Iヒレマ核匡『学仇仲野てき7主く用いち札、を

め4ヒt学的、性賀市¥ら錨1亘4ヒ母仇分野守予也ヰ現味引もt札て雪 τいる。しかし現在.

千ワ九今ウム0)研呪におい"<~l錯拝。1在成帆主1" あり、~ïtl.ち鋳体仇夜1記、i遣につい

"( v1日ヒんど研呪立¥lI¥.1ぃγよい。 Eそこ 2・・本研呪下・叫、マワロ号01qq 1己主用¥，¥‘手ワ

フ手斗ウムめ 41面仇錆停であ 1)畏司る 2稚01配位手五予フラ;・ワロロピス(7i?今 lレア

セトナト〉守ワ九今ウムく明王Ch(叫瓜)ι)~~威レ.望。l錨体O\~じず的、!性l貫主予長

時柚虫誌に与~)i塞賞論的に祈呪レ匹。寺 t 立ちに 塩基佐官怪戒中にお円る鋳体α

伶解機構につい寸々t~牝7支払j.::，与ル)校討し 1三.

( 実験〕

① Q9TcC! 2(叫OC)2 仇各誠…例花04に KCL ぅ襲塩離を陣三選ぅ官t誌に与レj 寺可\'~cC~b
1:.k-戒し、単離し1:.1<2qqlるCt6にアセ正予 1レ?-t.トヲ E百口元.宝章主力"ス中守引琵戒に

与り qqTcC~ュ((tCCÑC ):之をk-~説[，.1=-.1)
②例T己Ch(μα乙)20¥1ヒザ的、l佐賀く 1)芳喋抽出払…子fr寛章克己乃例Tcd2.(似品c)ι乏

落1)¥L.-1::.ワ口ロホ 11..-ム搭戒にnr史業定仇掻酸趨塩害事閣を寺T三同水酸化ナトリウム7K

落戒乏加え. 2，oCにおいママゲネ引、ソワスヲーヲ-?・かく叫んし E。をレマー定

時間唖に両相在~) -ー震を1 ヒヲ?根J時可能~ll定屯祈ヲマ手ワコ午今ウム策定的時間唆tじ
主家的f-..

③明1己ch(。ωCn.O¥化守的、1生噴(2 )仲Jje_極東?去・.qqlとCt2(ωαc)主主7包トニト

リ!レ);:~搭かし 1三後. 71，く酸化ナトリウム7K張万主主加う乙て 同o) 3!70 ) 2丹2nm0¥12良

平己責仇晴間変化もお7 1::.. 
④手ワコネ今ウム何故肝能理l

定規4キラシ今レ t ちヨシ力 { 

ウシヲーを用いτ行 7 f-.。

〔結果艮 芳寝〕
①qq花 Cb(ひじω込仇ワロロ

ホlしムヨ荏戒に酸‘世，7k.搭戒をガロ

1.-2~oC 守E抽出 ~q守 7 f-簡に叫

いす汎仇持戒におい (1シ抽出

色4u時間ヒいう長時間行7 t三

めにもかかわちす守ワ九今ウ

ム~J水相に同抽出:):"此tJ 力\フ

1::.. ~従7 "( qqTcc，h(似a..c)之同

酸に対レマは非常に可[}EF-'ヒ
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結論ゴ削る。

②明寸cch(郎a..C)201ワ口口lIi¥レム恋戒に塩基性水落戒を加Z守25"oc c'抽出E仔フ

T三時に目、守ワゴ子今ウムは7K相に伶々に抽出才仇1=:.三C九情o抽出時間ヒく時京t)七

にお円る有機相中α守ワキ今ウムα業7境/号ワオ1.."::トウムめ魚1荒7菱)01対数ヒa関係

を示レ巨仇引回 17，'ある。拍甘えα1t在日水酸化糊イオシめf農T更に依蒋レマいる二ヒ

ヤYわ引る。を二-z.':;lK_に抽甘えα 機構を秀容苛る?とめ.寺苛酒lê~士写雷換庄威胸部有機相
に蒋在レマいる可能、地についマ検封レ1=.こ山~d--I定時間層に有機洞に拷7 マいる

化管維を単離し.望的ヴ口口市 lしム搭戒0¥IZ&収ス尺ワト lレ主制定レて行71三官、
LJ9TcCh (μαc)û~人タト 01 日制又スペワト l レ1.-1吉gdt)ち帆可制 7 f. 0 従っ才有検相執ち71く相

〈め抽出掴程v;r室イオ/，1住酉E仕-3-c乃脱離手あ3と寿之られる。時二 2・立ちに.配位

3安喚， fr将帯主構を詳細に機吋る 1三めに‘ 7tトニト 1)1レを克嫌に遅1〆ー相1rt-z" 

守ワフ1-"1-ウム錆停α報収ス尺ワト lレ仇変化E詞1'::1三。茶色α '1'11るω:1.{伽叫)2めYt

トニトリ lし落戒に水酸化すトリウム7ド育長戒屯加ï- ~ι搭~賀川瞬時に桃色に変化し‘
これ勺1時間ヒヒ5に脱色苛る。これち吸収ヌペつ十 lレm変化E国 2 ・3に示す。オ部

笹仇錨体目指化物イオシ仇史号に与り例1己(μo.C)2(X)2 ( X :藩媒〉守・あるこヒャY

認めら札、 1eス尺つ卜 lレαず J ヲャ1ら与40， 3~'n;m に吸収ももっ二ヒち認的ちl\1.

t。コらに到2nmOt12&収ot問、因ヒtJ7 マ¥，.¥る物事7e.Aヒ苛るヒ‘7K相におvrる=子ワ

うf. Lトウム仇最終庄戒糊J.;~吸収ス fてワト lレに占リ QQTc- 04"c'ある二乞制、わ帆フ t 仇?‘

qq花Ch(o.co.心〉ュヤ1塩基a住落殺で・拾得レ之明Tc，04仁至る過程日以下日宇うに芳之られ

るo qqTc仇胤叫)主到ー例寸己lα心a..c)';"-→ A_Qむ qqTcoi
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2A02 トリス (β ージザトナト)デクキ寸ヲム(I[) [行花]錦体の

令威かょがえのシリカデJ}J吸着挙動

(来北久雄) 0橋点知竿・え森紘・関根勉・ ~j系賢ユ

(緒言〕 シリカゲ)tt用いゐト 1)ス(β ージケトナト)クロム(旺)<n )落語i.分都

挙動 1'1.‘キレート ζ 吸着~ri1の畑町平吊の企エネルギ-t 許イ岳す局ヱビ lこより S意向早
できる ;J すなわち生エキルぞ~lt.

50= ルq.i十 D6(i-十 C

三表わされ、白~ I 与Ii.s-ジザトン社子 (Rl COく H[CO件)の墨主要塞 (R)主包

む官能基の粗互府吊工ネ/レ古('-のパヲメ日夕イある。縫って粗対的な向し与を求め

るエとにより 幾何実J降体主含む苛レ J トの分自草色予測す.62けで可能乙fJ:7 t. 
えヱゼ今百点、錦町r~~学ぉ ιが校区苦手のうま野て興味がもたれているナクネ寸ワム E
中山金属に還が‘表 r1こ示レたトリえ〔 βージケトナト)テクネナウム〔征)を令点

レ、えのシワ bゲル併絢をき時ぺた.また、コパノレト U[)金体にフいて令同様の

実馬主主行っ七
(実験〕 トリ人 Lβ ージケトナト)デクネナワムほ)の令辰之). アルカ 1)他エタ

ノ-)t7K溶液!こ、 βージケトン沿ょが行花O'!--洛浪E加えて.よ乙 3昆令レ、えヱヘ

還元副じレて垂ジナ;t"y酸ナトリヲム{ん仇2$ぇ01{.)のアルカリ佐木容液主涌下レ、
還流法にι 7 て錨体主令成し記。正 (μμ片山再結晶法 lこよフマ精製しを。今回

初めてをr成されf乙ic(同μ)ぷ J 記(ttル)31土、アノレさナ台ょがシリ tJゲルカラムクロ

マトグヲフベーにより精製レ.試料乙レ t:..
がc-yqY1eγ- ~H'主体分離:介勝弘之t; oC においてシりおゲル月ブム(1/帆ヂ

X JS-oゅ併v) 1こより行ヲ化。港出液ちフヲクションコレクターによりー定量竹取し.

液応シンナレーションカヲンターで'11花の放射能!?則定して港離曲線を求均七

三ヱ三塁;口反着係数11-(==ロ吸着畑中の溶質進度/寺内看耐の港質濃度)主求

めるために、錯株主主事当牛港嫉l之溶解イ走、-)t童のシyカゲlレじ換'L.7レ、港;夜中

の敢射能げi定し、添加放射能むの比較にわて時相中およが非日成相判溶

管濃度を刈七
(結果およが者禁) Tc. (此叫)♀ lこづいて ιuv-可視λぺクトルの丈献値品九の

良~， -s( t、与、確認さ小t:::..さらに ic (bza心)J I Tc (tta，)_;> については、~位体骨

髄の七めの制知名検討レ仁花 (P3μ).3 1こづいて l色. I戸ジエチルエーテ)1--

11メペンぜン港離液ぞき治めて訊ぃ分離効李d¥"特bt¥ k.. レ小レ、花ctt怜 lこづい

ては‘点実J鉄剣ヰ下でl字、実位私E完全i二分離するヱ乙は困難であ1t。

ゑ l 実敢にイ史串レf三βージケトン

J色和 、

7包十ルアセトン Hμ.(u二

ぺ Yi'~ )レアセトン Hbzμ 
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令威し fと錯体Iこづいて. CI)i_，ぜかされる S句ゅのだ〉において.中 U 金属イオン

の彰苧でどのように表わされるが殺討する七拘|こ、必修鶴来イロ及看板数l特 求l1;JR. 
ktKr == ~が。 =hr比十寸( SO - As ε。)一一一一一(1)

ぱ し こげだ=弘/u仏， 1L41の4賄容童 t-mt)， Wa-:時剤の多重 (t ) ， 

Va.:吸着剤?当り lこ吸着された洛咲導骨子撲の容量(勺J/t)，ぴ:吸着~l の活也
度パヲメータ， SO:港管の吸若エキ/レギー， As:洛質分子炉、吸着され局句に必季な

占有面積， ε。:港蝶強度パラメータ イある。

kr'ヤζε0の臆イ系主赤レ士の前回 lでわる。悦苦心ふにづいて クロム(]L)錨体1)

ζ 同殺に¥手It直線関係tt、1寄られ S咋伽の式がst主レていゐ.主色、傾き(一州s

)古(f.Iピ等レいこ'[A¥')き;約51れt。この傾向点コパルト(町長争体¥::.ついて彰司j堤
に観察された。

次lこ 中也、金属〆ズンのあ¥(門=Co (1) ， 0γ(1lI) / ic (征) J によるロ鴻~数与
の変必 lこ7いて @2に門(叫叫)3 の刷を赤レ fc.ky.Ky凶 ε0のフσロザト l之机1て.

A噴き(ーいん)I"i. 中日~~パズ Yの五まいによ S ず 1ま It 一定て高るこt.. 主た

q及右係数年~lt. 右鋳務 lこっ υ て Co ClIl) "/ Cシ(瓦)i 1e (nL)の II~更で減ケレてい h :. t. a¥' 

れか?に杷の Pージ、ケトン鍬ね埼そ?に世 主く l司税制知市γ見ふれ忙。

えこ〈ぷ品の討論会り日寺に堤出レf:.o兵看毛ヂ、jレt/.ヲト団ηTと(β-r.u!eJ:sおι1/

Co ( 11-diJeJ'3 ¥こついて令制ゼきAかごうが検討さ坊に

cα4 半E CH?CI. 

同
十

C平CI2

1t-0 

、、、日
】........d_A、、、与、、4色、

、。...、、、、、~ 玄、「官巳臥"'白今匂‘、司
¥子h六ベ;;:::k~ ;恥町吋c←叶州-4剖R剖(ム)3

、ロ¥火、内
.....0、同ト正(bzac)3

4ト

3ト

。、¥、
ロこ;ごミト。叫 M= 

¥ ロ .....0.......... 、よ.....OCo(lII)
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I!¥ 1. Tc. ((3 -rJ.;jeJ 3 にお寸 Q~Kj
乙Pの関イ系

国之. 門 (a.却，c)~における fqy__K'(
t. EOの関係

1) T.Omori，e七.a1.，J.Chroma七ogr.，29旦，201(工984). 

2) M.J.Abrams，e七.al.，Inorg.Chim.Acta，1ヱ，L235(工983). 

3) U.Mazzi，e七.aユ.，Transi七ionMe七.Chem.，4 ，151(工979). 

持) L.R.Snyder， "Princip1es of Adsorp七ionChroma七ography"，Mercel Dekker， 

INC. ，New York( 1968) . 
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2A03 
i色zネ lし守〕救命裂の 4費量命事l

〔緒言3

色乞ネ jレギー領域、で町枝今製 Id-.中他手放臥℃競争し.~裂可ゐ放は食物 l亡吟 ι
内工キノレキ t 乏骨子 1 内令、制力 3学的に l乱「3守化、、~ 't.τきわ似て叶ゐ。冷裂1-:::際し E

Z つ内 4令裂片は1室効4乱、~L 勺ド jしたイント〉の尿多故(親故) 0)拘称抽方向に命か

れて義材、 K量ラ弘和ザド Jしたイント骨、名命現!こ主ゐ変動内閣も保靖之似之、、l;;7'i...

司る之、株介裂昨 n向毒物芹IiWO-)は、ザドんたイ y トのま見根内41::能量で主主号?

wω)ぱ Z(幻 -+1向。バー(ゴ寸)24h"iθ/4 k:Jゴ。LU川向ザ/4K.~3 ， 
コーo er士[(J寸土)/ (ユk;)厄コ

kb:L. '" t.. J桝/均之

工1iゎ ιゐ? ko lo、耐怠状態0'¥N京吾紘で、かりス d骨格し之、、ゐ k4)平均値(t : 7政

三晶九 ，seJ! :首相崎位能穿))ち|ユ都ゐ喝Ja)盗過俗、散 J プ。は 0;;'匁f?e.ssJ.I有数 J

仕士は鵠義l羽散で‘あゐ。窃現時 n向1主冷布につ内之 I(j.脅〈内事E験か行なわ仇，前記

内句史 I~ 疎骨、めろ臥て、、ゐ 1

1事街程で I<}.、こ《領域 2・ょ 4 知ら似ているすす紘市朝，非科鯨命割に急回し、冷稜

昨 n 向霞令~ (向最重芳位~ W(グ)/w(ザ))~命製昨頓J室内|羽私乙し t 安め.ま t
入脅す求立さf工ネ lレ'1'"-， '1ーか、 v ト吃~え h こ乙によリ‘吃内閣イ在イ]'''むのように争イι
可る句、乏言時々、~動に伴う 2 つ内サ P ん 1長イント内ら;ft.'i...、 4質量令制守山、え以 1:: I詞イ糸

し之、、ゐかどうか検討した

(~支づ之謹，都主久坦4 理活者円
。ラ長島埼襲 t末本格ぺfIF司嗣taHAIザ掃、再ム温:4t苅野胡B

仁1製験] '1戸付~ノト Id.， ~義代、、ソ宍〉守、(会0刈 /(111.，2' )にト')t7ム l主仏、、内ラシa)4t

イι吻乏約 loo).'a-/仁川崎主義毒して l司、、、場札}学研程前サ 4ワロトロシ令、 トリ匂ムは‘

¥5、乞 I 15 MJ! I 'Iラシは 14、丸山 Mιγ 喝さ(九 ISD川 A )で照射し色。亡、-t.... 1::到

しδカ伺 1-::久"、ユフハ Ii表命樟壁'IfJLS. S. D. (6-り刷 ;0、弘附r昆制、之l、r附 r)を斗ー

ケ\ソドもは主人之、.対運iし、搬の殖昨も i司時計散した。&は之0・ ]0・官。。旬。ヴグ '1 o~ "( 

i窒人官。件ζ以モ lマんス喬1't I 泊、凧吐ろ4)1:永ん守、ー較正弘司 3) 之、量動量、工ネ

lし者、 d 保存刷に 1，'、さ、 I:幸孝で"L1::命破片ハ量動工ネ lしギーら似、質量!こを唄した。

偶然a)I司時針通立壬調ヘ、、わ長め、場 1-:::南磯良羅l匂で¥崎岨今祈乏勾なフ色か、、、吃のよ

うな畢象は襲、司、フ ι.

〔絹車工毒報J i員量収利織内イ耳11(吋 15"Mt-V l' "1" 2.]三仏/三.0'，約 ]0万事象/吋 IbMeJr 

T寸前 L l ，'2.[/，的 10万事象〉乏 l到い=守、 1. 1'e<¥k /VoJkγEι1:: 1調し之 I<}.， トリウ久

例話l.to.、放脅すイι略的今三みで説的主工脅える内結果 4)乙|手 li"-敬して H ゐず、信?マ

ザ校、、。匂ラシの収争 Y迦線内帝 I'J.、 1毛場色町 It、ユ Mt-V d¥埼果り工よく似之、、る。平

均内金量動-r..永 lレキ‘一時、ト')t'J久、仲7ラン長‘ V101仏内るス予言=tィ‘ソつづ1...6)，-:: 

/敬して、、J.;>。
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1，沿位。

門4吉3

l到l、質量収幸湖錦之

的 !SM♂l'~ 2，32n) 2()'。

b) IbMe.V'ft '23.i'U I 乙0・

140 官。

急増11史向世 1::.到し、 MIi!凡にすtじ、之収奪乏().-rbι剖ゆで

1Kイ本し、角博泉台怯 W(t')!W(ザ〉乏求的色。トリ内ム l亡、

l台 M~v (・)， s.St-¥e.v(4) 暢多色入射した結果芝、故射イ乙

1撃的今~で手之内元工藤ろ η 純与~ (0)竹℃主 1::1到Zに手司。

I5'MuT内結果1-;).、工寄与ろ η掲呆"-1手lま‘-散し、向1重要方柱

内犬を ~Iユ、す?年立に市場'I し T主命裂片℃ヰ与すT 粉、 I-=- 命事"し 7と J分
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まリ認めろ似合 ¥i 0 込こちで団 3めh)に紳品論 1::.基ついく#
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2A04 ;97 Au.. -+ :'He夜九におけ?JA仏間住休全域上ヒ

( i安大 1'!')0庄司王女J 横 JIaFi苦，脊藤直，篠原亭，馬場宏

1 ，序論

mんす3He ïj_応におりて生l5'Xす~ Au.. 同位休の生 ~iJ~棟構を併 ßfI t 3ためJ tれう

阿佐休め度応酬「面積J 平同夜目tイ42殺を測定 Lた.7ぞ駿之行なフた工オミノLギー経団は

、実同支宝来において， /7、ワー 25".、5門eVC' あ~，二れ l'i ， この度点系 lこ(-i'¥)て Ijクーロ

ンバソャー近海のイ主い工字ルキー範囲に対えず$，低エネ nキーの (%2，X"II)lfk 1士

宮全融合によ 3 千夏合核形~~程 Z 経 3 反 λ梅枝によって説日H ざ，.ft~の lこ討 L ， (3He， 
Pヌ旬〉および.(3Heノば xn)lJ.兵 lこ相当 1J;陵E生成す J7J. jたにつりとは，ヲぞ駿データ

-t乏しく，庁ゥをの友Jミイ議J国i，直持1W1i主の宥」与が大示、}ことが予想ざれなが5
-却の安t_'t f被1) '[炎ず Lt明う小 lこなヲていな 1)#P併があ J. 1¥ ':l 1士こ白れらの交

点機構左前 Sか!こす Jため-遣の?をイ Jオン J{j_fe. Iこあ‘¥)て安壊現術IF帝主て:-tL 1~) 
仲7At{_を?ーケ‘、 'y " どL て青島をさイ7すうた d

1.，官職

実鞍はス'9'/ワホイ/t，.;まによ，た。約之内事/ι併のパι ホイ J [， と長，~ 3何百止がの刈キザアナ

マー木イ /L{スタり '7L l て〆大同大学盟、殺害P 附~ナイワロトロン t イ支閉 L て 4矢田

iこわたリ安聴を令官った‘ ー定時間照射イ愛，一害11ftイJLI立化改づf荷主イTな¥)也は

非研壊σ、まま J 仁ちう tGe半導体不支出器 tt支¥) 0線左京l定，枝管の同定ノ定をきイ7

tJ_'ヲた。化学令誼は主に Au..t 他かうずT 舵す J 目的 fイ7 なけ，化岸ヲ収~ Itク↑言自前伐の

Irιハ札の吠期首iの土とによって決定した♂同定てき，(Lたパι阿佐4衣f-j:If~パhrqt，/f5hJHAι であ

~. Jeじ乱y僻村イ長， J51ま特!こ対 Lての前面積および平均夜跳悔程を 決定 Lたν また，

同同 1:<1専う札た町民 ?"HgプNII-悼のデーターに討 Lても阿併の併村主イ'JIjフた凶手t果

肉一書pt図 1-":) に，f，す. なあ、 1ftA此J，qMμの値のー喜Ill1予備、者、鞍の値 E含 o. "tA!Aノ

川パ札に関 L( (t 宇佐みによ 3 安 í~ t考え 5.1t Jため， さの、寄与を摺建ず 3青酸左イ了

守、た。 をの結果，断面特におけ 3ヂ，性チ反応の穿与は i9yパ此で /0-2

ノ191!Iιτ‘Aけ仙の

オーダ、ーで事 J と結論て~，jtた。

3，結果

珂7Tt tT) WT献の値は，時全体の正骨川畝にイ足った。図 1にliJ、DSfickler!? 

F. Herm巴53〉の安暇世主岡崎に禾 Lたが，係?のづぞ取値 l;t[ ，.ft 5ピ上く-fX: Lて1) ~. 
図 1，3，斗 l二え Lたん阿佐イネの吻起関叙のうち'甘んJ叫AUJMAの tめは， よく似た形芝

l Z ¥) 3月"回 4に末 tたよラ 1:互 H の開面頒の上とをと JとJ 。、(N!Ilv._)/ !J('<6Aι) 11 

エ子九ギーの士百円口と共(-増円口芝立の 1:吋 Lて， σ('9lj¥u.) /σ(・111うね)にうけて 1;).Lネル

マー 1:対す 3侠存栓があま 1)~貢若て、なけ=とが結論され J ，一方図ぎの安時惰特の

結果につけて考察す 3ピi16Auにつ H て I-L手弾性散告しに笥実的 tJ係相を示すか 1勺比

の官~;tを li 工不 /L ギー lこ対 L てほど/-..どをイヒ L 1j' ¥ )‘ したがヲて g このように/骨!lt.l

"t Iq. Av._の安点機棋は実な 3こどが予想され 3'円'A此に関 Lては，一軒デーヲーポ飼

料中で本~ ，ごれ 5ol鉱泉 lτ よフて詳し¥) ， 
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め断面積と反 illfA程の結果 t会わせて電子そす 3予定ピ方 L

!) J. D、Stickler er 0.1・) Ph〆$， Rev， C i ， IO~ 斗 (/974)

ユ) F. rl ermes 巴Tιlリ Nuι1. Ph7S齢 AぷJI，/7> (/9ヶり
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2A05 
''I'1A比の童イ才ン反夜、におけb松村事行溺呈

u良夫理!原材飲用巧C)叫れ明f1{馬場去へ荷i争直?
後原 淳A・芹可正i-".馬喝若手13 畑健久部iJ問主制究明8 キ111;皇 6

永日諦「戸官~ø 藤原r 悌C イ?面f宮前 C
L芹]

イ五来，多iiíl ン l~ よゐ技手持i1 反ドミの局免は，主 I~ イシピ F ムガウシヲー i去によ
って仔われてをた。 i来¥.)非弾性玖手持行反応!z.おいては，入針注チ類f民主fi'>.*たの瓦

~.断面積め同位体ゆ布が・/瓦民・の Q~~i直 lz依存するごとポ契耳貴重りに1KされノまたJ
拡散主要型主φ?をすえ同すゐのに有知であゐ之とがわかって L)ゐ.1)生滅断面積のQ〓
低依存住ヒ 11，反時が統計的佐賀l之関連しており J 局審予約U抱平f釘が達成されてい‘

るヒいうごとを示。交す Q =tのであゐ.ごのような流計的平衡杖匙I~L かなリ極かけ
点目豆作用時向(九 10司 2.2S) におりても差~されゐヒ考えられる，しかし，ー方では
持何本来手教がI)!なl)均行瓦尺‘!とつ~ )て 11) キ弾也~7な民府七起って l 1ゐ三とが報告

之れて l)ゐ.~手鋭、住民1その場4ト l;t ，更に相互作用時間が援がリごとかす予想されゐバ

ヱの反応をもやめて Q~~値依存住のような統計約な佐賀を保持するがどうが勝味釆
¥，)p 之のような成手持11の妊手しの抑丸左得ゐ三とを百的として， lq『弘比をヲーゲ.ツ

トヒし 1zj包f才ン成ぬだ・につし}て J 入射粧手娩似妓瓦府!.nえ吻左イ〉ピーム句ウン

ヲー活12.ょっ'1)また，標的板員長似生域吻芝放射イι手釣守治l之よって3ι時報婚の同

定およv=定量左t1L))ユ纏殺の実秘書果左組み4ト也廿鈴f議論する試みを行ヮた。

〔実草食ヒ考案]

イシビーム実弾とは，府河わず.411ロ呈易R2.コースの替え似宮内l之.1E-Eカウン
ゲーテレスフ戸 1

0
を設置し ，112門唱す

160己'-/J.左利用しノ入射抱手類f民主H完
成の簡反仲帝および渥動工キルギー峠

守主張fJl'Jした。放射ィι挙的要職は，J~ ご

箔ヒア lレミコ・守ム箔の1t左イ可組が章ね 5 
~t.たえヲ v ク左用乏し .Jニ託の:L
ス l~ て 1603laC のピ・-L.>.を~射し J ま

た阪丈成物理乞〉ヲーAVFサイクロ
トロシにおりて 14 (\j ピー乙1 を ~1射して

契柁した.之れGの更房長の詳細は稲田
の討論会で;選べた..2， 3)但し，安房食乏

行?I:こエプト lレギー炎困t1，160く70-
130門色γ〉J14N(8?，l o l門eγ〉ノ

12C ( 60 -114門eγ 〉であ90
国1l~ 

ヱれらの反民による企の問イ立体の主日予

断面積を禾した。之の国!z.よれば¥L1

ずれの入射紘子 lヱ対して毛賞受1~えのゐ\帝 国 1. -1長同位体主坂町面積のゆ午
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イ噴、陶を示していゐ.乙れは，上記の反Hそが
拡散模型I!J五イげば>ヰリ涯の拡散4点数主

持っている乙とを示している.函2-1，2-2
は，金ターゲ、yトヒアlレミユヴムキャッ何一

点イ lレの敬身才能比から求めた平均艮萌~iffi本乏
であゐ.耗程のエネ lレギー依存‘住は，図に

示したJ械付加T 民氏、の場%禅十主散乱 1~ i1t
u接相左禾している.イシビ・ F ム更歎!とお

L 】て 2 之の翌~~単位敬古しl之よ φ 内O ヒ足われ
るピーワウ1・がすリ角付i丘 l~貝えてし}る.一

方図3は〆図1ヒ同じ‘会の問f立体の主戚断

面t貧乏Q持{重し之討して 7()口ットしたもので

ある。民Fi:.断面積は，イシトム突後の倣

/湖面稜て・しばしば幸氏告されるように遭線

l之のらなl1 "三れは断面積が/各方向の角皮

12.クいて積~!れたものに対たして l }ゐ三

ヒヒ，吏l之要撃むのは， Z手禅世教義しが囲えて・指摘し 1己主うi之 I -~素手持行反たの場
イトl之はえをく存与しているため J また，争経科争行及夜、1:!.1"iUてl地 碕11にj免く

粍手のjEfEの寄手が令まれるためとi理われる.

〔参考丈蹴]

1) V V. VolKov J Phys. Rep. ~全ノ 93 ( I刊 8)

2)畑ら J ~1.7回放射iι挙討論会議:貿千稿ゑ: 1 A oq (1 q ~ 3 ) 
3)馬場丸第Zワ田方紛れじ挙討論会講穂子稿集:1 AOワく ，Q83)
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2A06 
重イオシ照葬すによる超ウラレ五柔tJJ-O持究 (2)

係o+Z3SU五1た;1こよ‘)生誕するα故射位技種
(原研・サ点島丸捜，，，，"*史大枝研北叩淳、大l碍)

。接府中夫あ)1¥進一鈴木敏え臼凶重;fn'岡下広閣楠笠，Bs
畑健九軒 吠堤ロR長長・株主求。東和柑柴田誠__， H~，議尿-ìr

絡室
重イオン1をぬもによる超今ラレ元柔令弘主主TこZ目的乙 Lt p1ιO十 238甘民元;ゑ

《事E線屯進めている。入射末i手エネ吋'_SOI'V 110 Me..V'"長周1::.e!5'いて、 ι咋札，
2~Cf ， 24-2ζ悦 pzzuzqNp ， Z3M3?U の生訟を樹~I...)その厳調教"i.~T:. ・さ
ら I~ 湘エネ lνギー 110 叫仰はZ"'d:、国，226， 22ヮ， mTA ， Z24， zzgAc ，m，私

的生時えするととを鬼伝し氏。

主主、遅達LXii射性殺倒。ぇ装這屯閉廷 L ，短寿命救誰め稜虫色説斗T乙・

皇」重乞
おき Uヂ戸ゲ叩トほ) }写 z ワ~O)? Jレミニウ州議よ 1::.竜追し t作員したくはω

6 I>>t~ f仇皐)。こth. 1之原研 9 シデム加速~1・得られる f 00 "v  130 Heγm必o，.，才

ン・ピー向く~O I'V f 5"0 P'" A )屯 0.5"I'V 3時間照射した G ~里射後 ， A.eキャヲ

斗ャ -2宮内町教射能動えきt..v-~ ~:，イ J才/~~争本1:. よる迅速ィι単タ敵を行 ， T:.。合競去
の詳細ほ‘ J討す~1えの 2A 13τ報告すき。

思盈α抜身守議在地主張1l(下，ia，1 ) !a )ターゲ'可ト也更の{車寄せ p 入身::tヒン内

エネ lν ギ一議案用1-'()"~(:砂討を捧号室荊 PlAQ諸t也リつサ T:.2枚向田事同級，A.が

S，i ~血薄獲型核広岩永から格品されている。$，射後直ち I乙向扱が回転し z A.eキャ

ηチゼー第を手段踊誌の仕蓬 1:坊を声 p 併放

射能地主 p)廟婚 p デ.-'90)収集-..¥ザ行われ

~&と政1 ら I d:可 r 之、可イクロコシヒ'3L
-9-1伽御セI'¥.1.ρ 玉。夜射事会3泊、与
老~)良爵l信号、r の崎踊 1 ëJ. ，約 Z称であ~ 0 

鉱 泉氏t〆1，緊
ィι場券動， 01線あミい 1 <1 γ~ヱネ 1νf

-1.!t .c，.... 1: 半裁まH追跡(-:.刊)~身執舟守
的2Eo仏 J24'4 ' 2.4之Cm，n菅川p， 

期的， MV京、炉び2.'3，てT主主宣し、

ミれらの庄均断面積~t~.9') f;:。と点 t
下1')_2 に苛、す。 Fig. 1 Rapid a-emitter detection system 

m 甘く1"0.，41)1)府下凧たイ惚娼数
につい Zl'"d I F.t./l. roV ら υ 例報宝が払~ ) 2-3苦甘く地0 ，沈々 )~4-X品\ )討すuC'ι。~、
民側)~'Gt五が2.3吋仁lbo ， ZM処)以仁爪ぬい励起問教I~ 、 ALIC E3FF 

Iリ 勺 t告茸可能で、川。本主君度1.，-，確遺志した♀脚下m <f，.主ぴ24"Cfほ p い月忠明教
のず?なとから yネ民会枝m核予蒸乾 f::'よ?止主えした t (7) tゑえらu'l吾。

J 戸 t Z4Cm t耳、~(7)断面績が 2t;'t:>下肌や ::z4ιcf (/)値 Fう約 100~主主主〈‘ a
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長、袴金枝m枝予義務毛利レ 1::. よるも↑~純泉じ lëI明らか 1-: 遠ヲî， v寸。と同と t.o、

ら、とめヰ主4皇内在自えl"dI 袴i'-1を都内五た℃ぽlf，よる ~IJの互応 l:. &-iもの L免ぇιれ

~ 0 l'~之、ユ仇 nqNP J 

Z3%β?
廿ほ，中性与やm与《核予移行革!た;1:.$フ 1 主~L

T::もめ?昂ろう。

ゆ投手:!-1-1円、‘ー tfoM~γ以J;:::_ '{，. Id:、;J!rr:.1: 22"
，226，22ワノ22'8

T孔，
Z叫句

ι，

223)224-Ra.. 0\生虫、輝君、山 T乙。之のうちト川崎径の生判断哨~ Fl~. 3 Iご示

す。これら《枚差.Iet， 2.ヨトロ沙ら之{閉め~手ヒ 宮内 11 イ囲《中性3 念場~lぇ L れ主凶
oh ¥f ~ /wt uii<・M{.，ι乙R.fLon.tretf/sjer γぞA出札/ニわて生b¥(ι下 tO'l吟えちれ

る。争i耳9..i; 11¥. a中，性与を主治ヤ与〈時 l/=つ向 t 刊の在判断rí)縄 1古川、ミくナ~~o 手九、

?っ 4 ニウ Lヘ，うデウ ~1主復《主占える l司千訟の五たに与主もので‘為ろう e
お苛甘く1"0，先例)2.!oヰ-:(p;肌(丈=旦 ι7)反1包で、生命iす互に子想色れるZ4'，2.串&

叫弘枝経常殺虫可lf1. á1t~ )送達α対す制}定~~jゼれ。よーセ.#~~~16確
認で呈なかフ私市，主弘前面積め上ニ限{直ヒ L て、入射エホν'¥'"- 100 HεV (.fq.t_) 

で執マメ lぴ3之仇L 内 fílL~与に。

女最乙

1) V・p.Pere1yginet a1.: Sov. Phys. JETP，21(1960) 1106. 

2) M.B1ann: Report COO-3494-29 (1976). 

3) V.E.Vio1a，Jr. et a1. :Phys. Rev. ，よ~(1962)767.
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2A07 
重イオシA融合長'--1元にまう11刺広鶴男千角逐動受の殺弘

(理砺)跨利 害・河本進・森田浩イト(Tr舟人提)工能ス日Z
(者予立丈史)。末木格介， Mi柄正明 (t.1-丈姪)足立 史

ム盆主 重イオ〉殺融合反J花、においてie5.脇男子角建動量の各企が. TDHf(T;日ー

d..epe.vd色川 l--(a.v"七陀~-I-¥oc.k )め究論11こよリ、 また'vJo九3の下ef'肌 idgadmbdefJMf穿に

Jって予言されていむ。 fen'\.\i-~M 附ch2によ;， til帥td存角運動をが説的+へゐLネlレ

ギ-L， lJ衡曳ゑヒ樟的投が)高じ大主主 IJビ at::符冷殺がふさい/Jピイ込い王。て"あ

るこヒを予言し1手。 160+160足元fの馳冶断面積:;tI'<TDH下の言t1専によって*わた

叫同('6.)=-χぽ芸 (2.Q-+1)の値ヒよくー致し之いることがす、主れ乞いる。

;1 t:.. ití肱卑角韮動量η稲荷，'q)t:::.~Oì免晩がいくつかち三れてきた。一つ tJIわ均
反むの萎約者t位以拘の噴量み存~7ßuえして縮十枚型的f直七の比連えをしたえイEに
億官み角謹動量以下て?来若手4陪創出闘をが生じ、その生向物的運動エネ!レ守'ー IH>て

起る提昔同ド砕性2麟E小生F椛却の量動工ネlレギーよ 1)}トユく区別し之槻創て主 bヒ争

えて行tJわれピピどちらの実政てる 'Mt>d..eLpo--Y'Oo-附-ter1，こ依晃子した 1)臭章受精友が不足し

kリして確認寸る i二五Fフ芯かっ化。

今回の襲験I~J. 1弘醇J存角暴動量を震~Æよく綾也、することをヌ与えた。当こ蹴断続長ヒ
角最b量の関係に IJイ色スピン剣て IJ~肘判甘をJ リラく放出、するものがι印さ
れるこヒがhちれ之い七のこの之とかわ義務的官百三郎、制の断面積、ヰれも J叫N粒

手m_~Uì生協駒について布告殺を)~じとすちいくつかの及品「系色乏ん之.此車えするこ
ヒを宮内おた。 JN4Nの粒十枚th_l主bXJ.駒IJ断也滝がふ立いこヒかち区友があがると考
えちれら。重るん七、及品、系IJ(1)、十、F1で+咋ノび十ユ1¥Qヒ台)1勺+tわ/αJ訟のヱ犯

について宮司べ‘↑ヒ。

主主墜日訴事江主イオシ粗イトヒぴ粧寸のおFイ'eV以下につい之 IJ克研 160c.....サイフ

ロトロシいて、 d純さ「ぴ)4b門e-Vj.Xとについて lJ枝訊S下旬 iIロトロシにて行おっ

た。工不 jレギー昆lIDIJ，ob起Lネ!レギーで401¥) o.r /'1eVであ&。 ヲーザ¥ソト lJ'わ仰の)

1
1F (LiF )プ$;.és^o.)についてゆビームが完全による J うちはゆる().Y~ を I~ レI fとo

4jについて ICJttJt同 -bo.Y~ (房さ l <1吋/c-.~， FI/o-Hy-'1<l，qヲりを用いた。剥足1<:1<ムーbea.m.(-，ザ

剥足てい}主成拘σ)fro臥 p7i千円1g与ひ;‘ stol'"七-~;fE' d . .diviりぐ"'-5'v…〉のμψJ~二時を 10.

と占ずしこ置い 1三告をくしよ)検色濃て・ ~~Ilえした。ふら炉d れ匂 lJ t{'1レスピームを用いマビ
ームれこじ い時を盆んて姐u昆しt。制Iえした主右殺程l;J.2.~，C >8A~ I .... ;をI~.( ;~争rF
比MjJ ふN: 者~ ~品人jJτ\ ポF'P "d 'P町μ17*[-1-ザ を遁~色 L たるのであ主。角材有に'éÎ
七九、ιk弘噂めを)司いた時Icl跡 znこ入射エネ)レギー以下の全生腐を在五ため い!ずら

入射エネlしギーみの聞の断面殺を走めた。当のたわ詳ゑが/ON30%にf;;;>.，た。

3.結果良ひご毒患得ちれfdb是IJ椅軸しこ励起エネlレギーヒした励起関数を図|ピザ

ヒ国之にすの場舎をし的す。えれぞ帆の断血穐について l;l，
31ずれ時'!>N 1之 I

~f'仇時

め のf亘にグぐれらのγ 宅!...t'けてま員格化してあふこれちの結果ち比較す&ヒ、 旬
、どちちて・‘もnfu.粗争によ勺之 1司ヰキ1J偏向を持ってい令。 Ci)ぴ PY1"放弘通tflclC)d
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く一致している.(ii)2.αmノ2α'Xp及

I~' で lJ()f -tv0.同w¥反応‘均ち全ii.干しこJJ、コ
い断面積を持づ之いる。Cjii)勾併設

長fτ‘ldあるエネ lレキいーま Z"IJ-~k し
之いるげそれ以Lのエネlレ者二 τ1立
町+tbo，iわ+勺の断1負手室町しだいに

ふ主〈匂ゐ組向が‘あそ)10

ZC< 9('f1.，/之α 欠p 良心 τe・ 0{ーふん.~J

反応、kJ企i本 l二小 2 な断色花~汀、す王室
申 IJ 、.bの協が‘重イオシ及百~'Z"J 1) 

丈主制車を持「之し¥~こじ勾しと

之四?CN反応げJl)大さ E角運動受の

子tr で生前立れ易い尋によって説I:!~τ 合否。それに討し
て沢内九瓦品、'(，"1;1.向遅穿Eをのd、立1d所ご主Lζ庄併さ

れむこヒガ号想主れしがおいヒ考支~~ t"oI'ち ld"'Jtの}主制

断色精IJ丈主く変化しむいlJず7.:あ?>>.たfごし、弛の

瓦l芯橋市民が主におるようち時IJ貯、タトし勺 lIれld冶今f.;l

い。 ~9~ 之 I~r 剖P→有l -t zp'Y\.て‘IJ ぴーん叫んとj/.o-I~訟でIj

(~ /'He)の畠持過程が'O'f，)リの訓告をιめて企停にえ

さく現われている。 こtれれl匂J、32ぢ3→当lい+3p瓦i品t屯〉‘の日時寺にる
ゐ似(，スうH同epい)の寄~.?~響客している可紺『主わがt丈さレい、 o 徒つて7. 3訓1

→ユ坤守ト均ベ匂脅「十ろPれh，
5咋'p→

a切刈叫Pか机
(1βI!;N、Nノ

t可氾 I~品ω帥叫c>\ ) 
32
，苛3→ 

主当私.ll.+吋3p及応.をY沖恥ギ和IlJ町凶‘'1にこしてj為ち乙る。 1くが存在しているヒ

仮 lえして対称均む及長系ていlまある励島工ネlレギーEZH

V今4どが或われていbヒ老乙て. qROG工之の言↑車 3

ードを渇いて事ES生亀ヒは段しf::..O¥17"国3である。由3

で lJ~lpについて I2.C+咋 !:::.1!;N+1('Oを比較して、 31'P→判明
31p→却M~ 寸 3 f'"， (o ，， =>Hぞ p)を考え?と。 11J71わにわいて Eふ~

.soHeVとbit) 2<=[3岩手 [Ec ト1_~J]f;<小刻て手、わたお
果ヒその断色積ゎ羊分レザQ<に与♂ーしているいヒ本乙

k時時E呆を吃れ主(・4へ磁器ゑヒ-~破採ず守二し1三.曳晩

色l()~<れ半/p-ハ断面積カY寄手している崎 lこ占くー殺し

ている e 同様む結来十"J-:''!>~S →ユ'?Al +うpについて ι得われ

T三。し初、し、寸 TH下の千穂色 J1) E.ふが大主いエネ

lレギ‘-<:，"J昼杓れる詑是τ事?t乙@

えし:イ底lilfR幕間通勤量， わ:t弘首J存角墨雪地量
Re干ιr-e机ιeも
1) Bc叫~e e.十~ッ?与18. i?ell. C.江 1701> (/'1?~) 

ヱ)Wc"奇・， Oo-k 'R!ð.~ No...tt<>l'¥d.tιゅ。昨拘ちyp"， pパ... t-(19'7(/) 

3) Iく時計 ι.t，Ph.l~' Rev. LeH‘せみ0ば o?fo)

4) Le"Z2.o..t、it¥i e.t ~'I l'h.ls.恥 υ、C主主 /1 6/ ぐ19~3)
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込ι位(:

A u (/to J Xll ) cJ.IJ-XFY' の局限l轍

(原祈今反大理)均場i笹子・。畑慢点.e~ '， 1期前例・吊l唯一
衛予.伸夫・絵本島丈夫・喝喝宏・庄市正秀川匂脅威人

1?7AlJナ110反応・で生h¥する袴令核司、う η平日子絞虫によ 'J下rI司f立体申"'18えす
る肝ミ ~I らの生政l前餅責η$!i1f;D)11 I 11~1: 虫~d111 勺いoFνl司fû:徳Il~i簡今
のは寸鴻す係であるため通診の椋期化管町今械でえ雪する:-2:.IJ困難である.また
.J

fJ6FμZ ..1.07丹あ・よひ・叫Fvoν09丹 11.そll(そ・t/IC成長工ネ!しぞ-~半峨:~q，幅削{
ているため (7(;.J;ん f ゐ~~)何日尚早λ吋川 1しゃ向夜曲線の鞠ケlてよヲて請誌
~'J すること Il/îl 人ど'f lJ従である.広め(5ZJ，1.fI，てぬ吋!れfわて反株主鼠
初E補禁l10乙線λ勺7卜11.-[国11定するこt1:より ''''Au"t

160あよぴ・..I.
t

.trfチ'七
Aa，lてよ 7生瓜L7マら伺佐保の(X:線工ネ IL.，.ーと半減期 tl~定 l 九また 7- 0ン

1 '" 11 l' -1r.Tifi:がう /~O ηt舎か 166 t1~V ， 1.，). Cの場合ヘμ6t1e71J での尉均句紋~\'・
4そめう似た制"断面積lてつ'1""(rr相矧直lてkどま勺 Tご・またJ_ojfトドげんにつ"T
1;ごq(~の和のす2で出て:1f( 1LI る.
和 11.7‘ノデム初勝ηピ4 ムライ〉に械で似たはCピーす刷誠綿1夜笑

酢オ、ノライツI貨安制す寝室(IJOL)i fや 1質量Rc207""""抑'の丹l旬低限令
離た号(，匂工主 ILギーに (177-/I0t1fVの鈎司内励酬を文および生域助
由績の1tJ，T1lf~どめf亡。

議工日林子力荷受F庁内 7ンTム幡I~よ 7酌I T-:: 90 ̂-' /.J.O t1f問
L' -~rf:安ヲて汁灼1/. 1 T~ .. 
jZ並区ー倒持綴:.ft，皮~t~ : 1バ厚の令官t7-γ¥ァハ(T干の鈎:μ

厚のA-{千平ヴデ予-r 1)"き，ネルヌjiTM枇マl}(T~Jl前倒壬Z 補乗する.一定時l抑釘
1 T~ のヲ 7，だちに千1-''1科ー芝山周体検也容の前1:約~Ol ， (X;線 ¥̂0 7 ~ 'Lの従8t
変化リ'1更する。ごのすl"hI~ J 1 Pl碕布ぶ了後初秒がら sO 小j(‘、の伶宮崎~~得
る:~力r で; 7と。
lJOL : /ト/ト万イli~ ìi1( て 110 t"-L..，で)s厚の令箔日間すl，紋広

マ石実友llI~tQ子 E 質菅舟祈唇句イオン滑'， 1て入 41~ 0 イ才ンj尿，.=.11T IL力リ金属官1初
f-a・1/:出る表白電離切不才〉疎芝崎11長。 F貧守分離マ引た反ft姫子Eテー7・Jl.J
7-上，::輔系(一定時向後十ー 7・上旬明菜.1n_宣之司例令忠署内祈1:衿物 /1、ただち
I:CX~事λ ，\0 7 f IL-的経喉i(Ii<<'/長(1-:. こ川の付す何i以五 I~川:北よド
η凋釘F叱仁f.4求zめるミk可昨rでで7夫亡.
ーす /~O ピ-L，主ぷμ7-γ ・γ 件 11ffす I ，千の γ緑ぇャ 7~ I~ 11到f{1-rll(

づ-0Iのぼーすは不安t堂内町民量以め，こ.Jlf存"て(-"( F~ 珂極体内生威折聯買を
1(約九

結来'l;考察
反応生酬のT線1!恥てよ I) r続的知池 l-"(崩射M縫いTfAt/，句
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，)/01(" J~/ 'I Rn1-; t")の生爪断断責rJすでに週l庚で411fI /;}:)_方ほti.1α-o文相主
核併限装置1-:' あ'いて 11 、今な〈リ海相γ/Jrわがうの核子山経過程T'~取する
核物てつけて I! ヲ -f7 トカリの/文樹|宇f?'-t: α4 衿土暑の株主初牟 e~才等 I l' l f友
xtででる。従、 T上託の物愛のα-計家JJ.よサ湿度rx-言鴻1・i首筋斜'1A.茨互のRr
口定める二 t胃rででる。ただl， :の寝室でl工'f.trto*~の平跡事ff 有する百~~'( 
( 1.Uf九ド0 '1丹の Cピ緑川口布r計家さ 41 る。 Fì~.l(ご'，lJOLで得ら ~IT..~~jT工
牛Ili -/tJJ!1eVでの(11'伺fQ係のゆ糠て伽fた貯州!'Jiif • IJ'OL 
η4ト輸包括]ttooであ勺た o IJ'OLIJf.l美川県t/1T:::cl.ゆFぃt山 rr tI {!J ()(宇野綾
ttt伺いて¥迂j豆(X-放射UJ委縮111定茨涯で得'74- 1 た .J of ナ d.tJ'T九円 OC~討が直E ザィ l
ア4'のすT宅対直r:冷害'Il， γ 与に上すtの R~E 芝町，，"(ご 41 らの生域的司符E ポめ r亡
。J..otr'lt J_d7九，-:J苛11 { /I]if$.の手続さで折窃符vt<める予定である，得ら1/11て

んl可佐j卒、の町村励灼司紋"ft.t計モデルlごょうIf.諸制竿t叱物館Tする.
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Table 1. Alpha energies and half-lives of .Pr 

isotopes used in data analysis. 

Half-1ife 
(sec) 
16.0 

14.8 

58.0 

50.0 

3.18 (min) 

A1pha energy 
(MeV) 

6.785 

6.761 

6.636 

6.646 

6.572 

Isotope 

206 
Fr 

207 
Fr 

208_ 
>'" 

209 
Fr 

210 
Fr 

ム
212 

t ， ， 
208 210 

Mass number 

...L 
206 

Fig.l Mass spec七rumobtained for Fr 

isotopes by means of 工SOL. Bombarding 

energy is 102 MeV. 

主主L
1) K，7Ta.(Jf.i .Rt a(， J. at()Y'g. 1(Ud.亡lu.m.込主 (/守れ)ば())

」)GZj， うね7白有利'(t'r-wミ子様 (/91']) JA()7 
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2A09 
課題講演

i-主主

[裸韓議場〕加謹L蕗マ叉スペ 7 トロオトリーと羊哲也~抗淳
〈の4ンバ?卜

〈京大議持〉今村善准

J帝、ちが十分為迭であ札ば 1 I ~由 1 i薗の原予の噴量(川コ>)車専争号(むを識別し

て計数寄る二ヒができるe 二札iま援忌たにおける生長抜ャ寺留保の紘ラ識別にAく

用いら礼て¥¥るをT悲であるが、二札 E噴畳分析r1こた閉しにものが恥企.%tマ叉ス Jク

ヤロメトリー (AMS)である。古伝わら減計乏 1-fン忙して加企講じ打lbみあまに

想。卑して~ *ン計数引奇心 ん附 S 悲芝用ハれば故貯i主義檀乞汝射能 A~ 刈て・な

く，校白書i"l'1.d_ =ε.N 仁εm検治効キ i多くの場令 10-2""105) ~頬l包するめて;‘

特iえ半ヨミ期の喪ν代議謹ては従*の汝知能測主と Eじ，二:ゐじ教指i亡良3ご校古1i莞j望小埼大

をもにらす二とが料未雪量。 乙札1<t1査に込バ:るように滑に守栢ヤ地球などのぷうな長

い時間スケー』レC色る現&乏長平短期故対i包接誰E同¥¥て静日円し広うと寄る場令の

童苓7志子政ヒなる。

ぎて }¥MS の最初の品開瓜 AIゅ re乙らに 4る草山小党見仁1'I3s)lこ遡るめてある

がいすえはいH常くかのきも由主韓tt-t¥¥f.... 1 q刊 号tこU ヲて二れが 3H Ic> I~C rJ. 

どに A る心心""'}Q)寺段とし-t.i哉氏主芭されるようになっ急教な受最包協約r-_めで

ある。

2L 加、骨骨岩忌マススイアトロメヤリーの滑、建と主治

透L常の也エ井 Jレギー喧量令折「ピは汝射性殺稚のような~t.の争主核に対して屯の存
在 比 が 10-5"以下のものを測主t可るのは鬼"てなの。をの建白『怠主とし℃の令}-1オ

ンヒ@同主体の存在て、ある。令を4すン臥しばし ば剥色白的の噴量作生.plもの乏令

むし、分事1r菅 lこあ、げる手主r~令~"才ン小路融 t志向車量スぺ 7 ヤルに~よ剛山w\乏

まじ 8今となる。ま R問主体についてはをの噴をめを l事非寺に小さく令憐11.困駐ぜ

あワ、宇も令静句E乞さ主夜、しようじ寄札iゼ枚治効寺の悲し山低下 E生む.

AMSはの加企怠i二於ゐ五色脅の噴量分析能〈恥主幸:it，電，盛ゐヤデフレ?ヲー

による令が'r)乞剥用し③多i面4オンく'lz 3)を恥企寄るぴまたは ピ、 J ムε史舎

や封、スの寿雄を孟有などして分~~方ン E 分解除去し③物噴ま品i工法るエキ>)..，キ一

、ロスのま川主判吊し"(.1. ~域別す五二とが基本とな勺"C.\\'cl.問主体め〆滅金 lこ iま

ユ0)柁〈タンヂ、ム由せ~ての叶C 剖主めように〉事イオンド生献しない二と乞利用

し~-つ( N 11:.事4オ:， ~生虫し伝い) > ゐオン乞主令にオ皐1:し(Z>l') 電唯ゐて、、

執岳i，t.令総司る占「己主もとられる。柔 1に二れらの.t-"号、をさ?、し K。

Eめよう k加企業f..i圭うかは本噴的に l怠ざ iまど問題でな山張、、て云えri~ :，デ

ム恥企業l玄、、くっち、σ、利且をちつ. ~H オン事君主主→ど~ム問ふさ→五4 オン加

止と、、川由卓支え ε来るめで，'+c)UAぇ，川工の予測色めようにおfh各;当ι勺

ど、事 4オン乞主坂し T.Jい問主体乞令雄司るめ iま強めて怒もであるユとピめる.モ

め吋 b り争うオンをつくらは、、 31んいよピ~ t10 i主苓五二ヒ l主主未ない。 9ンヂム i本

Aオ:..~層、に対寄る-;> 7也スが主く) AMS Iこ止し『こへオ〉晴、が精力的，:同寺をさ札て山
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て3訟をうく吃。、ニヒが争ょの涜，

活ぞタンデ.1..¥~.問、、ら tしる謹白 lこ

む..， "( ¥、毒。乙骨文ぎな抜格的

AMS 1志ー符主に為 ρ ::t-キルキー

l二加企忍 B ・~!.きげら?ンヂム十

ライ十ッ i.e;t，乙めよう弘法令子、

ゼ抑止有志.

AMS ¥広域特約調製 I tlオン漁，

t壮V心ムの調製ヒt-をAじ‘キをお患

と心勺 r二時術的IJ事京が抜捜与

に号年、て奉る場令Iデ与 t、めでる荷

曳間号をにがはり小時間E毛布る。

lq官十半今月。、段時ゼ}a;日本め

抗信宝E令む 21今淀殺が AM$I二

関古るヂ-? t弱者してハるが、

ユの中ピマ泡殺は恥塗品。、 bCr守0%

札工乏 AHS¥二九てている。

3. 州 Sの現状

AMSの坊術的主同ヒして 3つ

め-1;旬が~られる o 1つはよう主

表十

(A)史全量生主主会Bνギ-M室主主史i
0-.怒呉担主
Cy clotyOVl : E. M/1ザ=J< 

T~ilaeWl : 'E.. ':=. Vt(l-t智)

L i VlGl.じ'. f/M ~入

0. 弘ぜ二度重支皇~~
刊GtCjVletic1kflediOlil : (sゆ2託料E/'千
日e仰ち如お乙 か : Er 0ιf./'lr 

|ゾ~loò.:ホ( riltev- : ，，2 0乙E/M

i伊)1;乏土玄ふ色念M..

判
制
捌

工01'¥λc...O、Cl..Yql2. 哲三 3

下oil STYippiV¥$-

i 包)問主体σ)~融('ñ'緯侍章夫〉

ぷ二W¥istl"d-:S岬仰工酬凶:tiOI'l(ldとめ
NeJjばfのを.1飢s:Sゆ le-Uvtst.ぬい弘IV主('710

S
)I 

~れ fベatter : Lc>w Z。同{吐く71dつj
bゅ字合 Lcss:干or61....1 lく2.6 ι 

ら 岬陣ど : Z 1l.D.相 7 1.仲川~伽3
SオYippi同喜

、、核寺事〈仇-1;伺ゼ~ "?io 天fEレベ7

ルぐの制c_.._の 5剣先 h二向けて閉誌が智t心に準めら札℃いる柁，明íc ヤ ~o5p);，など主主楊

ニ=・ート‘))検幻町 1とめの野心的1j:;子ストも主的ら札て1\も e オユLI三~精J篭とう安Ht.

効羊 m 同工である。十ι4 巴エギヤ大ぐ I尿 tキC の場.11 主E 精本 o、ぇ~O、 3% で按l註て、き
並'U>o域新乞恥扱うユとが可能てめると、、ぅ。拠σ、協穫七、 l本 3-v5%σ、精怠ぜあ

1ao 1" 3には業置。、小型牝〈町努力てある.ど二さで加企電丘を千がうるかは刻士

。コストじ蘭急寄る問要てあっ、L.B l-小山\Iev らは ~I('ft>1の三ユサ17ロトロン乞利下こ

中であ五.

A. 平等来〈のJ長哩

ぎて長芋来期故尉-l'主主主義の州Sによる検虫 I式汝知能測主iこEヒベ①}叫力、に微量の

核桂 @I怠るかに、y量0)域軒@ょっあ猪7.1@より平凶測包碍問て:、小規j主主可能に

寄る@二のニと i主主t民測乞が主宰なヤ段と政令てハ 'ak芯号ゃ人類淳臥もちろ心、

キ白線主成抜棲など天担 lこ主建司る故針i生f主権主用いて長凶時間スケー』レでの堤主

主主手寄る宇包地坪竹埠l二も主宰r;:役割乞う襲ギるニと獄託ν、な v¥<>極，k1こ茨守主して

いる IOseσ、制定良、ら:昆去の糸時走者時に問事る喫咋ある知Sしが得られているし、 AH$

が2三時ユ主ートリ Jの舗苧毛判定l二宮献寄る可能性は夫?あろう。ー云地球大気て主主え

しy-'~， Iキc ， 7).AQ."品CQ.rJ どが橡マ l亡分布持動、堆有寄る晶程~~つ℃久長、海洋

、史穏や毛皮包をとったく環史明動態乞栴祈'ioiるなど I tJ'.， て RI が「吻理・代巻、~吻

専の分野l二与"I..t::.主うな主「弓-t湖特し I乙山ものて、ある。
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2A10 被令4をめ~: からのら810凡-f，'ssi・'onff)検証

(都立大理)。末木培J;ト間柄臼~.事)11 斐桂~.初nl i雄一

市府、弘幸L(金え丈兎)来島鵡失(霊研)河野坊

L乏箆此車主的軽い童イオシ殺及応、奈(殺や殺の賀を数A~ /00 ノ入~ヨエネルギ
Ê'数門eV/松手)にわけ令指同時半l生昔話いl;;r 重ω系に比べて友内ょうお特徴を
也ヮている。方|に之つのJ子、サオJ<ni¥に1開くフーロシ付に討し之励のイ怖が、丈

三く品色合及ω丈科抗告わ之いる。ゆ乙に主ιして書1レ、l有運動をが併すb領域

いおいて締附3半他邸主のJ~ゑが戎わか\良 iた断面積めらめ説。合 i持い手と民較
して非詳しこIJ、立¥，¥Q .J 1::..古典'B9フ一口〉新逸材紛が重し吃イオニ，及l込I;j.t: ~8確に
lJ規r:tて株主す、反応崎閣の昆積 1)が困難である。 L-力、ι、事 νl有毒章。量状態てhの反l色、

の r-:..~にじ乙較的短い及む時間レ如、不三t，;いことが子恕される。 fι 之主践的困敏三
ヒ長レ乙、及札機構の検討もい3 セ不十 ?&ê ぁ b。ヨ寝静非持出血~i.ヒ件に級品事{台砂各支
謹最小存在hT急支J ち>v\ゐ。 ro七a.~1噌 .u'tJW''d. cLtop叫んf(!?/.._DM)I)によむと角連動壱こ

が丈主くむ匂につれ2:，;t長必裂葎埜(Bf)がしtc"レ、レ二f色くたることがす建立れてい令。

忘るに主主《向蓮動与を如、与は沖阻寸釘，色工ネ lレギー〈払) J' 1) í~くもリ殺分裂z見事、
が):昆われゐ可能性大jt示、役立れ之い令。

ごれの之つの通経〈来号p~ド砕恒過程ヒ殺死ト梨過経)レこっレ\ Z ノ争Jチ令dfうv~ .>f$ び
巧Veナ rセrJt句こra) 友iもz_，.jーゲ、ゾト l司f主体依:J)JI生を十IlY!;こ枝問し之竺た。 との結果、

ます杯品急!邑 533切において l~ )主 ÞXをで耗いj司 íhヰ*f 乙 ~3 措今 l 、こヒザ見:b._:1 <h-f=-。

こめ結果 Lユづいて之察すると、 ω電荷分~ld輪設理論によフ Z わ、ち 1)τvM て主:; }O~ 
E主床畳小差レこっい乞 l討え時で-:11;;:"，'.(ユ)立iiX号 h差 IJ殺介裂U主o'.J~ .i¥. 0) 't徒主考

え1三ま詰T樟型:の ALICE コードにJ 守 Z1比aRz" 主 b.fLL どのま~官識が得られた。
しかし 討利払裂l主成物ぬタ rーげもソトl司也呼食舟t恨のJ-f}J' ら萩舟~鵡象灯'1}1♀守

会ヒ言ぃ三れ巳い。匂<;t"tJら、 Yーザ 'Y ト|司江町長存他lこJフ乞寺びダれ七警とか違

いlJZ/A に起11.¥していちじえき乙られられ府下手陣争]'1過程が玄/Aに企く潤係して

いじい1:::..lJ.)雪之られむいヤ、のていトる。徒、て薪しい方向からの了プロ『すがえ号てい

払る q

今 l且 IJ街財~l株色81友 η組ω，色杓也ち変乙て夜冶殺と，励起エネ 1レキtーを j司じにち
るJうtoIG-to山L型的 l主検討、ちアプlコr 十し f=-o この方?まで‘l耳元何回削'1邸主か

Lう町 l主版物 q{街曳牧内電子町《乏しゅ、ら l電荷みや 1'0宰い灯、生 υ之く§こと P守建-~ ~へ
そP。をの結果として討称t}組生肉拘の也践を戸刊に匙l盈し之い吉ザを判断でさらと

悉乙た。及凡るとして前回S之九二曳駿し"z}. r~ _，_勾'e-r-s<>&と匂チ_f1L.んについて1J1Jft.手
エネルギ、ー誌がれ;;00 /I1pV とた~ Jうも入射工え、lレ干ーを乏ん↑之。

ム主要主主碕Efl必至官官 160c¥M.サ 'iIトロシにて勺JJ7f品。付ピームで入射エネlレ4'"-l:: 

ピーふ電式汚名 iに it、すようT;J条j守で千itJラ f::.oターゲvトに1，1定錯そr，ruFpUレ

フサit._ト7-;fイ lレく~北与をト/ω1.
1

rv 600ノザ九，.._>-)~)司いた.予制定:.lJ がス1J 7 シ'} -

E
J
 

A
U
 



(PR力コノ之0舌oY'r) と;. Iノコン長面f草壁型投虫~( 000/，<叫)ザら主2~~ f_-E 力 1う
ニヲ r サレスコープ。を Z台 l荊いて行むつ f=-.. 効lえ角 lJ支~1主主ゑτ/止でげらダ'çO d (:"C' 

aゐ。各t"ー yV¥.cT'(""叫v-iZA.-blo九にlJl昌えした毛ニタ一枚弘法主聞い.及民J断面積Id

5判撒tL~ ラザブズード制はイ瓦rjjとはうすフ苛 r ド前副主より之、め 1ロ義母汐綿
花引退111えlニlJ.サ iI lJト匂〉の R下をstop信号として J~乙凧内需f1:f五霞のア oF
を i受 i刊して 5単位散乱七芸礎錫留ヰ主乏兵ト施する~.ぅ弘知、う去~t=- e> i司!iIJ 1，主減量糸でどか

ちえ0
0
まC冠11屯しと。

Tab1e 1 

E
1ab

(MeV) Ecrn(MeV) EC六N(MeV) ~ cr (五) ん(百) Bearn Intensity 

160+54Fe 
103.5 79.8 80.4 43A) -!;，3土2

30-100nA 
128.0 98.7 99.3 48，A) 1O3土之

20Ne+50Cr 
106.5 76.1 80.4 43A) 5-20 nA 

工40.0 100.0 104.3 48+1 62+2 ref.3 

A) R、's"'.s， IJ"""I. P，ヤ5・ιtJJdt rff同J

3.結果s.U'老室長 L1E-Eラ副主玖レこJ"') !oj、叱/よ([;刈"Vノ60千円Fe及品、と106.，t'/1eV明付

叱.r.&I~・について月子、手番号 Z ご、ヒレζ 識別立れた各及j号、生劇物η エネ lレギース匂アト
jし及叫'向乏か奇的尋られt-:::'e> 128'門pν 16 0+持品及らおい Z~d 、 Z 注 12Z' ，ヨ単ーの鈎
鐘生の工ネlしずースハぞフト;しを示し、平均遅重点エネlレギ-b!J I;f' 7-口;.-1芹?力に芝忠L 

〈ふ、 I興晃也的 t匂守宕叶+1"作合Y司、港g~ち与') 仇刷叫P戸ed稽

安曳iη損尾ゑE屯是しzいる。 ア正五10

につい之 は牟砕阻散'iし、己-i t:{r;チ
ちれとs得ちれた lOS;Z ~2.C> I二つ ; 

いての屯新姉崎を凪 |α にす、す。 2131 
国 Ib1二140MeV-'-おeナ拘Cv-友応lこ i 
行ける!9c恥=-40。τηl電荷分，(-pを， 3 
比較のために並べ.tと。こ町時、主%:守

録 IJL.~ = 1(}2..'ヒした拡散模型 l二占

る l電者1~オヂ青うずある。 之つの及j馬、系

を比較しt~守/.ts. "K豆却さ"IJその柱

蹴量がγToiリ似Zいる。それに討

して刑e十戸vず I~ l~1斗て衝突私V られ宣を・吃荷局行生向、拘の彰等炉ぬく Ylわれ
ているが始。+吋♂‘ l-;;ll五12ヒむヲ七、る。 fJt-，之両為の比較によっ 2謙吾干4fi伊判生
過程 l二ついて拡散椎t止力、う σ1栴祈が可宵乞lこ E主主じ本乙ちれる。をに lo3，t'M~17 句Pん，
fo6J;MeV初'e+S'むの氏鞍についz 差:従矧~Iií I主tX断面柱について報告す b守主Lて‘わ

a) 
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2A11 I~ 寸瑚U 金イオシ枝豆長

(者F主鳩淘稲正朗宋木智令時弘遁(兎研〉苅問中

(藷f;g"KJi)エ議ス隠(金zr丈王皇〉采島主責特
( 1まじ‘ぷl之〉

被告核《質量が‘ .2S0 正也元る車ィオシ被忍l九、 2・・ l率、主 I~ 核合裂ヒ案軒当FJ草地
撤昔しが企こるたみ.被告技ゆ与れ義乾与格核の生lk断軍報1ι.ゴF常1::./)、土しI0 乏仇

た品、ニ小質量領域Z.';I:‘報省技 m励をz臨紙 1:ぬ戒るヂ -，(j- /t毛とよリ 1核T-

4ーさえ乏/a:ラきりから似'zI1怠 M抜維が角的。

ヌド厨索引ま ~t2おU~ィオシ検亙万七、 z“生 ñ 音寺子41fESJM6EFJ Z4qES れ馬車Eる
嗣数戊!駿e'il'::t抗、義組観論ず説嗣吋るガ、どう今正論ぺ・‘るれ目白ヒ L，

今回、励企慎]省担乏tみS.1= ði、(~誕百彦な殺ヂ，巧ーのーっ~.・ふるギ誠実同重論 1\\\ e;与九
宗験，...'d.，エアロゾ iし左含むハり号《乏イ華ヲた tt'ス込ゅト.ト?トラユス，tO

_

1-.3.-ステム 1)t岡 ι1 、d象車定規1)免寸 ao. (こ￡リ-*五乱期~.:Iと仮定。ヌ嗣時ロ励在日通指
名主似た o同様a長髄グ ， /911鼻 1= 布もわさ弘之 I1 るが\を瓜紘~ヒ比搬し報告さ
き。

(安要伝3
鰻結除，露iヒ掌碩宥Ffr/tOα..._tj ，fクロト o:> A r:à~， . 14 N~t 入射工ゑ iレザー、 ~/.S

~守3.1NE.iJず，乏Iht' ~lt 会報射乏くリ色可毒により釘:> rし勾ー伊叩ト亀ず h エ

ネlしt"_J善弘 I~ (志、サイクロト b:/ 0'1乾振鳳ヨ台数かち辛占ιろtl1る〉、事工主 lし_:t，"_k.. 

lJoいf主改路側 3dW払勺仇信雄ヒエゑ iしギ戸《献金三回 LI た 9 守 F 伊‘vト/*-、 λ験ヱ

オヒルギ¥_ ~，.t"ノ áJ4，.t f...t eif U¥者験乙・・ 1本‘鈴 p ピズマス乏車リ仇も!‘乙自制z'I TBp!::よ

る落喋柚払 kイオ〉ま超法lこよる絹製乏行川 ，(t!!.小エ柔 lレ;t!'_/:::つ II'z ~f フ定安験
ぢ比、 tn犠猟随行ろ二 iレ乏を小まま揮下之、エ守ノー IL議来伶ち z :々_，1:) I L. (2，μ川

上位鵠したt.0'It t!1聖 p 足。毒主協、 $"00μ~U/CAtf"'z'恥定。生事鞠I事‘ -tfスジ;t;f!)ト

ず問主l之呈ョ，"=r-プ土(::壮挙ε也、をれを II'，L.:(毛ータ F ヒ付ー木、毛 F 今ーど'SSD

の#，忌 z，.~τ( ‘伏線乏兎fl主 L た。今回岡、t たシズテムゼ‘ l志.照~~迫(j定 l幸平 4) L 乙
作 ラ 仇 2・" SSB乏 lっLitイ実印 LTd. ~t .1場合 /c(志 照射時臨ヒ三日l骨三時由 I;t.等ι乙ゑる

が、来安敵，，"怯 S$FJ ~ :2ヲ保閉し.摂釦時掴仇 2イ幸5節1'，主 Lr三 o(/61s四) ヌ、数

令JJ.I_上‘寸〉プiレE‘寺ープ上 1-=明金し之 l)
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7.41信1剖3
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文色ゼイ選i要三段1l直
5.0 :tO.J 一
7.7 :!:0.5 420 +0.28 

.~V -0.24 
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昌弘、干ャリ 7ープ広ち週刊fた8 ラ Zζ o>o を乙 z";事実、稜γtj:.を仇臨 a テ ー プ 芝

19oC
{ IこtJa勲 L乙 α象スペ・ケト lしの分解能市低下す dQ\正 ~lt Z" [1 ;;'0 

こ仇ように LZ~ll~ L ~ 0{鼻スペ・クト/し {t， クOゅ 7".，レ;(k:{/Cた -l委コを弱含ア

ーア 1-::.主z鉢Lt i尾高差，~)ft ，-1証走《時Ié1 Iニ売制し鯖祈 L 色。
ど結家 k芳容〉

今回蒲ド主主仇花1車種i事 MC55J ndbJM7らz‘¥表1c亡乏仇客“仇17¥c( ~島z ネ ι .f'
fQ. 7，1"ギ誠実臥古紙値乞実験値乏正司。 24

6
f$ヒ♀4-1[:<;; は，ば殺の Z主 lし.:p"_0)3長か『

ぬと~V- しめ、忌乙 ， lf*1日刊~7. i1 るたが 1 あま危全 I~ 分陸刊宰 Iホ困難 z" eT. ~。
tO¥たぷ内自 1;1:..入射工7f.-1レギ、-'Eを叉乙‘見犬T 仇半ミ乱期かど、う1c#:a句、、諭小之

コた・乙ニ Z"、精製した伊ーゲッ L乏イれた1場合ヒヲ左端製0.， 1-ゲ¥ッムをイ'l."禿場

合乏比重悲し九時， Fト.1<0. I~ 由来司ã. t.口 ，6，62，t.?J j!イeV仇ピーク/J.fd.ζ なコ 7ミ1=モ

令かめらず¥白白ヒ寸 3令31.J.作v.{.t近仇之ぺ。ヶ ιf[..lと:襲ィι仰い見ろ 1，)1.~ L'華から・鉛

ピスマスがち《寄与 l;r.なl)事かわゆ、る。表之に l手 入射工主 ι.=f"-乏をィιま在長時

的2:tち t2VJes C勿3tNe:のIc.24.s-fs仁.'1.ク3叫 j仇ぽ鋒ピ

-7のi戸誠耳19乞，国立!こは，入射エ主 ι.f"-タ~， 3
仇 Vの崎《拙fSf拘'es列島堤曲鋒z示す。回 Q{率、

相対 6Lrtc~断面講 z 旬'" T:.局内幸z陶器 γ ，，i吃司T梢 it:;

-t 2It?bs白:fzh-24trs乏;j， c{ 0 事P益事・級緯ι/1-実験車乏

なふちかに誕んぽ己の Z"fI¥る。こ仇ちの図表がち

17， 36例eiJ0)ぽとにつC1¥#誠舟JJ: 14A)地~O)入手存こは

ι_:t;"-11-¥:事ι ら内 1.1"ゐる 1:.'i-~‘短 ζ ゑヲz: II ~事
かめかる。この事より 2~U(件IJ J 61)1) -，;_ t.. ~"Z;・寸

~ 24-6E主か.~ :23J'U (14-1J J S'~) ず乙"ま~ 2M]Es<i:"リt_，苧

~期地・長川ヒ l歩ええにくく，半ヨ喜朗が"もヒ
M悦 z世華ぇι乙 l\る華 fJ'~ 子1tìざ仇る。ヌ・入射エ
えIしれ Q3， I MeV-z;・，Iふ， 23串U(/4Nノ仰〉在九劫・善之

ヲ Z志、リ、このエ主 lしキヒ能回ずは， fJ. 36 t{J2.V O) 

ぱ錐e~ ク 1= I品‘ I~ k..んどお?E;K...告a:7d. 11ヒ毒乞

仙寺町宮・、こ0'11'"-ヲ F より 246島内側削4
1!!..しZ勾 7b〈4.201235)。る似たす才L乙 2仕 Es仇

半玲真F¥1t.‘寸前値ヒよくー致 L乙 1¥~・
SZ，脚色l総数乏器専巴通盆Z童謡z‘説明 fきるかど‘

うか毛検討し布告可る o

件N入射 半 三周五九州
品CMILd昂‘lL〉， 2~Es+ 24~.s 2官Lト'5 

81. ') ち 40+0.82 一.~V -0.63 

84.6 582 +0.13 一-0.12 

87.6 524 +0.44 165 +0.l3 
.~.. -0.38 -0.11 

90.3 495+0.. 27 145 +0.07 
.JJ  -0.24 ，'J  -0.06 

93.1 420+0.. 28 122 +0.05 
ー0.24 • ~- -0.04 
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/O~AfJ. 殺令放の生成品竣 (2 ) 
v 3ワα十 68Z九反応、

利)0関根イ注目月・馬場澄子・畑イ達点祢'

市)1¥進一'篠原、伸夫 目

はじめ(乙 IOSA，J殺や稼秀生成する反応、の iマヒして， 12C寸 't3Nb反応;(乙巧い

て昨主干の本持令会で報告 L1-=-1)。今回(J./ )司じく/ぽ匂疑必殺を生威するwα十，gz九

反応:L:.寸""1のi験対果在者支告する。

本周克はノ/吋A援材交の崩壊(:.j:づ 1 生じる宇脅かイソマ一対の){~~~乏 t."7 の
反応、糸で比較するこヒ L二よリ，殺令殺の郁月i過12におけるゐw-lι41/2)の可官も

↑生を調べる二乙をまたる目的以てい為。この偽~/れ L()w-l t<-d併が存1:t.-; 
右ヒすれば、 3ケα → 68Z1'し幻己・のガ lこ規lI'\-る-:.~割反えする.
す之島女 原、研タンヂム加速恭で特られがヤαィズン・ピr ふゼ亥殺到す屯勺

夫。ターゲ吋ト~';..入射するピ r ム・エキ 1レぞ --1まエ井 IVギー誠表問の Al誌を革 ζ 乙
川二よ司 U ・7rv仏IHe-if /lμ. (工銅飾 L氏。じ仏 力レント I'Jf似 d句切でι
=ニタ-L， 9 rv /9 fnAτ‘あつれe

ターゲ、ソトは t2， S うる i弘矯句九のをえ私E金~~よれき忠清する古う あるいは再改札物左

塩般にめヲ LAtt事(辱υ ，S""9/1ぽまたは 6句/(/IYt-2-)主 l二 2-フ"0 I {' / - IlIftqj-持、

の包括に主.， '1作梨 LT-....担お，空釣の i吃弟M又考 lJ.)司じす仏-r:作咳Lf:.タJ ゲ‘吋卜

乏化学4トカtt 1.決定 lr乙。“おターゲ，，)トの月号モ Id..義弟ターケ¥yトず '̂Q・タ吋/仰し九

也弟デ戸ゲサトで~仇早朝#/，卯，z.であ「九なお，及卸M露経ま求めゐれ ID(-;. ，埠を

()，~机31仰♂の Al ， r ‘ソ守ング・ターゲ、ソトヒ数殺の ω またはけ相~/Wl} のj写をの
Mキヤ‘ソ今ヤ-~"-乏をね'lJ.W.、射 L f:.. 

照射!な/タタまれは IS時l町村ない，照射性重写 1-:.f会長スペクト 1レ測定乏!司悔し1:...

ま T~ ) 何!<.:fvrイソマ F 比Jの訓え感魚注工げる主円

R-{ 't.AιJ掌や献 L713がい測定:U守なゥ Tュ。
会事果ヒJ5穿、 F:":J. I {こt::'-L..・ z九ルザ←

/3/ 仰すずの付朝R.ft. のキャゥチヤ--~中の方丈射能
少舟を汀、す。この方サ刊も分Y布がずウ入。子持である

こヒヒノ平均の反動4義経R.eyp11， x:企散A訟を板史L

たZ動命1i!RCF-とほぼ「致するこヒわら，抑制Rえ{J
完全荷車Ir:.'を$t'1住民主れT-:t老えられる，

FL:J・2lこは 1't.制 Rl('1:7えノ守/ν) ~ '1'13尺t._(
/ふId， 1，ム-)の励起l刻数ι励起エクト!レギー E*' (:. 
対 L'1-]"'O‘フト Lf:.. ~ι厳のれ紛れ 12C 寸竹Nb 友
t:，・の純泉毛行、 l1:.が， ニれは不完4:"恥A訟のJ寄与を

'51主長ぅ T，._完全段令(:_工右肩力也!幻数ずある 1)。反

応，'d)C;;しイ基わら 12c_ナ?ヲNb反応・ぞのイ広エネ!レベ‘

ーイ則のr;-7は(HI，d.2?t.)及応;[:よ勺て匙て1れる

牧域(:あ 1)，;もェ汁 lレイー槻~ð) t;' ~ ? ["J.(hlノ2p帆)
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両元{工主るヒ岩えられる。-;tJ 

37e)_斗
68:z?t-反

応、では，今のヒころ明らがなぜ -7はま乏初られな

い。又 y
lZC+守'3Nh7iたてばI CHl 1 之内n-')芦t~，

は 'fI~尺えの生成 lこ 11 E毎"'-'7011をすがら，?守棚R:Aの

生月見t，;_(lE~"-?.) MeVわら与与が明らわにな「て

いる。

下L9.， 2から I
"f_*= 70 I1~V 付近で l~ 37α 寸

68
'2，九

友克Jlこおも¥l. 12.乙十'13Nb7互たの場合エゾ
91R.:i 

の生ポ断面籍、が犬をいこヒがイトる。 二2れは 3ワαナ

6112n-友応τの鬼4"融ぺ訟の諺ぷ存角迭を刀42fcy汐J-

/2 C.十円Nb及丸、のそれ主 y犬きけこヒヒノ(Hl; 

d. 2?'t )反応、古川cγ イオi立の犬ト，eの宇?身n:えて匙芝

毛弘、、う舎を;ttもデ、 1川、ド知られ R 事案~':..1:扮 L
ている。

FL1J・3l-:. {Jアイソマー FじG￥/OVL (04v也 utll雫

れぢれぬ外伊ん 7イソマーヒ f{lVl./"伊九 7イソ

マーの生成断晶殺)をずれ対 L"1赤-;-~ f2乙十
q~Nb 反九イのアイリマ-~じの変イじを見」るヒノ C

HI，o(2.?t-)瓦たが大芝、、 tのポ長伊玖わら起さるの f乙

対 L，(Hl，2f何)7交流、が，1、芝、、 tの稚ダ枝分、ら起

をわヒいう総計屯デル官、らの予測で設くもり月fE

~ ~与がかる. E1fち，(HIノ心?の反応‘の圧倒的む

ヱキ lレギー綾城-('Il 1 イソマ~~じt1. fcγの増加ヒ

衣L工夫主くなれ CHI，2f宇九)反んの容与が明らか

いなる E*'"" 70 t1 e ifτ:'1ゴ.fow伊ムアイソマ「の

住民街命角の増'/10のため{:ノアイリマーFじ11s.乙敢
L:減少7る.

(Hl，zp年悦)及たが，1、芝、、 tの海令殺から生島7
るヒいう特徴11ふ。-fc4~の為1t.ち旅託守 3 作
わ[二使うこ t'O>-t芝る。 37α -t6iZ'l1..瓦たl二あ‘い

1/， t L lfl1，←j_ c41b 1J ~'Â与丘するヒすればアイソ
マr 比t;t/2-(→ '1~Nb 反克;のす-1'] Z t: !'J.ir紗 Litぃヒ

悲えられる. l-IJ、 L
I ，$-支験で'(1E九 7(/H.eVか

ら (HI ， 2p lf4'l) 反応‘の者ふ左芯 1 1 イソゴ -~じの
伝下が見ちれノネ苅克η告も副ではfnv-f cJtift 
の可能?をtJ/ト~\.'弘幸九工う。

1)関誌らノ1f.2-7回放射化学討論ふノ IAII(Iげ 3入

制‘仇仏 -aa1・ノ吟股v.tJ!_ノ 72之 (177タ).

nu 

唱
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2A13 修了jレコール5毘鋳掛功、ける起プルトニウム危京の

陵イオン!i:鮮動

(原崩) 0臼田童和，篠原伸夫，岡下宏

〔緒言〕
金イ;ry後/.9.>>u.(ニよヲてタ成される超 Pct1E-柔~J:' .主点勝歯積17\~J、さく(蜘Fm:

ゲ乞 1Ĵ b f)) I 0(翁堤左j争う短痔命接種がr~多いたのーとれらの後化学的研宛亡、IJ 、
定量的信忠彦{ι考分陸の後.盈らLこd放身拍監左君j摩するニとが・蛤宇ι広る。

イ倒産之‘糊のイ色，.，，~角携糊E 五礎教じするイ 1ν失事法ほ、分権・糊lこすく・
れ，し'!7、も悲離j皐良・差主連A17r:大ぎい巳め・短半戎期段種の忽底分車庫長び(jy-

ス調整Lニ為している。

一般Lニノ水者住め有披藩集ま駿に君主知すると.金属イ x，/-'のず..r，:; JミJ費樹局への
地巷'1日Y増加する。硝政ー了)レコー Jレ~ß安和こゐ、げるR.E5 2 ，3，~) fs PU itず%陰
イヰよノ;.:義樹脂への畷着柱はノこれらの主意の担孟11挺が可舵G:Ë:.の f 第~ll十こ研究
されてき民。しがし、この糸左皇霊中自然搭下ιよる i.:;fY長嘆去に通j有し巳場合/

子1')Yアザフミヨく、気認がヲヲム内bニ寄せ庄すらなピ‘提重的身離主寸テヨ b二日間換

が.芳!--l。索活らi品、お湿(z qo・c)・加丘下で端正するニじによフて乙れ帆問題

提主解碇レ、会員在の観長がら超PuL京の陵イ Xy~礎挙動基調べ・た。

[央験方法]

院7才ン夫捜樹指息、5j":祈周MCI 合ELCA oS '( (架橋良 :iすうもノ粒径:23.5 

土4p)左使用し1=0 3れ互恵積拘o、25"m1のテフロジ〈又 Uダ'iフロ v)ナコー

プ(肉径:f.5 m町やヌtJ21'>1同φ)に恋填し、角端き石英カ‘ラスウールで固定し

て力ラA乙した。

青手陣表は，嵐酸三 l.l塩酸ヒメタノーjレの理盆岩悲左肩いた。通費芳良広木藩患と了

)!.-コーiレ金体での表度ヒしノメタ)-)レ k:J容量/~ーゼレトで‘示すように、各倉庫君主
主調裂し巳。

トl---t}ーとしてJ252Cチノ 2*CmJi び・ gキ'Am~j費用~ 12:. Q 要際の ~bO + 2.3S'u 
艮l~でf舎周す 5程度の量の A~ (キャ ν十ャーノ数m息)g，_ぴ LJ( 1-ty'I" 卜/£
数m~ )き王水で悲母子し、ぽぼ薬草乾圏 ~1三後、酸ーす jレコール堤容量喜君主に角R若呼
し、、特落承ιし巳。

島丘周ニi皐囚.t/，'、)レブ‘左用い，十フロ YI(ヌぼデfフロ;_;)十ュープ〈肉径 :2
IJ'lIYl φ) て凶 2~笹Jll J~ープまっくト Zζ に夫盈 b二議A すべ、き君主õ ll瓦入した，室奈

かス丘左利用 L"C、老iK~ '"'-'数十 )(J/ Cn2 Iニ加庄レ、，句作。乙以主の遇渚骨肉の

テフロル製舟ラムlニl喚喫ヨをす。ラ告白穆ぽ、右フフ?=-ョ J骨ド、員時加較しe9;J 

9 JL--J9板(25" tnrnφj主にま諮乾周しつつ菊下し巳。ヲ j91レ円在日、碧麟訂後

直ちに}\"ーナーて~J-'9袈:h-てば Y ースヒレ、 d扱耕民現1定し た。

'
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E
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[硝酸ーメタノーjレ翌省事蓉にゐ、げる芦PU
定京の隆イ方ンJた暴挙動 1

国 1I二、数mgのM，甘b、ら， REs~ ぴ・

起Pu1f:._魚2相亘タ離しl三場合の碧患を曲線

の119'1ι示す。仰はまっ Eく蟻1!f、

RE51走BPu;i_差の荷主芳雄仁ほ Ic.tしピ影
響しi主力、フ巳。 7ーゲ，)'卜の百日lHHω03
-qoo(o C.H30H港芳E6 nJ是也ぱ、是也す

る。 REラ良ぴ1tlア~ië.桑ほ‘原ラ各多の官L g 
いt柔桂喝着し?すく、又これらめt桑の 3 
)Js.;着色lJ:・敏の?重度Y息LI程 I Y}l-コー lレ 足

の割合f芥:fII を大きく{立 ~2九七2160+噂u

反i阜、で‘E均しE:250 Mrnのピーク ICJ、Cチの

ピー 7 の前 lニあらわれ~o ち 0 .J.J- 1二、吉司有
E刀ヲムに D鴻しE像、古011rn~若本可る

Z で分能に毒乙す ~ø寺周IJ 考~1}.J，)._ 肉で七そ「
司邑である。 Effluent ( m1 ) 

国 1.数mg.のALUfJ、ち.超高f是正
相互街融レ昆場右の遺産佐古様

51n Y 0・5MHC1-
ii RES90宅CH30H

U ー :αactivity
104山一:s activity 

-日CMl 
近川 1( __ 
G:lo_'~1 D じ工

111HNOr 
日UもCH30H

10
3 

ハ
U

ハU
ハU

T
ム

[塩酸-j1)-)レ現右若手ドおげる官Pu
t乗の陵f才 U長講挙動〕 一

この毛で'日.AL RE"5 (.JD堵しBL1F;起九五長t.:r，
メ9)-11，;0'>割合P'~ヲ宮5% S:起えうど，急動ニ E埼佐互
増すこ乙が'わかっF-..図2に.。、ヲMHdl-qo必CH30H

港理主l二百げる ffS~ひ=-t;J:pu if;.桑の港島阜商君主E末可。
(m，白川 tet{j.Ii'j司位置で¥'， (;す (Jその後港島されて L、5。
160 (=よ 5ウラν原射執荷で'IJ Fm. 1.;;T Cf ヒ(~g;、珂位
置芝、、薄商をされ正 o 1ーゲ¥yトの白日、jBPIIl ït~ よリほ
るサ lご日時住γ息く、 u(J) 1¥"シド孟ほと人ctJt7'し后い

主主強風t カうムに nß..着しτιI~"

[.J:聴〕
1) 篠東信，芳2宮回放イヒ討昔前会講ヨ題字旨集 :2A06 (lqH) 

:2) J. P. Fio.¥"iヲ etJ..) An~. CheJYl. 2生ノ107'7"('守臼〉

3) エl<Cv-kisc..hita.e.) Ta1anto. &， ~6ぢく 1163)

+ ) J. ko r"-i sc.h et a.eッ附kmchim.Ad司 [ωie.ηJ，''l7f)別.

~) J. HìY!~s 誌J..ノ TID-守る広 (/9(，2) 

(;，) L.I.Gu'5evo. etO!) Jio.d;okhimiya 12/317 C 19'13) 

町工ICorKisc.hetaQ.} TtJ(Lftt~ l.L， 1/5''7く，q併〉

ヮ“

Z
L
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税若君主lこ石げ:3isfu
t乗のクロョト7‘ラフ



2A14 

はじめ 1:

I..50L I~ よる殺Jr#fCd r 九(7I1iJ雛包3員'1え

(尿舟1下及人規) O~市川進一，鋼板微同，畑億九卸
てあ檎成人

β-4与え線よ')離れ r~ぷ安えキ良識械の核構造庁広民機構のlitltrl ，月若手旅E 交面む
する拘E史的理解1"::'考kする L期待Zれる. L ~、 l r， p'" ~ I iれらの，，_手核IJI短寺
保であるも失1=生民断萄積刀t'.1、.I<. ，モm周発l:1写勾くの困難ポ特う.この種Ol，，6ft

免を i生め~ l~ 1J:ピーム摂射し勺つ住民核E達手をめかつ輝吟)前r::冷徹t.'}る1シヲイ

ペ査機材くISOL) ポー勺 m荷伽械であ~ . 
物ら ~1 ，咋与の本械金で叙管 L r:. ょう(~原珂 7 シデ‘ム加速足きのピームライシ

のPι づ r::. IsoL i設星1"~ t..久 I~ ，才シライシ用イ Xン婦、の肉廷を行ヲた。理J

t五，ニれを同いて C~ I 8，乱， L"，等質量数 1.20ifL包の崩唆構逸らJ:~'F同住民的岳裁
の規'1えを進めて ι、る。

~殺告でtl ， l' 0 t I九 Y3ちT 'J3Nb 及λ、 l~ J:同疲れら]1)J (1):' C~閣制約村監
u費iえ午ら Fit-Mα 1，a Nb ffi..t'¥S'，.... j:リ佳仮する弘同位停のイ方ンィιιφ錐(:!ウれ

て報告する e

京放広が街来
夫政1~1 ぺてズンヲイ Y(~ て行.， r~. 可伝わち表面電離笠イ;f y婦、内 r:. ト fv

ト主義急 L， J青電純子 1::てきま射 L.ゥつ画的核種t:$-融lT=-. I;r散時 I~ ~11 る r50 L 
の諸条咋のま之え11，CsA"t'-"8o..D)与え同位体色イ才〉婦、内(:tウシト L，目的核穆t

失r::イ1ンjし/if散するこ色(::.よ ').Hヲ f-:..~離之れT:.接種 I J: Al瓜州nlAtII.-(，oltt.t.d 
Myl~ ，.. To..pe 1;' ~ Y 7・号シトし， i車時枝t.番l杭h 取逸Lrこ・ 抜身守能め碧'¥え!τIl，
侃放知停で£る h.(:ll表面静費型稜広暴を と話広グ臥の l司位体，=11似 eLi)攻弘通ト
主同い手 o -1才シHえ泉→デー 7・転進~"費~lえ→ずーヲ収集の~漫経11 :Jシヒ."02--9-
1....より白動的1:行ヲ f:..• 
1. F，..の1r'敵t剰え

/1'0骨 ftllA札跡、系(:Jt，パ入射エネ lレギ-12ftσ"-'/ I ()川げの能回(::.)1，寸?fr問
.{iI.A半m相対Jiぇ季五規叱LT-="可括的ち， 1司{入射エネlレギ-r:おいて威喝をむι之

也，各質量l'五11る庫民核殺の放射能伊吹Lr-:: 0 間後年文段~，泉本 3 If:-ム・

エネ tレfイ行い 21
Tfレ(T!ゑ=幻倉市山)"，-".2.岬Fト(T~ '" /4-.9 S~C ~勧走塁肉訟を得[-:.. r， 

ち，奉文攻，....おける噴量弁解能11約タ00 ι 等忠之れド・このよう川氏、み鮒~.. t~ 
.， f--原因IJ.， r S 0 L c1)謁 1長崎の設えF閥的核格 fJ\ ら主主く紘札作所r午 Z 此作作~ "(" 

n ~ ~ *えられる.

之.μ'Csめ身者iU-理，¥え
~~ 1" 9a Nb及んゑ1-:.ゐ n"{川むm住民 1=1;J:， A L 1 C Eコード m計t純泉l三基プ2入

射エネ lレギー/は月eV小、 Ll'iJO t1.e"V"で行ヲ f-:..イ方シ滑、11-ら以外の五菜/)1"'イ才 Y

-113-



dιL t;: l、sう約/μoTC-t‘行，九四-1(':.質量 /111::ゐtする f線スマクト lレE示

l T-:" 
V. B~rCi ら(:'.よ') ，イ(戸、ーム r練スヘ。ウト 1レ免駿から l句-:;(7)吉良核叶Xιめ!v.J

sclω 併殺管Z れわ、る@これをtI:: Þ，- )~H寄られf-:.f費量 /11でのず保久ザウトlレZ
鱗ポfLlミe その純泉 17G.IKlV(花、%_+)_70.3 UV' (私~%+)， ZZS 1<汀(花+→弘勺 169.3

~~v((括~'1:z.+)J 2S7.~ K~V((世)→与るった-r." J /けんのムv.d1之丞ザ〈特教的r"r手't¥"
l司え:1.V'¥.， ，\~ Csめ弘6えが成~.:z札Tミ。 刊，タ高生時!::.恥11る校s問イ立体〈凶ら，句ε)

め芳朱(;Jナ似， 117cmr保観唆¥1'='支捧げえうもバ"(1午がヲ T-:.• 

一念短時l司~M-嗣F滋~flf 2.U凶'-')。、えし4小、， 117csめ街吸[::イキう~何年め
ヰ薄長期を安iえL1三。そのお泉ノヰ均半減刻ω.2j:2.{ S.ec.芝有するゲ/'---7・(1クL
I~ 1， 22$'.' I ~t1，S-" 広tA" t 6 7κどr)ι31.1 土 2.t" S~ c... E有可 3アtレー 7"('214:宅
2.1'7. ，広t;....3'!'コ μγ)~\" LれれTτ.羊萩期 {t.3.2S d._ E栢す 3O線 [1111 ~Iふ
(~十) (2'帰属し，ヨ/‘ 15ιt(7)r線{1け机C.s( ちつ lτ崎易するもの乞~えられる.
3. BA. 0)イ方シiιtタ自在

BA.11)イ才 yllιr 守シ;.-~Iレl手.t.2εγ 1:.C，a . f川ユ比イて約/・之 ~V\もい・ =のこ ιl弐

&.f.イズシ4ι可る t~11 よりあいイ方シ釆超長炉、零坂Z れる~ )司向I-=-，及跳核E愛寸
止め.!完:.<モヨ長通が守ぞグ々々ーを尾忠可必要が、Jう 3. 臥問i茸体勾キ童全勺守~ .y 

4'(-ρ、加義経イオシイLll} い‘7 子~ -~ L t R~- 件.f.l)伽叫仇 e 升必れ・
í~ーがれわ }"1d. l' 93 NT及j忌系り q住民寸 3(Z{" B~ (T~兄:. I1 ・ 1 帆 i~) l:間柄，

イ才シ滑極友E支
える事1=よ?行ヲ

fむその終身ヒI Re 
!J..v-."白必脚¥_---b必
からのヨ長老ィオシ
札 111号tんピ厳芦l
Z九月五か?にe ω 

ーオ五ーがれ、ら Z103

の妻長老イ A y.((.I1 コ

主4ケ》綿糸E手え S
f-:.. 

ωω 

f
+
 

5∞ 1∞o 
CH円NNEし

Fig.1 The gar田na-rayspectrum measured for isotopes with 
93... . .. • r" •• •• 32 A=119 in the bombardment of J~Nb with 165 MeV J~S ions. え紙

1)布 )11 ら，わ7 面放射'I~撃的紗料集 I A Iヂ tl1~3)
z) V. B乱rι~ .d a.1υ トlu.d.phys. A3~3 (1182) 301ー332
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2A15 加i忠男手同iJ!_程与え1干の γ仏 doYl.- d a.Ll~h.七ers の~動

(語1シ府) 0 主義礎友好 I 判定与え組， ib肩L神一

S 緒 言: 丈気 l十代会けてはめ 3‘11よ戸崩珠lミよ?で生)¥可るラドン怯毅雄

1立者初医由巳I~よ 5 並鈎ヱキ jレギーお Eσ 語電荷主事者ぢ， いわ vt~介ァト了ト A ¥:し

て同組のきE 負冷干 k 絹互作用 ~tf ':ì. 7;，jて最終向 I~ Id-乏の一計 Id-周囲の Lアロf)レに

イヰ弟レ氷折、他エアロ 'tlレヒして杯五9'~。 損寸のラドシ積投持/J-，:，、のエうな狗躍

札奇的ボ箆'q手存 1~ 1)' 1手不ヲトアトム jじ号の線装ずう製味のiT);;. 1向殻で、あ J¥，:f' /J、

つでな(，ロ手帳|三 ι3 これう搾枚持 I~ よる将の補自量得宣之評価守主J:_('、も非常 I~ を
宇?ある. タドン f長持捧 Iとよ主 l有糾僻点差絡をは之2.__/(凡の f長手生活 τ叫みる 21J> Po (~o.A) 

(/) f '̂""--GX /j (エアロ y")レポ民?なけ仮ゐ)け怜〈ナ一後)

lこ界王く依存し I J. r~ この f -;;[ず周囲のエア ρ 'j'Jレ数等‘

の環境みc(千 1~よフて芥芝くが仁するこヒグ報告芝れて 112;ノ ;ア
今白 IJKf.)<-12れず揚子シン 7ロトロン力'D}主藤トンネ 岬↓
lレ肉のじじ革主的ヲドン非/費r高くr功、フ括管反射託I~よ 3 皇向
特量寺町晶 II~察車 1 ~ぁ、げ 3 ラドン娘蒜持( 2./3β2件 βィ :Zl'l-pj，

Iミ つ" '( ， >>国語手反)のチ/県 民 /]j内事j令、五ザ 1>::1こ筑波し

に。 t長特ι律的ネ主佐-71Jj7 ， ;平常〆~\シ 7 、 1'( 屯岡崎 iく波iえを ff

;;rzz 
R礼

なけ.-れ+のう砂'1~主主怠卑 lこっ .1 1報告する.

V8  

ζPoztMhd) 
;!Z， P7464H 

6~ 1" →がIfBiCRo.C)
I _ 列 ，q，ワ閉

;UfI. / 
Pb ' 

(RO:B) 
z6.8陣

~ '.支 草食 : 0..) すンアリシゲ}よ宏、娘私緯の拡射能1農産剥文/2 ef eγ 

PS-EP2(9ーゲ、γL室jの k3 '9ーゲ、ヲト(手HiI(，. ~グ R lfi. )の』こす約/、 5尻の

詐 取口 (;;fo ，) :L十レン菅 ，，5"0"，，.， ゆ) .d、 :j I、6m.1/えの浪止でど戸内ライン室外八専

念、 I1 r~ 生債の一主j$-e. k 年七割史!こはし 1ミ D 手作b巴て比曜の択の抑.i{_嘉毛皮，q事3を
する投手足室内あ、手 α7ト気 1::って t向4l-1亡す Y アリン 7" モ汗フ 1と。 ð丈拠能弗最~Jえ
にあ伝フて lJ議耕老年t é..斗D ペ~ 60見付i円・で約'3 0/お向，刀 lレ?一〈メシプヲン刃 iレタ

ー '17m"， 戸ノ ¥ (A):子ん比政分 ( く~)帯電~/il
;t::・7サザス、、。、;f'm)

乞孟〆して主先取は

b~ 立五~~

イ長，お-S'CA.r点目

張 (ad，'同"̂"-'"， 

~手主。様相勺で11 F2 SM2 

JV9 -~ rJ.-本

射能主15里、!乏 ft

フ干， . 退。jえ

10 0 blower ↑00  blower 

SM 1 wire mesh screen P' pump 

F 'filter (membrone) V 'opplled vol↑oge 

FL ' flow meter 

国土田 Sc-Ke.-7>'lC.'t'c P<Aγ""'" of M~，叫晶、ι叫dM t monometer 

F
h
J
V
 

1
E
A
 



I;J. 1ンn:/7‘、 Zタ修 1-::'~ 1回aの才lえi乙行1))才 Z回fllj'2-I8'p。か寸 lp現主し代 ι

ヲ o タ f長 l亡行ヲ氏 ~'J 足時間 1;;(101昔て;得うれ長計敦也内角ヰ1fiかう矢 lヤの2.18po) 
:zJLi-pる 2/4-s"，' 勾j界皮 E.l?広し託。

b) f{1..U... ~メ分の訓え: 拡散史家IJ)1に芝叶 f!V2l!.- ~今が明es~ >叫b見守f昔前

官E箱ドよフて均年工〈予除去されるこ乙乞寺'¥l'fl L I 国 1(A) 1之ネす ι う I~ ヌヂ l レ 7 ー

下2'('IJ /:き博~穆ち捕Æ レ，戸方下士で‘ 1;1千品与え々がr1J-三乏れた 3ミリのをt l診が謝募

ミ取る。 F1，戸 2 Iこ捕、jをされTとモれそれの放射能(Al， A 2) Iよ』二詑と同格a才(Z
て妙味し， 1μ私/令的管怜 IJ (A2-AI)/AZ ヒ乙吉昇志し氏。 また f館謹のず刈ι

あ~I，かのうラ亭骨~K/ir のを'Ik 1;1:図 1(s) 1てヨド 7ょう lミ σU'h.u.ぬノ」モ同 (1 てう身lえし1-::.，

SMil二 IJム川olvt..Iこぶフ'z~)走お令 trJi1!.詳 σれFイん比政令 fJ") またち M 2 I~ l;t 

企 f f\.)!λ 扱 φ かずι取(1)も I~ よフて捕l される。 ラ門 1，s'門 Z 1こi司為し宇佐萩稚の

拡都能~lた L ル co u. nt，'wí )。、ト向t!Iご帯電釦&E皐広し f-::.• 

C) 殺f主タ17: 帆esfし ρ 仏民-'Y\.-~干7... rt主渇t_ j引けて混免/る 1干のう昼~]，民主 11 っ 1ミー

事易者向|こ平手る解散渦入口，出 P61'X-rロプ、)レ教のじじく N/No)乱、正が放射能i島丸の九)
と相、est -òUtル乍しが~司教 (Ns) (i広量 11--えとし Z.) の伺f主主乞と iこ， F'，υιhS.i.t 

ドよって 1~ ~ .jLた i1lJ;伴/ご長t.f，必ずる r} ( 戸伊叫応ζ m-e~ /1..Co¥oム…)/"よ紅、今〔

炉開叫ぶι Aふ刷d似..tA."M"凡、ル左~)壬乎め I亡。

g 結 果 : トン与 iレ円の+A.U- ~l;t の事|ゐ Ið-トンネ Jレ向めエアp. 1‘jし教!こ

χミ〈依存 L'( .;J;、，) エPiJ '}、)レ較Ir/ケfJ.' )桂十ι 久/示 rη 川。'iQ) fJJ_ I手

.2Jepo 1:フ 11 '(丘)2S ~?o メ ，.lJl?t if，‘ ι-Q' Z/(i. /3イ TII 約 /ð~乙 0 メ Z" 平均L樹の

勉，) ;z. 1~ 凡 凪 Irfiもあ()。 辻氏これ~ fJU2.ι tViJη7 :5 ~宅扶ノ分の生'1/宕 l ;tノ主持ヰ主

体lユ7けて /0.....25 メ で、あ 7 K。 シlれらの良雄劣来 rJ.丈1三下ら九:1:~ ~色 t 出東
武下 lこ色、¥t1 i -(畠 2寺内[世j 史認与告とえ，)n~ 1:、あ3.11-1主〈戸草ょして‘1 ~ 0 

t長1主1程(.z.18fo )司純化や Y年:闘えから γ干:= 0、o32  f<h<. ， ~1 il'J- "0、.l5 lfI ~手-mr岬J
f'i-Ij"ウλ/予主してい百とヒガ「明己申、 iとなっ食。 な，11二乳守 1:' ;h'吋 3 訓た詩~ょ

，)芹奇心芝川 F，これ[1ト〉ヰ lレ

肉の許試長;H'tエ戸口'/')レのふ布
表 f 千μJl..Ji;._今の宅'1'告

rfqヰ=。、o1 p.Yl'¥ I .P. o~と<t，}ヌ= 0‘之5

ヒヲ r~ Iト芝" f~ 'd) i; " i.. ?れ ZIafゐAjz弘(&8)今<.(~C) エ州l厳/(/fJl~
亙。

R-zirf% IS % 16% 35'00 

~与。。。
1 ) げ， 5込み、0，y，ll<.主beJ j-宇 /1 17 

/(.，._O(， 1，向つらcit'tnt.tc，$.:me1a;; 之 3 Iえ ~6ðO{) 

主J 2.0 '1に('i'84-) ;'33 7 /。

R-3 63 乙/ i斗
戸 2f>bCJ
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2A16 加速~.ì.重転 1-::' 伴う工アロゾ‘ lレの庄点、 l之ついて

( lもエ万円 。神田征夫 近j事盛衣言下村総久注目

〔緒eJ 抑虚器周辺生長中 l之存在する放射位工 Tロヅ‘ lレの謁特性のうち，時 r::.;f主

経分布l亡関する初夏 lま.放射操作業従事着の内都板目暴宣言乎摘するよできわめて曹零

で、ある. これまて凶書lエネ 1レズ-:t句王室寺ぷ育長許庁く1<E K) I 2 C:r ... γF基矛う::...7ロトロ

::... ( PS )周辺主気中の詰射惟エアロゾ‘ Iレl立ついて椅討し I -)'欠あるいは三 7文拍手

1::'よる主主友九 1"よ勺て生成、レ民放射.，t生産主葎伺うち 3a，Mfva lまそれぞれ o、Q2.7円
J O.o.z!i' f"酬の妓イ可乎内半佐をもづ工アロソ‘ 1レk して存在レているムとを日月ら t'1亡し

た. これら向性射t陛工アロゾ‘ Jレの庄r'X.税構t亡つ叫ては興味あろ課題であ?.吃崎前

日月』亡 lま放射性工アロヅ、 lレヒ韮ロ存I玉有る持法射性工アロ、'/1レ拘言剃寺性主目月らかにす

るl対撃が‘ある.

今回，抑速器周辺住気中の工アロゾー lレの魂ti ， 批経分析旅厳イオ〉場患の ~IJdt

がよ Zぽ工了ロ、/1レを取博ぃ 1日青う宇主要1主問い 1三今..，::...パ、ー集高安定行 u、，云支身寸主主l亡よ、

τ 五回定工 7 ロソ、、 lレが注戒する斗ヒを日月らげ iユレ r~. まドサプミ 7ロ〉崎工アロゾ 1レ

1'"づいて成政イ才〉司批准令却を測定レ九.

〔臭高責〕 サ〉アリ>7" K E K / ~恥v psの時子ビー判取出し詑設向うぢ i丞

いビーム耳又~レ占を語文肉司 E P-2どP.f.1ずれるピ-i-'Iヲイ〉肉中山声、ら主主伝タ川崎は

置I-:.~lh坊取ロを言及け‘タ0... "， 手の点。"工十レ〉菅 r::. よ" E ト Z肉を ftを三副長ステ

ーション I~ 導寺試料怪気ヒレ f三.
ベトェン J¥'_義男委 アlしミ=ウム製('300舶凧 φ)(IタdD削'")C1l十工〉パーをピー内ヲイ

:.-.1二 1"'"設置し，ケェシパー肉 '-:'7昔オ主主元等入禁量 l之よ 'Jヱアロゾ・』レを令まばい3青3予

告買を事入した.

者j宝.牢制扮却の測定 渇縮技;oli!~是器 Air 

( C N C. (j''''__長業 P J<-μ I ADP)lJ..ぴ

青争電王式t
j琴字工 1業t3030) を閉 b凶、 1耗三.

成局長イオン何分析 フロロ ;1¥"1'711リー

(4主友電工. タグ'"7Il 1{> ホ・アサ 4ス"

0・8I川}上戸捕、集レ 1三エアロ、}'，レを

よ与)nH No.~ ω3/3 胤門 No.. HC.03 ~~主来

夕、 o ml 1工抽 成(超昔5厳戒沖器て 10

/7I' /'i司)し，宇宙ftpt主主イオ::...7ロマト 7

ラ 7 げイオjh7ス 門 10)1"'" J:: '11;を苅レr-::..

F相互エアロゾ Iレ訓孝副主分布司測定

ス 7リー〉型杭背丈パマデ"ーを用い，

fミ3‘11::ゑ可ように画E置して E則えした.

言~'-tサ~気〆)'¥ '7 T 'J ーを通~する日寺

Fig.1 Experimental setup for size distribution 
measurernent 

A. S: Andersen sampler D. B: diffusion battery 
F: filter M: manometer 
F.M: flow meter A.P: air pump 
EAA: electrical aerosol analyzer 

ヮ，，



エアロゾ lレ Iま病散，慣性街努事』τ よゥてス q リー ~j二 l亡戒着すゐ 7三め，バッテリー

の入口て‘九ぜあったヱアロヅル町三彊定 I~ 出ロゼ‘九1"=減少する. こ 同 時m 工アロ '/1レ

011主i島宇 P(礼/n.)1孟乙he"ffら J-=よラて Y欠式、て‘与えられている.
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Q:flow rate 

N :number of screen 
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円:viscositycoefficient of air 

入:meanfree path of gas molecular 

i辻勺て Qま1主 jまNsを変数ヒして?を E買11定する L と 1-=よゥてエアロゾ lレ純子め胡散

t手数 Dが¥ すはわぢ工了ロヅ lレ組手 m批任がrt<、められる.

〔持粟) E p-2.内住民中の工アロゾ Iレ lま，知連器運転痔止時議定台、、~ 10ウ'C~3 ~、
あ '1 • ~ 0‘01 r-.... r. ~O・ 0 与 f-trl )亡ピー 7を持寸 bト仰向lU分却を示した毛川、、

，運草~P寺)-= 1士 -0・0/川 崎 抱f!t持つ工アロ、i'，レ戸大中)-=-:t曽カロレ1三. yc.のう薫7ま17.~ 

10γJてあ') ，戸口虚暴還転 1-=よ'}サブ・ミ 7ロ〉の工アロヅ lレの桂三戒す毛斗ヒがsij

ら#ヒ 1宏、 I三.ま 1ミ.工アロゾ‘Iレを取?弘、/-0:"5青非主民主尊入レド今 z シ』ぐーをピ-

H ヲイ~ J:.. I~ 置き . c...N C てエ 7ロ チ iレ境産を測定レ I三と乙ろ，加i重嘉弘星転 1::よ '1

明 らか l三エアロザ lしの注点声。認められ1三. そのう莞斥 rt. 住民事入三友達 7‘5m/s ""l.、.

/え OOO/C);{' であ 1)• 工アロイ lしを冷荷レ 1三結果~ 0. 1. 川1~3 叫疏首長イオン声明持出

され1主. ぞら。℃今工::.-I¥.‘-)-::. $0主主;本知事入レ 1三ヒころ成政イ方〉肉増抑が主忍めら

れ1ミ. これらの結果から， 如速器品 l夏草<;I-=-A学『てせ三戸文する工アロデ lレ，.1:.，す文男す左足1':'

よヲてを監中由 S02. T、、局厳1-::菌室4ヒされ，府し脅i_1o氷農民町内官相枝l主哉、)-=-よヲて J主成

レ1三五託画ま工アロヅ lレゼある

ヒ芳えられる.

運転日寺'"E. p-之内主事ミキ
のす 7、、ミ?ロ〉ヱアロソ、 lレ

の政厳イオ〉叫米財杢今井Fを

3J!'Jえレf-=-. ス?・I-"/型棋

昔'i...，，， '1子 1)-屯用い""Z4専ら
れ 1三結果を下a、3・え I三五す /J....，

E記萌主主7ロゾ、 Iレの欺、{可.ij!t勺

半I圭)T ~ 0‘04  r-帆ヒ県わ

オペーる

1.0 
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口
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五
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N山nberof Screens I N 5 

Fig.2 Penetration of sulfate aerosol particles through the 

screen-type diffusion battery at 14 l/rnin. 
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2A17 )くEfくf2GeγPSピーかうイン国主L主要L中の諒射J注

工アロゾJレ(3) 
(為エ研) 0村文字ス主D，混職安波野 p 神田征夫 I il包硬伸一

[系者言] 填着ら Iel=ユれまであエネ lレギ-JlU、-.1.砦眉迅空莞中に主月えする方支前位工

71コゾ/レの動集κ ついて吉岡べ、て~ ]:G . その):jJ(，)究め言者失ずE白う旬、に r正フ Z主。札 2J

@ピームうイシ l習i11室長lゃに存{I.ずる抜身什宝按埠lず宰えず-'/'J!あト‘!宮ニ/j2，ifuエネ

ルギ d 秒テによフて方支身ずイピされ bニと/::J.ヲてま減している。②ま巧している京別

位機重，;;1:、 ~H ， 7Be，It"， (jN， 150ノ，rF，2M，MJVa，引18J jケ U"co.， :1たj_， 4Jk，

dfTc，drγノ止乍クn，I草刈η 草ちわ 1)核砂砕孟正義、開(，s?)þ~ iであ会乞若え 9れる。③

主原 lt之放射tii安埠J言、 一郎主務いて IJぎの )J乙んぶが工アロソツレイιι、空売 lヂに

湾Eレて μ ゐ。@放射位エア UゾJレ法定1;t:，'-ふ f在度，室内湿度，湿度草に依存し

てL'9 ょう?める。③~<2.，章宏 2加えのが身F仕ヱアロゾ、)/.，.のがj主 /j;:<.問リ足b、う、手

均給?主lμ、02"'-0・o3;un.(" ~j可判官事 lト

準帰差(;''''10-)1言よ、よそ 0・3であるo@非 U.s 12B 

古井r出工 7lJY、Jレlぷ手Z字数j主力。、^-O・0竹
l二ピーフ Eιっ分寺乙し τゎ、リ、 またilElさ 0・Gfー…

紋l立b抑凡 onð号 1-:'1;~，5教μ増犬し bQQl'>t off a: 

持J.'/ 2が7まま度多〈、 fO
S

^-， 10'餌んf"("it'J-T.，

挽l持以どのよクヅ知芝に基ずいて、空~
1十に.fi.托する#才支見下位エ 7lJソ、-)レど校長

iIC‘P主」号、げが身7ノ住初動付着 E主尋が A 

側面 ιL-v.:1:.e互JpJ者主主して、 jヲ'1=性工

70ゾ‘ノレが!i.長してゆ<JfJ.桂lニ小、て権 4 0 6  

言ずL兄。本央、較の行ザれれ1之E.P-2トニネJし z oa 

j京援金ば辱!i['1入ソ進ヲ E袴雑γよ系であ

リ、得られた測定結呆が付着Jj読で説明 uι  

てゆぎるすどうか、炉室長をi:ぃ τ乙。

[ jを 駿] tr貯ノはエ ]Dゾ、 Jしの知包/-jj

tf;の努j疋}念、平 1子科Jヌ~説教まる (diffus，'o'l1. 
bct市ヴノ fXB片岡いた、基喪主忽彬れよ 7 さ

?三。放射侍エアロソりしと ιて存在可;)t:fd a: 

浬正メンプラン万 Jレターよ I:!..f申、某し、P.G.e 

放出先長て、、 r鐸Z現IJ足し及。詳しい子1'1要1;):'

前幸良でポベ‘民とおリである e たがレタ回

特られ伝:L~曲線rJ:最，)、白索法引再ぃ μ

つ号、ッティ Lブ1掛下(，$'AL$コード)1乞CJ-')来め

た。
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Con.de.内sC/.t'oハパIu.c.u..iα以内在r-( C}VC)をー方、作京都他工 7 口、ノ、、lしのまま性検布 l~ 、

D13κつづい-C"号IJ定し及。
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E結果広、d-[>'，/雪渓]

ま立Hタ布の刻)I結果E39e，2加え23tTκ ついて、左週間ノ様efir. 1に、 そのタtr
j調教を rir，2 I二ネし及。ま克、 CNC乞周レ1て2別注したqp方Z身干性エ 7tlソコ/_...o タキ
)調書丈~fì千・ 2 1:'あわてιて禾 L氏。 内・ 2戸禾 3れるように放卵性エアロソツしの位

径 lτ~Fì支持ず惇のぎれよリ呑 jく♂ぃ才 I=- 令Jiþ してい 17~ ιfわt 告。之の事失ま、主弘色J
句ふ J Jな勾核f槽重が

Iげアる付J着香4ぽ季紋乏4便英アて持可知，t生エアロプルグ-i'p骨、う放射性:r:7Dゾ Jレゲ予主ギめる

ふと之裁均七と。京都t主工アロゾ、 lレ9粒悼ウテtfl荷造江主 A(i)ノ非1坊叶苫工アロソ、、 jレのぞ

れ乞 N('r) ヒする ι ムれうユフ巧少年商老丈以{す者保較tO")l冷して ACr)に:p(η N(r)

Tt 9. )郎先 lつめる e よニで l宥いを ~(r)11 ‘ Jl/a1五円$0円 JU 、よひ‘ん.aSS <2.V1 o.l1a1 Rttu '1-) .， v..cJ 

フて尋がれ民式d ソ計算した・ 予尽され 3古文財柚工 7ロソ汁しの粒う主タマ(服弗)

ち失効j骨、ら時られ下乙ιの〈央線)と.1j:比 '13~ に小、て示 L V-. .(Pケ 3) i.1j~1吋土
H" Jj;骸ともに がい下乞い一号 LZ.い 3ニιが山台、ふ ょぬふと令、ら、放及JむP主

fX L 'V-枚折田技法 r(è!.~ ~袴維が:革本主 1'1平日~ rJと二ろが字い》が夕、最終的に 0・o2JT

〆m の平均弛佳之ιっエ 7ロソ、、jし¢豆長レtゆ〈の i耳、持拡知世工?白、ノ勺レへの{寸

着に伊ると才齢別ざれ又，

1.0 0.01 0.1 

RADIUS (MICRON METER) 

Fig.3 The 10g目 norma1distribution 

of 7Be aeroso1. - exp. 

ー圃--ca1c. 

0.01 
0.001 1.日

0.01 
0日01

[文献]
f) 立高是ノ溝手貴ノうすμ回京都イピ参言持命会易邑某 (f '(? 2)ノ21<107 

iI藤，tttt.ノ神白ノ-;r27回却費t1ピ孝吉:J%告:，主要旨集(げg3)ノ 2Afq 2) 

G. L. Natanson， J. Tech. Phys. 30， 573 (1978) 

L. Lassen and G. L. Rau， Z. Phys. 160， 504 (1960) 
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2A18 
l's/yイオンを泊1，1f..抜!lA刊によ3金水素句者庵度定量

(雄創)IJ必i亀乎)0株茂樹，発〈尚生J織委指
針崎正J女勢集定Jig努1-1:J)矢係升札~)ゆJ宅金さ

(~ ) 
咋与伺結論去 U)でl弘主'(_lて IfN'イえ ν土同η た央危殺及j包 11-/Cf Aうr::J.n叱

(んr.ーμ対的v)iJl前1た1鈎<fdi;l久美、今深浅タキ(i:..つけて その実般
討汰ゼ絞系につりぺ 円<---フか，，~Jt苓 iデ〈殺告 1 た。 その際Ie.t/タL12帆九.;)¥'陶-
Vィメン1:.~ ") )lt!.共かめKaOJ9t fJ..j、ずか衰の測定{えを通風でをも-z.'(.色刷

¥ ft_. tt¥し)~A安反応 l~. :l-H CI!V， f i'') 16Aj (i丘'"1. /3 ，J'e.c_) '{. 2H ( けんう制η I~O
でおり‘'HCろ+う払4)'2.(; 1斗玉姫永案のえをの℃をめよ )1之深守街キ勺;~~史阜で 3
色、inγ 争点jをか、な ~rるお及Jz.え童十き 3 こ ωl崎灯、フ氏。
〈実看支〕

白安室長l午理稲妻イ升ンリニアッフモ竹し1・更の被疹l制下斗のすす縞!.句守4ad長l')(乙

考りて事 3 例 t..(~ ぜ叫℃でおも。 r請にの放出 i亡比 B 品 O~/ 少しーデーを{7 た
た け〆イオンのエキ /ιギ~l急くすも'(. (鼻水素桂三量の梶原Lを上w苅;tを述)
ぬ13的V州、守性十品い誕生LてY線:到えの均専℃字もので， J{ Iιス攻抑制'11亡与
'). (}'\_~ r匂ノ日畿でt行っ先。
く終え〕

Li) 励他聞揚し

女焼、(1:..針仁義ι定量す 3場)，;fIt_ r;t._ 
2-H c_，.上/1('， P y) 16/11 '(_ "'-H C'~ν'，tYL{' ) /( ()の

及lた陶定員勾励起i微か怖はず3〉 2 l 

切/イヌtン勾2二ネlιfーか lチ土門εv .~ 
以よ('-主主℃之H(ぱ)./，c).， fJ1.__Y) 12.t.の せ

れネlけ的鰻:.JK発起多量叫 r i D 1 

4. 仰的〆の γ~庁、仰ので実~
ムl生その伐のエネlしギ「免で良ν)。

2，.， 15.. ... • 16 H (~~N ，ny) ~OO 

:ih 
2"，15.. ~...16.. 1" H (~"N ，py)"'N 

l 

敬広セ~) rdlのう士、{./3 11. /乙 inz 
Mιγ のphvto~fu~. I色そのおCムyι_ u ~'~F 

0.1 

pばで信めぺ断盆績の差'1えに¥-J::骨
足~~-i-判。 ど/久メフ寸々の
，6ゲめれCI-.，絡ギ1(乙与リ 1ν y____160 

m生以断3量殺を封尋 l九 偽J';{¥_た
Aa対的@鎮め励起韻致a右餌l--c力:す。
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Excitation functions for 
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(iiJ釘く季、の急処危た量こ
組I~I主歓ゑゆ水創始

('--~よだ均噴( ~-~ì: H (θ) )の
けゲイオン王監射 I~ι3 代表的な r~~
ス付7トlレをふLぺ古うふ 歯か工
三r)Jl'~、も与うに. {. 13 '( 1. 12 t1~ V 

ピ-1か私く1-色町角ゑ毛色:'-¥7 c:.. Y.ー

かj'. "Ç-~J、の川県J~，~かJ 金ぶ素
ま定量れ。 慨にその続糸の

例oz、す。 大量I~象水j撃を匂も
fJ. -~i: H lD)で11-.ラザつ穴 r

ド前方及鋭:去にふも銭系じはん/イ
オシ 1'-ι~A愛及t~~ゑビ ð)-'i，文l会長V).Typica1 gamma-ray spectra i吋 lcedby 15N 

lJ5、 Lωげ. ラザフメrki去:1.昨 in the a-Si:H(D) 

校出娩気で~") 10 グ C~3料b 金Aにす~b'-究室できべ同 ð. 乙札Jの金p枚看E

i色合ι三菱1--PF訓ぐ串 V. 非需にi為感怠であ3 こ℃か舟語、~. どF ム強.it手
測史今月tの脅え長1之ヱリ /07)rfb オr ナrの生えく案可た量þ\‘可能 I't.与う℃港庁7引~ . 

綾j犠の代リ i乙皇太j協定量すもいうの比 L)く「品、ゆでメリヲトメ}-加。

執すはた量す3モれ発IL_夫室崎重L討も匂繍(二めす格的ふれ
か針教に広三うけった叫ぴr1.1J'1幻織広のり句史愛川免れわ。 弘

之の究室去を明りA¥ぽ.ゑ水案をアクチィ lでヌlレ・トレt サー℃して用VI ~ *童同
組免(葛城重u'K実的司イ排交換軌讐宅金生〉か可能℃わ. 特民 会後
をあ底f!Jこ先輩す 3ナ法メャ.之れ主でをうまリ私立しか1}-)._よ.こ札語、J'I主急毒悼を

増 L べく 3 宅01'(_ 絡が札~.

.1 O~ 
-4.10 

HDH(1310A) 

676 A 

193 A 

94A 

，~ 吉司

CHANNEl肘U門BER

15 
Deuterium Contents Measured by ~~N四NRA and Rutherford Recoi1 Methods 

Samp1e 
15 

N-NRA Rutherford 

a-Si:H(DHD) (730A) 

a-Si:H(HDH) (1310A) 

21 
(2.23 + 0.13) x 10 

21 
(1.35 + 0.07) x 10 

19 
(2.17 + 0.04) x 10 

18 
(7.8 + 0.2 ) x 10 

21 
2.16 x 10 

21 
1. 35 x 10 

)
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(1) 滅寸、:努z-ワ，3 ~女角化きL 対露仏{2.A 0守) /守i3 . 10. l.z..吉&，)

(2) N.A.Bostron， E.L.Hudspeth， and工.L.Morgan : Phys. Rev. 10互 (1957) 1545. 

(3) J.L.Wei1 and K.W.Jones : Phys. rev. 112 (1958) 1975. 
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2A19 ヲザ'1-1-ド前方散乱の水草色守新への京、用(耳)

(理研・日犬支援で小結電子株)永特J前佳子荒々 子美智、林茂樹

、野崎正、交野会夜、芳野工刀、久保#収:*:J¥合同支?

に序〕
重イつ才>'i.用¥.¥壬ヲザ7万戸ド散乱|二よる調停裳泊考啓l平め7に考案の祈iごつ l'1.1司

、すei二萩告 L1= ~2) 今凪|在、この方法 lニ寸る水素内相祈イ毒 ι 言典的方法に去る
骨折i患の庇厳， J!J:v，'語紙笈Jj設.1]"ラス中の微量久奈のを量 1こつ¥¥ -z.雄事守し官。
E表覇空〕
官室イプ才〉の照射lこ|在、提痢リユア γクZ般用し

?と s 時ぃ1-紘手IJ伊Ay-(，___可oH毛γ) で為1)、iA
館、多段差ヲ0-ちO仇A(:'， [0 切併室慢の規.~た的
なっ 1と。記11二議f)包装置を二守、可。被栴lJ:1札教香し
織内 Jtl/~ ピー入制1;::."-ムヒ討してちO() の飼育(1こ置
さ、夏樹i水素IJヲゲ内体置の君愛也君5くDj.)i.用t¥

、C、0，$(.，~事の重イ才〉記附去すヲ 1と劫の At
吸収叙(_l3 IVUJ，メλ相)'i樽入しZ策1)但しに同等
に、 41"の位置の検出器(D2)乞嗣¥，12語陳氏

抑3ーの場j更により‘ピーム量内包ユターをこ行なっ
1三。

(1也内フ|ぇ黍の1オミ去ιめじζ鞍3
オド3区域ラえであるヲず71-ド前方散乱若，(RFR) 

!こよ')水素量主規定しT:執料につい之、古ヰ性的tr:
有f稜兎内 ~tß抽出法 (νF: Vo..c.u州千I-¥sioれ〕及困1. 1塑敬装置
t片潤伝算定測定気CHC:版社 ζoV¥dl.tctiviり)1こよ

表 1 、 R下実名(づザ111~ ド前芳育学乱)丘~Hc世相(朝伝魯笈刻恒三若)
l二寺る 7τlレ7rス三リコ〉中の?に季生

Samp1e No. Thickness RFR* HC** Ratio 

(A) (atoms/cm
2
) (atoms/cm

2
J 

59-1-18-2 10650 7.48 x 10
17 

7.38 x 10
17 

0.987 

59-1-18-1 8300 5.59 x 10
17 

5.90 x 10
17 

1. 06 

59-1-19-2 6720 4.24 x 10
17 

5.11 x 10
17 

1. 21 

59-1-19-1 6500 3.75 x 10
17 

4.40 x 10
17 

1.17 

59-1-19-3 3100 2.37 x 10
17 

2.67 x 10
17 

1.工3

59-1-19-4 2700 1.82 x 10
17 

1.89 x 10
17 

1. 04 
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¥ )、水素量を規1)1定し1:街罪主義 1)21こ示す.HCふがγFの1二診ののf富It， I D ̂'I.t 
私見肉で R 下 R 円値 L一致オるず、令官:2-0μ~~設{釘事をなる七の七あふと
れらの方:;t，元fl.l.1ニつい Z‘結度o._if再規住!こっ¥¥-z. J愛会r~jídウニヒじむリ • RFR 
|ニ去る }I<.:~量M紋守信表1)史去を雄立するこ印%、さるヒ/思的れる。

-t.2. 12千三官K(，1'7 if -ド、前方散乱)lJ_1/νf鼻(真担描出悲)

によるアτlしブァスぅリ)->叩内水義量

(~控柏也弘は東主額約丈d、複層、氏 I~ J..るイ邑)
Samp1e No. Thickn巴55 RFR* VF** Ratio 

(A) (at.毛) (at.も)

59-1-18-2 10650 14.7 13.0 0.887 

58-9-19-2 8950 16.9 16.2 0.959 

59-1-18-1 8300 14.1 13.7 0.969 

59-1-19-2 6720 13.4 14.4 1. 08 

59-1-19-1 6500 12.4 工4.0 1.13 

58-9-19-1 5260 15.7 17.4 1.11 

58-9-09-1 5100 14.4 11. 7 0.813 

59-1-19-3 3100 15.8 16.7 1. 06 

59-1-19-4 2700 14.1 15.9 1.13 

〔語紙援活要ザヲス中め7K素のう7利n
右~i1\ヲス l~、光燐朔惟ず優牝Z ¥ ¥るめZ輪、税d母国的め主A今、犬%めるいは
穆4 内人工的!こイ~~され2三七内 f吊1\うれるず、設がな光身極的特陸ま得る為ド 1;1、
不純物ず少な¥¥三 'L1)三共和吻-?'L. ::n，vz. ¥ ¥ ?。町フし1三雄物併でも、料、勺

φ祈|立彪事史的弱講生であ71三。今回刻庖し害訴料は表31ニ示しt天保i}iA‘人工のヌう
裳イアアスラ試制で、支縦値のが~:う気料(E:S J rR) 0 x )のうち.工R以外fJ3/t併
に設¥γ事立をすiし払工E弘吐巧イιηZ試料(_Art， ) No..t. )の水素量|在、¥¥了れ毛
ヲt¥./4 wt rf VV\である。こ内優ず、規在宇で ~~fRう去によリ1費出ざ1lLJ:-J量， J、0)71え
季量で1りる廿¥す「敬語のみムから秀えれば、ミ0)l/tv衣Pちθ，1wt PPV>1 (2 ot ppめ往
1夏以下内71<:鵠の校側、可能切る明紛れる。とれZ酌める主的lごlす施
?にゑ(トラ川01)&d-D町/伽12-)かラの今1主的L等|こよるJ¥、γクゲフヤ〉ド、Z見忽持、
..ず併ので\読書t震7ィ替え等7k:~量内向いじβ灼れる物質例い世組金1を縛守
¥_ L ¥¥う。

奈ち、~絶最右要ザヲエ中の水素量(横断耳目浮石宴硝与制!ニ会る)
作名義量l止[， (:，7#同の彦丹内1手均値1

Samp1e Hydrog巴n Content女 Surface HYc1rogen ref. 

(at.ppm) (wt.ppm) (x10
15 

atom5/cm
2
) (wt.ppm) 

ES 1870 + 70 94 + 3 90 - 130 

工R 79 + 5 4.0 + 0.2 3.2 + 0.2 0.2 - 0.6 

ox 330 + 20 16 + 1 5.0 + 0.3 10 30 

A工t. 75 + 13 3.7 + 0.7 4.6 + 0.5 

Nat. 70 + 21 3.5 + 1.0 3.1 + 0.7 

1) 7K宥位 .12&函語新イ備司輪金 (1182) 司納杷 -;'21ワ図説財φ封鳴さえく1183)
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2A20 
争イオン Tロープラザ 7t -ド後方散告しの

シリコンオー 3ッ7系竹祈へのた用

1也田和ラ官、伊藤(言えX 相lU空想末、森所持↑、吹野合実丹野市

永丹尚生林、荒谷美智、野崎正(王宮町、 日本曹界、日大文理料)

はじめ 1:。 シリコシヂパ、イスの骨格形減方北 kし7.IJ、品粗吹付 1]等で坦つ以

れ面へ 金高t菜着し、熱処理する:ヒで形成子れる場合が乃ぇ、でフれシリコ γ

ー金属薄:月実存の拘噴朴布状誌を b るのが困灘であっ t~ 。うリコ γ -'1" I~' イ入の製逸 1:

がいて、体不純物議/費の L リコ γ 基板 1; す， μt~岡弘主ヒる方迭として、ゲ警の誌を
舎でAu!ぅリコシ L 1:付着ウゼ、熱処理主行え IJ"otぃ争力て経月食的にやられて いる，

ごれ は熱処理 t行うミヒ 1:Jリ、 sTがシリコ?中 1:不純物 k してドー 7
Q フ状、 if純

物議烹がよるため、オーf>，干す同虫の形成が可能になる k 推~~，) ~ハている.

特IJ.IJ、金1I t子うず 7 才 d ド作方散さL5主力可、るら粕明付 11tiJでJ 、上込め尽の解

析 1-:'有財ヒ背え烹目安1¥'tヮヘ.可の結果、うリコシJ:_1: 1!a看 Lf: Au( Sh)芽眼の棋

処理前牧のえぺ 7 ト lしを観事す七~ 1:: 1: J 1)、保岳の場会ヒ同1革lてラ 1)コン中での

Au、sbの叶布状能，-対する崎報 1i号られも¥ ¥::ってやlっfのl、、宇&もする。 天安号化 IJ

1"柑手方又年tiヒ小村の手、、，ヲー 1問い争事 1:

J 1) ttっR。

実験

事l表IJ、本什祈 1:用いれサンア lしの/

輩、 及びす文字「化庁子祈|て JるAu‘sbの介;tI十l直

1芹す。 下旬R捨てψIJヂべ(スへのた閉 t号

亀1，'Si.主にTi芽挟 t寄手じ'仏力口称、蒸着

l r~ もの 1: 、 Sþ~ 少曹合有 L f: Au々し v ト

を閉じ t(¥:m~口需) 1:てまF続妻、看し、 Au(Sb)
薄膜を形式 Lr~. 熱処理は NZTJ"、スをうたしれ
堵状、けを使用し ftp 後方散乱スぺ 7トlしIJ‘

約50出V の 40A~~十 t 入射粗 3 ヒして用 γ 、

図 1cηJ うは実、検エ装置を用い測定し r.
(ビ d 仏力しント数nA、ビ F ムスポ、ソト

15 m m.'P 、~~伐叶閉 10分"， l 時間)

結果及び方課

1、 図21手、サン 7Q
)レNo、3、4、5の後

方散さしえぺ 7トlしである. スハ"'7ト)し J1) 

;t< &'l r: Au (Sb)芳殺の/号フ lJ73nmで放射 図 1

化枠本~よ 1) ギめ R 値 72nm ヒ J l、 J 較を

苛、す. No、41:""(パ lレ7tシリコンヒイ反定1るk熱処理 1:J 1) Au力「約 750れm拡

散し Tいる;ヒ 1:なる。又ピー 7のAuの滞茂 kし"(IJ l2x lOZ2αtoms/cm3 でーあるe

「

Dワレ



Auの含有号の高 L、表面屠 t井由貿処理及

tメ、王7k処理 1:Jっ?除去す七七 No.5 
I ~汀、 1 c1う I:AutSbのスペ 7トルがみ十

離して親孝?れれ。

2 図3I~ No5のスぺ 7トILJ1)計算
1: J勺?ポめれシ')コ〉中のAlJ、Sbの

釆ウ方向のう恵賓待1r1汗す. ぅ罪♂方向

I ~約 600nm 広がづ?お 1) 、 AU I1>~黒~
11ヒ・-7値で 1J X 10

20 
atoms/ιm3、SOl1

2，3 x 1UQ o.toms!c m.3 て志る。 Sb ，~づい
"( IJ オ e ム f~触 1'{寄るの 1: 必 f な 5x

10'8αtom5!ιm.3以ょの 7設定 R~t或tし7

430nmある:ヒがや!っ f-:.Q t~ t~" L、

321要位置い入り不純物ヒし 7有効 U窒

¥ :つじてほ空 1;玲討が‘.J_苛である。

以よめ禅 1:従来、現卑'cL "( ¥::らえ

ら.r("( ¥、 Rオ戸 A 持触が、れAコ以る 1手
手首ぜ守ィオシ 1用いるろザフ才'ド後

方散乱:色 lてJ ，)、?悪妻小kj1めデ-<;戸

ι 'J "(僻新可能ヒなつれ 。 λ、必粒"f;.

付 IJめようは物珂的 1:粗 3止¥r面で、 M 仁

I "( t;、韓 1:異年な挙動 E可、1"" kな 2 
。

く反 7たが進んでいる， ¥::がわかっ fミ@
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照不いぶ Z持#お案主 F主Itl a::~ 71<自主¥:t ~イ〈弁え時(手ヒんピ定勺 1 ぃ写 A‘「た@
支えEf?を1えnLT/ え料水海主点f寺ιL s 川乱凡下宗左京/す k 可い 1ゲ、渇守7I<t衆

/荷水 Llt/iじ、‘土台17k賀町ゑ京1-;大ミヘ弐月1Kず1主J キ覚f干A<'ド行をわれ¥メb溶ii
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世下 7KGIイi t言t入t.....、、丸山本 1'-βFl'i ~・引いi 湾い1< 0) ']¥( {賞(t，刊段

通11如l剤、トユ It本iF的言語I)/tl手kん ι‘読めもれてスし τ却す必下κ司 ')k質k料類、
側、l-1.ぃ声。

ゑえ(>.>英/守 7川殺を湾存命議え主示レ<.¥¥τ。微を料公 lこ「、、司 l手，九何*.質

的i特色左岸E滞lわよすミこ'1:.Itγ 主写ぃメ-，丸町季詩的議/何ぜん I~ 比較吋ポミぃ。

Tab1e 1. 35・Ji5 7町内主 h\~' ( 削~I.R ) Tab1e 2. 河ß'K尚北i雷同合 (.J^ ~U) 
~ies Sengari Res. Groundwaters Species 

E.R. 79.0土l3.4 83 NH.-N 292土 228 Ba 15 
Ca 7.0土1.2 5.9 N04-N B 土 6 Rb 2.0 
Mg 1.1 土 0.2 0.8 i'2 4.5土1.8 As 0.7 
Na 5.2土 0.9 7.6 Sr 55土 12 La 0.4 
E 1.1 土 0.3 1.2 Fe 49 + 26 V 0.3 

~?~3 22.5土 5.9 23 Mn 26土 24 C主 0.3 

S工02 12.4 士 3.0 20 Cu 6.5土 2.5 c。 0.2 
C1 5.3 土1.9 5.4 Zn 13 土 5 Cs 0.01 

5.5 + 2.0 5.9 A1 90 Sc 0.01 
CO 1.7土1.4 1.1 Br 22 Sb 0.06 
N0

3
-N 1.8 土1.7
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2802 
2釘青物中の微量元来 9放射f七分析

(近毛布大・哩エ)0会田回全p~ 山i暗号子矢 33証金者干し品川奏会
(近哉犬・滋養) 金事'匝f言

1.5P岸堆積物中の今栓 9被量肉、令3乙芳 9錯五dトヰPJJ' 人指先主~I:: 沿寸る ?k 噴 it
--lb今時向的i量化 2招提するため J 言らFミ廷で与成分今同時Jt圭b¥守自主な方法のーっと

して放射ib分ヰtr弓通用 E拭斗r之.

立与 it令静能 9半導体校去来とコンヒ〉ーヲ!こよきすよータ静才rv.金主併用す 3ヰ安

泰的放射化づテポn去lこよう J ヰ幸々 今主夫、料中 9微量常令jもう幸ヲ非被索令材ラまがヲ活用すれJ

与く今成令 l亡づ II "( l"l忠商長定昔前可能(::.勾フ τ宇r，-. しが1--， ~トリフ 7 スヲキ主
稚伝言夫、科|こつ川マ J 会で lここ勾す法正車用す 3 ことはでぎない。

ヲ害者ら|苫放射fヒ前面持前大きく J レ昔、も今くのガ‘ンマ保 E吠2じする希主主員尤芳為、

主仏“スカンジラム Eイセ尤-tがら ~b 苧的 lて令雑すること lこょに 'Í~年入ぺフト}レヲ解

干trc)き易 lこレJ 令祈精jまE向上才せ品ふと E桧討レ↑ヒ。令才fr椅j量l乙ヲいて loJ命?

今令ポri.車9比較J 主主荷物中今敬語丸寄 l亡つ 11 て9イ也分析T去との比牧乏拭斗 T::.，

さらにJ 大技場予詐取レた手=民主主持物9"'~多元素 9 部主合ヤと ~b 零的少g'l本辞法
主用い品堆清扮構内向1iへ今倣垂:t宋今令部主放射化令ヰ可法と康予屯光捻 J 1)ぃ乞

×待令杵法など'E.iキ用レなhヤタ令干trレJ ユIbPb法子舟|えレ7三I食椅与ィそがう今元芳ラ

書持今時間¥Iv'iib z)芋動 E推免レ k

.lI，.ID. (_i) スカンジフム E・;;1A'‘キ土類えJ1:~イせ尤言葉阜、う主主択的 1'-分散す 3 ためら

フッイヒ物坑民法王牧討レ!三.そ 9 詩作法ヲ概略I~ つ?勾ょう{-'あヲ氏。すひわ 1

~6SC t 合革、港東 1:: 担体とレで LQ:~十 10 刷~ ~加之，下畠厳とコド E 加えで厳3員長主主間帯レ了

全容t.20nJとする.ょう t本来£是非んかきす¥!:'lJ. t¥'ぅ2% Na.2， S，iん本来 Ii品々 と

拍之上〉令室1'f主ノ北殿el主同令離す.3. 乙今 iニ差 *-.1こつ川て I~ 上品5先陣キキイ下 E 緯返

す。 それそれ勺うE肢は偽和ij-.ク眠落来 1-rJ主加4τ 畑違J 守ういう最碍厳↑骨Jt則之

て加悲惨降す上北厳名、よ伏主う登来今それ子れの放射能3まjま比b、うう与式辛 E車、め長。

こ今場令J 落5長今厳?農jまポ 0，5-v/.O N '3 乾聞で l主要 1枝市 9う先厳操作子スカレジク

ム今げだか突 北九導 2枝市今北j鼓干豊作予定壱的 l二令樟捕、美子手上 しがし賎議長

虫、高く Fよる lこ徒ヲでうれ克牟wぬ下レ了乙。 手Rえ壱的は宍坑年 E{号事 Rめl二加与るケ

イフフイじナトリラム量 lま2% N~2. '5;.' T1t.海来 2.nJ子十会 7・田あフ「こ IS';?Etιlこっ 11 才も

この義主主余件下でえ主的なうを活辛tr1号うれた。

本法 Eぅ官涛堆干毒物J ある c¥ I才他今全武榛ヰ哉、料!と車問す主地合 l乙IJJ 今一量号ナト

リラムイオン前央J与す~ F:.J.うが J スカンジクム J づ存主主島尤葦今え金約問収lこはおも

く戒厳持作 E\~，わ込す岐阜Fあふ こ今井な喝令 iこ¥1:J 予め'F2tτ f"， 11 LO:i' t守主体

として水酸化物北肢として少佐竹そ 9 水陵先物北殿 c1 N 'J塩眠 lζ会構レRa，

本法王通用すればJ .2白雪北随時作て..え金的 lこヲモi7L.， 回吹下手仁

(II) 本堤厳法主併用する放射fヒ分析去で・ J~-1 (キ今 j主尤宗主令祈レ作結果E京f

，';:芋レ I三。 JP G..ノセリヴムノ斗ーロピアム J テ tレピフムノイフテ lレピフム J ルテ

子トラム 1'"つけて lす鞍舎者!とよ 7ふり 7令祈f主1::'A)J¥-晃られる Pノ本主 l芋スハ;;IトBν
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解干tr弘容易で.~ ')) 安用今ヰfj-¥こ弔劫 lヰ1)用手・きる。

ざら|亡なJ岸工食肴干争中 表 1 A山

今ア lレぞユワム J マン

カ、、ンJ 室長)J Pムノ I レ

ピジクム含圭正放射化

令本tr悲)~与 Dg. ;t法ノ

It いえ X 株ノ公有t暑で巴 ì~1

えし J それぞ・>R勺 T~主

下京め l三分杵値比 Eそ

れぞれ今尤寒!こっ H マ
示、今 R待"*1老2[::キ

レTこ。

づトヰ町堵J 元案 lζ ょっ

で分材i宜1--.3皇l苫あ 3官、.

字放射jヒ令祈法 Id..ill-~毛

l苛慢な庄で量法とレで寸

分食用合祈 l己主用予、ぎ

ると彦主 4れ占‘。iり与IO?b法子堆椅

J千代 E刺;えすれた丈及

率柱状喰浦吻言者料 lとイb

苧的分利率解法芝£吊

Concentration (ppm) 

Element 
This work 5. V. H K戸 l K-2 

Fe 1.53士 0.05(%) 1.52 1.47 1.59土 0.05 1.5 :t 0.1 
C， 41.2 :!: 5.4 53 56 69.7土20
Co 4.11士 0.02 6.4 3.9 3.05土 0.3 3.8士 0.1
Rb 183 士16 181 192 士15 180 土10
C， 10.7 :!: 0.5 10 6.3 10.3士 0.5 9.0士 0.8
5c ι45土 0.21 6.5 6.4 6.54土 0.80 5.9土 0.4
La 22.4士1.3 22 21.5 22.1土 0.7 24 土 1
Ce 53.0士2.'; 43 40 55 士6 56 土 2
5m 4.55土 0.05 4.6 5.4 5.6 :!: 0.4 4.2士 0.3
Eu 0.81土 0.09 0.69 0.9 0.46土 0.03 0.72:1: 0.05 
Tb 2.5士 0.18 0.63 0.68士 0.10
Yb 1.88土 0.08 1.5 2.0 3.08土 0.4 2.1土 0.2
Lu 0.45土 0.03 0.23 0.44 0.64土 0.08 0.44士 0.06

S.V. Standard va1ue (geo1ogica1 survey of Japan， 1983) 

表 2

E1ement N.A./A.A N.A./F.X. 

A1 (も) (n=10) 1. 06 

Mn (宅) (n=8) 0.92 1. 08 

Fe (宅) (n=8) 1. 02 1. 03 

Cr (ppm) (n=8) 0.95 

Rb (ppm) (n=8) 0.97 

レR喝令今一伝11ヒレ Tヌカンジクムノ方丘二殺元素今錯五令寸fe図いこ:tレ匹。

Osaka Bay sediment 

Sc (ppm) La (ppm) Ce (ppm) Sm (PPI1l) Eu (ppml Lu (.ppm) 

o 10 Q 20 Q 50 Q 5 Q 1 Q 0.8 
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Fig. 1 Vertica1 protiles of rare earth elemen七s

仁二コSilic~te fraction ，芯~HN03 ・ H 20 2 frac七日n，・・IHAcO.NH20H・HCl fraction 

これらスカンジフム，フヰ土設定I景 i引セ9 至宝EャIPム芯と‘と異 Tf')，浮き l~ 主 S

環友t{tl~ 晃られない.堆荷物守下 1 '3.j長酸塩ゃをまJ マンガ‘レ今令ネ磁化物1:::令障さ

れるも?令余韻着であっ 1ミ。他~令の 1!ii'.i.:令キヲ結果 E も併t て報舎す~.. 
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2803 
隈?トifl'it¥1之口久宅~~中ぺ持品柔af総訴港南査iえ
(都主7イゾト←7対) 。泌号、t1} 崎、正夫J 紘~をふ

( tまじ叫に]

llfiJP t:::.ねこヒ
訟手動喜志~する
1レ三.1)在守主こN¥

ミDh~之困殺さ広
]f}l 2-. : 

ねな会臥〕犬蒸れ崎滅的邸機ほ μ 粒怪尚之か
のように俗幾寄与ニヒドざ乏 ~o

粒怪(nm) <E- 10 100 1000一一一一

会品分ミ量怯 r
500 104一一一一一-105一一一一

--_-

、υ町白寸トT J三 JW 噴
7ゑ時 均賃 コロ 1 ~.均賃

けん j島Am噴

j与，~議朽
金底 4才ン ~マリ}\.{~口前ソ る特長:..t慧コ01ド 鉱加議 L主を

イ方ンパア 銭体
(平台工IM""，-03，出Ch. 粘ふ韓土，.J民EノE属;bw

て証取錯体 ポリシ什ィト μ、他)

有機イ杉
極的{ヒ劫 フIVボi酸、 フミン置な み主主主体和噴

H旨前段、 ];/色慣はど. 仁長記「以)

之1. )3'， )1) ~く中 1;: イ会主点~~荘均種目粧怪 dトヰ

/卦l弘lミ l~ ミob払乙有効さ去る。
ι支耳食〕
は).芝1; 0 ~iけ適用セ lレ(豪洋部内出 UHP-Iぬ) 窓をzQ

。う lν トラ 7イ 1リー(直径 1白川畑") 、

UH-oS (φ昼、会主量 HWbCU¥ UH-1にN吋 10ヨ)，
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(ぬ果〕 各会~東L汐鼠)中小神霊骨来れ街キォ長君主《ー何日ノ由国
主時三‘ J瓶Uば去、来lt~く ð-j;易会 I~ "> ¥¥ ~.&乙 lξ 示 \11<:: 。

可::二 0.45ドm MW 2X105 MW 5x104 MW 104 MW 103 MW 500 

TOC 3690 2440 2510 2490 840 520 

Mn 71.9 68.9 64.0 65.7 58.0 49.7 

Fe 55.0 11.7 11. 7 9.3 6.5 3.4 

Co 0.411 0.372 0.371 0.371 0.200 0.130 

Zn 8.66 6.67 6.62 6.48 4.65 4.04 

As 0.550 0.550 0.478 0.447 0.353 0.191 

Se 0.108 0.099 0.095 0.089 0.043 0.028 

U 0.0220 0.0185 0.0184 0.0174 0.0142 0.0035 

まLz i与，Yj，及中小lV案法皮

上R.?l前S果Jl'~ εト古来毛 μ1三在粧径，8'1¥ミ¥"くつえ "'7弓7シ"3:;，1に

t分類レ長。 ι1¥ - i却~ ~ゑ 31ミネ\tF-ユ。 忍 3\ミ~. ¥¥ '2. J Fi ( 0ぷf'-""-H_W 10
4

) 

IJ: J u -1 ~'~丈義久 11 (HW 104-500)J;ょが:F¥(くHW5(0)r;r)主主酒食(恥
港東川、仏州市!tr.よ銭体化会期(夫芝日制)れが単純な ~b令吻
( Jk主 r~6ト孟，材ン) ):: l Z)ミ在q~ 政令ず五る。

Uni七 : 問/1

、E、l.. KeFmrezaltet 、i、o、n F(0.45問-Mif 104) F(MW 104 - 500) F(く MW500) Tota1 

TOC 1200 (32.5) 1970 (53.4) 520 (14.1) 3690 

Mn 6.2 (8.6) 16.0 (22.3) 49.7 (69.1) 71.9 

Fe 45.7 (83.1) 5.9 (10.7) 3.4 (6.2) 55.0 

Co 0.040 (9.7) 0.241 (58.6) 0.130 (31.6) 0.411 

Zn 2.18 (25.2) 2.44 (28.2) 4.04 (46.6) 8.66 

As 0.103 (18.7) 0.256 (46.6) 0.191 (34.7) 0.550 

Se 0.019 (17.6) 0.061 (56.5) 0.028 (25.9) 0.108 

U 0.0046 (20.9) 0.0139 (63.2) 0.0035 (15.9) 0.0220 

まく3. ~扶萱北呆司粒任~'l 6ト盈i旬'1 Uniも :)lg/l 

( ) : percentage 
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/、 14じわ I'C

神1L~a の宇佐奇抜射イUiJ祈

(科号rNif) 0岸 徹，犬木博、， ~玉川智正， j民田 /\B~ ， 

福田和夫

法科学のタ野-t1志，~c.~現場ず採取された託拠賀来!と被疑者 F向靖 Lτ ぃ危フ，
$')の犯罪現場ず発見みされた賓料との比紋e11ラことは科ぎ捜査の面か.st手為該
nτ.~ J. こ似の資料勾民枝z 安岡謡史，S'J と称[1.宅の主 #x，~， ~維 l'l~有 r ホユ
月~0 <t $ポrl てをの色のの特侠王、正フt'oチ，相互 11.比較.1;JQ11ユ方法がとよメ1て

し， J. 

lfI..射4ι例法体，多元柔岡崎Bポ?の特飲ま肴~ ，供量ヲ孝夫粉、よさの主制や魚

重成0'1'2.闘す J1角孝氏左儒3ごとFずさ，表向鍬別 1'2有用舟寸法ずあ)， 自動年笠月長
ヂ朱肉危どの識.}}iJ11.氏;用 LZ い~ . 

今回， 3学えI~ の表向識$'J の際の差媛デ~タ若手与 3 目的ず，手説明3手え島、すク微量
戒のZ放射イじ8利法l乙ょう身柄 Lτ tt'.扶-枝封正行?た.
2..実駿
¥1) まえ料

考説明実乞熔チ私の製品 I1経類さ試料と LL荊¥'¥， ~与実包の 5事え押さ蓑ぎ
孟う都か~ ~，え j 1手ず L，î'J.J，草 1<: ワ凶 τI~ ， =i の表~/1' S ， 祇f3草 lτ フい τ は， j草苅
の底部/f.5 ~{;~~ o .i!採取 l-Z系面zナイ 7-(~'l ~盆11:， 充}R_面互 8え L ， S祈試科とし
た.各8祈まえ科は，縄返管~射用と 1τ /O"-30 'Jl1J ι fflじ担、射用と l 1 1"" 3 

~互とフ，宅対1 ぞれポリエチレシ袋 11.封入 L た手え，標準新t幸!と L -z. r手， ST， ~， 
LLI" As の既iYJ~をさ ~r紙 1'2. vA..A:えさざえ tのさ向楳11.ポリエチしン裂 11.封入 lt用いた

[司玖射イι1J'A可
tベ科。 r*主ラ醇剰 lま，民民工業夫学原吾刀珂'ff~々の了疋 14A- ]J笠尿苦 fr

正岡い之択の 2経類クJ長件ず千fヲた

①呉屋管ず 60杉岡度身す Lえの:S， 70秒間えま「後ヂ 0秒間 Ge(乙i)手母体成虫惑
と手。~ bチT苧/ル波書らI;J.利器主用相"20線スペ 7トルZ測定

@tt'じあ呂い~ fi .，)ンY‘ず S時同医射?ft.1日域主rl 7_ 6e (Li)ギ単イキ枚8え者ど /t19z 
寸 T キ lし i良あSポr~正問い-z 3 0 0 '"'-/ 0 0 o，fJ同法lえ.
①のゑ{守ずゆ 110今の oSltμ了のだぎc・-J差問'̂ ? AJ勺，②今家件イt'<J.， 

122 Sb の Só チI<ef，作 C~ の t/l keR96んの SS? ド'eT の光をど~ 7~ 府'^ < 
主れずれf ヲ17，C"l， As 6)定重乏行ヮ危.

3‘純泉ふがえ子家
3草n~を体 ， Ph乏主永信と l"Z sb 之教〆jJf2 乙之煮'l- a~ め t あ)， これ玉の~ß.，の

1也~f Iz.時，A.5， C同，今与が子氏物と Lt混入 l"zい品丸めr これ5の域信I'l.由来

す ;qを，ffß'~会弘芝れたJ
川 崎--~失杓 r 口、7 十内ずり 1\ ラブ穴

3幸Il/1.国 t-z.ついに実フ見苦Hll.o、s採取Lえ色の 11..つ凶l.， 5~ 1L 肉ずワ元乗
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容荷重のバヲヅキ主吉岡べたとこに訪問 2‘lエ().o{メ r 今 月 l主メ3rj>>1， Cu 

?チエ 2 ヂ pf171 ずあ)，同-~えずの採釈寺住/'- J:. :i成身的危f¥.:ラツギl手あ手フ厄

!J' 7 7-ヒ.
さ 111..， /泊ナプη気f1聞のバヲヅキ ZサZ元々フ， )司じ箱かsJ伺の3平六£ヒフ

省ポfLhとこ 3，Sb 之、 2l: ()‘/ ，もノバ~ /兵7主 2・Jrr伊¥， Cti j7J-1: J 9 ff'骨1 ずあJ，
C"t. 6)変動lさや Vク1A;tr， Sh， Að り/\ヲツギ I~/，)\ ぞか p 危
(2) 各種5f尻島のとじ扶

令回1iAfTl え j チ授の 5t丸~ずの SÞ ， Ao' C叫，んのを荷受11柔 I1-'京 Lえと

o' 'Jずあフ ，sblま/3~:更新点、 5 枚虫 ~flt ， 広 2 九 2 ，]戸〆バ~ I'J /予告《不干すべてF

3殺虫ざれ 1"-'30げ州， c比 ば /3拭粁かよ殺虫ざ水之2."-/ 7 0 0 ff例 / バ5

I~ 7試科ル、玉枝負され jo-v320

PPIJJtずあ?克.
これ5若夫新り椅依ε兎弘すえの，

4玖新It.つ ，̂'"l.SトA'J， ST九(.11¥.り

7'ロマト乏 Lぇ訴を泉星図 I11.示 l1Z. 

sh-丹羽 Iz.つ凶7.1'd-， R.EI1社のをの

tl比較的Ao重/lf'jく r 縁日 7. W-w 
私のをの，副産ヮ As，1'tのもの作つ
い ZはI A~~有受必ずイ也のものよっ悠
:l IJ' /1. '!i Ja.-く，このプロマト ρ、5識
別F司能iあ 7 定.

まえ，Sb-C(，¥のフ・ロマト 11.n' V¥ 

之 l示，疋 E パ ~:L. 6}色の l手C比重r多く，

K r No c.H~t. のモの色μ較的方く ， w-
wf!.， AS私の毛の l字 CIt(:f
fク措く，R. E.パ，I<'(No 
C.H， w-νη粗豆の識~I) tJ'" 
可能プあっえ.この結果

ST，，-Ai. 51九 C叫互フ・0ヲト
す2iと/'Z.よフ， j各社イ材

供的措濃定範囲がめJ'旅
刻化好材 l'Z.cFJ5.平1L/i!J樹立

の識g'J/f可能ずあ 7危.
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RH1 32A 
REM 22S 
REM 38SPL 
w-w 22LR 
w-w A25 
w-w A32 
w-w 32S&W 
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2805 P 1 X E~トうかよ石
人休職桝微量元来的小前;ついて

(協同) 0湯川和夫約九患肋

年間中物州側織の構造と閣法づ刊仙川玲
手マイク口ビてム[:よる P工x;(P{).，d，ヒlε 工凡duce.~ x-t'a~ E仰仰が)タtrの夫
何E試みF。ヂ副作大脳2討議eL Z 今元来伺時少祈E(.了なl，¥，元奈のふ手1え民
の組織(̂Jド品(Tゐ安ィにや、元柔向。相関1:フいて険会「去何ヲれ。又楊長線反射{~ 
よる試粁併Eィ易ゃiP'rtrf絞め検討tfiフ手。

主 2Z-
、試幹十
丈日初組織(こ{J:F'~・ 1 {:示すよう {τ 犬 ij~笈管
とI1f(斗サ灰白管と髄質てふ4自噴to"ある 。こ
の両主。組織色合むよう{~\ P前頭葉ゃ、~t7J J 
z又られ仁ナシアIvE濃縮乾埠L、約/6"，φ'1.1)1.X 

! f 1Jft/lfi-x Iφt棋の大7手の切片と Lてマフロ
7Jlv..t.. l~ 字事前也メ Fイシて問乏して毘和試
料と r[工。この斜箱、伊片t~ιぃ?支質巴髄質(よ
&の濃ぅ央el '{ B月最(:識別て，¥'r そωF愛キ(f. 11. 
つヴり lてい[三。

Z. ~易矛縁切断ず
1!~守猿置の枕[ij- ~ f，\~， 2 {:不可。

Fig.l 大脳前頭断

@JHI: 聞いちれ r~祷材料 JHγの(\シプ 7‘ラー 7 1;0よまか二よフ'(f! ~ it、卸佐

マブキ、ァ十，ス 7汁 E)色L7t株判到す伺1-T、ヮトナ z シ I~'-(: lt [i'1) ¥れる 0

1u ;t_~ }¥.. r:f，桁ビームの同・ 2・Schematiclayout of出etr山1ftutiyfr

工jト1レ号、ー(よヱ ，3t1ι了 寸 h 早tev山 e a…λλ;gnu…3 ・…….，… 
試料工て仇ビームα形状
(J 2 m1.，1}r'(_ X ().Z勿t，.t，Wc;l手t
砂忌ぷ長和 3例例短早出z
制帆の楕円てAフF。

9-ゲァトナz シ/(一向

α 事室J支(~豹 10斗0'1' γ
t~ ヲ「二。

Jl~身、T試料(J7'レミュウム
α枠(-:(ま')っげて 9-f
q 卜十τ ンパー内ωλ守

マシユ〉ブi1itレダ-[政 ~ 

~ I'寸!J0t-..r:。祐子ピー

pump 
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ム{~よる^t i'シエシ 7"(tチ工シ/トょ1.1:買えれずlTられれl-rブピシプεー7
-!:J i上下7耐{:試科E符争qdこe!:ょJ(Jうことがfすしみ固め寝耳食て
(eT試Fftimtmt111場て動ャ、 L'(ヌ守マシ二ンブライシ(:そヲわ観来~(矛ヲド。
ビーム電光(主制定/の 1¥イlレアヮプd.¥1 lt ~ f:.cpq: 1ハ---6φA ~し、岩~~利I 置
での!iì~'f時間{械料の撮錫と削え!，-iCl俗「精度げ注目砂川之 ρ州 è l 

3、 x~計測
府知lk1l:J 7 Z励之乙rit-i:Xl車{a:試粁(:存して 45)れ械ど周知 ω(~ 
乞 '71-~;h r: 3dL除虫~(&解依 i 5'.r keVどFW州 !t，e-"V") ~r; (ω件
付 lレP判 (Iυlレ了、7ア'Jジェクダイv.J) (こよ片側Jトfて，

結案』芽索

?為子f事称危(:よ 'J~文虫 t れ[:X'*泉ωス♂クト 1レャ、少、 κcι Fe，Z免除手αピ
-i〆みぃ弘Jy_f工eJれらc17e素 rつLlZ ~ -7両績Eギめ スキャシ二〉クラ

イシ 1:がっ7.fロフトいこと1-:'J Î ， 大 H~組織り7'l:'~Í- II腕仰の委1t [税察
(手。結果l7J-fP d f."f・ 3{:不可，元案(:よフ<(~、丈肱組織、す"{'必 t しも i震度何
一定てな<、ヤ1日7α安和ピぷ 3" 

Z叶ふ{ま丈ff&及1震と髄厳αt!ff{fJIL 
て議/妓i(，.& iじていよことがれ¥f-:..2000 

今回の失験来{千1:μぃτ(1:ftトシ
£ームの当 7f:押タ(:(t フ~ ?と(i: 1000 

こ (1'~~が苑、!度見守すα アレピt ュ! " 
J いよる緩和併ィιZ 毘射都)t~ Øt~品 v 

(こ í~ 主守ドャC 、試科W片(こ丈ずな千1ft
(;1: ff炉、[:" 

L迂 ;
ん係組織片で日後輩ぇゐタ岸d.i飽 j

奪 Ø~n手1: 、校受1á，.:.判$1z・1~ff友 ω 

α組織与>>9r~~ft-，乏と元事タ汗防 l到達E io 
目的 t~ ~なら(ぜ\教 {DO〆制維/支の 言

ピ「ムナィズ‘αプDトシプpー7"ドよ E 
みけマ〉エシグ p工大 E(irJfr{t非， ~ 
1-:.府閉でみし恥長不失写会(こ用いF議 百 一

宣{手、ア p十ンマイク Pプロープドよ 2UU 

~ prx E か~éft? r二C:P¥{:、じ‘ーム

?イズ/り4似/り4例 2 目標~ L '( t~ 
針ケ ~l いる α て、!な壱元事 α 持干 1:

O 

Fe t__L__母:

一一 . 
• • • • • i 白-

. . . . 

Zn Be呈出旦旦三封且JPPP-h匂 m .・.. 
i '¥ • 

. . ， 
2回目-一一一-目--ー回』一一ーーーー四回-. . . 
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. . . . 
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• ・-一…ーーーーーーーーー-;一-一• 
ト一一一一一一
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D工stancefrom the boundary 
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肉Lてもっと{柳時削被葬l~ : 町・3・2n::;t:::;;:r;c:;:;:h二::tz
~-þ，- 仰Eじ品?、{放を元 t~ !理的役 三日teu  

韓日(:関可 i 侍~浮~ Lτ も期待ですよ。
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2806 内標準法によるア)~ ~ニウム合金の荷電柱子放射 1t 分析
(東北大・核理研)0桝本和義・八木益男

1 • はじめに

荷電粒子放射化分析法を簡便かっ正確な分析法として活用するためには、照射粒子の飛

程巻それぞれの試料で求め補正したり、照射された電流値を測定したりといった願わしさ

を解決する必要があるといえよう。まず、試料内に照射された線量を正確にモニターする

には試料lζ均ーに含まれている元索令利用するのが望ましい。また、比較試料が試料と類

似の組成となるように調製するよりも、試料そのものを出較試料として利用する方が理想

的である。既lζ演者等lζ よって提案された新しい内標準法は ζ れらの点を同時lζ解決する

乙とができるものである。 υ 本法では、 xgの定量目的元素を含む試料lと定量目的元素

y gを均ーに添加したものを比較試料とし、試料とともに放射化する。その際、通常の放

射化分析同織に試料、比較試料ともに照射粒子の飛程よりも十分な厚みがある乙と、照射

エネルギーおよび照射時聞が等しい ζ とが必要である。試料中lζ共存する別の元素を内部

標準元素とし、それから生成する核種と定量目的元素から生成する核種から放射される 7

線のピーク面積比を試料および比較試料それぞれについて求め、 Rおよび R怠とすると、

未知量 x gは x = y / [(R * / R )ー 1J で求められる。 すなわち、式から明らかな

ように未知量 xgは y線のピーク面積比を測定するだけで定量でき定量計算がいたって簡

易であるとともに、照射電流値ゃ照射粒子の飛程の補正といった定量誤差の要因が減る乙

とにもなる。乙のように、内標準法は比較試料化鼠料を利用するためいわゆるマトリ?ク

ス効果を相殺する ζ とができ、荷電粒子放射化分析には非常に適した方法といえよう。

そ乙で、本研究では内標準法を各種のアルニウム合金の陽子放射化分析に適用いその

有効性について検討する乙とにした。

3 • 実験

試料lとは低誘導放射能のための加速器材料として関心が寄せられている各種の市販アル

ミニウム合金である AAI050.AA2219.AA5052. AA6063.AA7079の 5種を選んだ。試料切削片

(約 200mg) は脱脂洗1争後、標準添加を均ーに行うため- 8酸lζ溶解したうえでレリカゲ

ルとして固化するととにした。定量目的元素は Ti、Cr、Fe、Cu、GaおよびZrの 6元素で、

それらの標準溶液金一定量試料lζ加えた。また試料中には内部標準元素として適当な元素

がないため、核反応や生成核種の核的性質の適したものとして Yを選ぴ、試料と比較試料

にそれぞれ 200μg加えた。 ζ れらの試料および比較試料は 6M塩酸lと溶解し、燕発乾固

し、最終的lζ2M硝酸酸性溶液 2mlとしたうえで、テトラエチルシリケート 2国iを加えシ

リカゲルとした。電子レンジおよび電気炉で乾揖後、約 200mgずつ分取し直径 10mmのぺレ

ット lζ加圧成型した。乙れらの試料および佑較試料は 13MeV陽子(平均電流 4μA) で 1

時間照射した。その際、回転照射装置により同時に 12個の試料を照射した。照射後、試料

はアルミニウム箔lζ再包装し測定を行った。測定は照射後 1日から約 10日までの聞に数回

行い、各 y線ピークが最良の SN比となる時点で測定した。
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4 • 結果と考察

定量lとは Yから 89Y (p . n)日百 Zr反応により生成する日目 Zr(半減期 78.4 h)からの 909

keV 'Y錦を内部標準化利用した。日目 Zrの 909keVγ 線は照射後 10日までどの測定ラウンド

においても SN比良く測定する乙とができ、また定量tζ利用する y鵠との重なり等定量の妨

害にもならなかった。 Yは通常アルミニウム合金lζ は含まれておらず、内部標準として試

料lζ添加するうえで最適の元素といえよう。

各定量目的元素から (p.n)反応で生成する以下lζ示すような核種からの γ様、すなわ

ち Tiは 48V (半減期 15.976d)からの 983keV'Y棒、 Cdま 52Mn (半減期 5.59 d) からの

744keVy線、 Fe!;t 56 Co (半減期 78.8 d)からの 846keV'Y線、 Cu!;t 65 Zn (半減期 244.1 d) 

からの 1116keVr線、 Ga!ま 69Ge (半減期 39.0 h)からの 574keVr線および Ga!ま日日 Nb(半減

期 14.6h)からの 141keVr線を定量化利用した。 乙れらの Y線と内部標準である旬 Zrの

909keV 'Y線とのピーク面積踏を前述の定量式lζ 代入する乙と lとより各元素の含有量を求

めた。定量結果の例として、 AA5052およびAA7079についてそれぞれTable 1およびTable2 

に示した。分析したアルミニウム合金材は市販のパイプや板状のものであり、分析値は与

えられていないので、比較のため発光分析法と光量子放射化分析法によって分析した結果

も表の下械に示した。陽子放射化分析では定量値は数パーセント以内で一致しており、精

度良く分析できる乙とが確かめられた。発光分析法はアルミニウム材料の分析に良く利用

されているが、 0.1%を越える含有量の元素やFe、Cu等以外は感度や正確さの点で劣って

いる。光量子放射イじでは Fe、Cuの定量感度が悪く、 GaはZnによる妨害補正が大きいためと

れらの元素の分析には適さない乙とが多い。とのように、アルミニウムの合金元索として

興味深い上記 6元素の同時定量巻、陽子放射化分析に内標準法を適用する乙とにより精度

良〈かっ簡便lζ定量できる ζ とが示された。

Table 1. Concentrations of田inorele皿entsin aluminium alloy-AA5052 (mass鈎.

Ti Cr Fe Cu Ga zr 
No. 1 O. 0100 0.173 0.224 O. 037 O. 0132 0.0019 
No. 2 O. 0103 0.176 0.214 0.031 O. 0122 0.0017 
No.3 O. 0104 0.176 O. 224 0.032 O. 0132 0.0017 

Average O. 0102 0.175 0.221 O. 033 O. 0129 0.0018 
土O.0002 土0.002 土0.006 :t0. 003 :t O. 0006 :t o. 0001 

Other 0.02怠 1 0.18 * I 0.19* I 0.03* I O. 02 お t ND* I 
method 0.009怠 2 O. 165 * 2 O. 25 * 2 0.06志 2 0.0124 * 2 O. 0016 * 2 

Table 2. Concentrations of minor ele皿entsin aluminium alloy-AA7079 (mass%). 

Ti Cr Fe Cu Ga 

No. 1 0.0364 0.005 0.345 0.713 O. 0100 
No.2 O. 0369 O. 004 0.337 O. 708 O. 0113 
No. 3 O. 0366 O. 003 0.331 0.669 O. 0090 

Average O. 0366 O. 004 0.338 0.697 O. 0101 
:t o. 0003 土0.001 土0.007 土O.024 土O.0012 

Other O. 04 本 1 ND*I 。目 36*I O. 65志 1 0.03 寧 1

阻ethod O. 0359 * 2 0.004滋 2 0.68* 2 0.0142怠 2

* 1: Emi ss ion spectrography. 説 2: Photon activation analysis. 
N D: Not detected 

zr 
0.0492 
O. 0499 
0.0495 

O. 0495 
士O.0004 

ND事 1

0.0485* 2 

1) M. Yagi. K. Masu皿oto : J. Rad i oana I Nuc 1. Che皿. (A). 83(1984)319-331. 
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2807 
内標準法による環境試料の光量子放射化分析

(東北大・核理研)0桝本和義・八木益男

1 • はじめに

放射化分析法は多元素同時定量の手段として活用されてきたが、他の分析法のようにい

つでも、ど乙でも、誰でもできるものではないためにルーチン分析には適さない面がある。

しかし、標準試料の公定値を得る作業においては重要な分析法のひとつとしてその役割を

果してきた。放射化分析が今後とも乙のような役割高E担っていくため lζ は各種の眼差要因

を極力減らした定量法がさらに開発される乙とが必要といえよう。その有力な方法のひと

つとして演者等は新しい内標準法を提案し、すでに光量子放射化分析への適用例として国

立公害研究所 (NIES)酎布のPepperbushの分析を報告したが1¥今回は環境標準試料として

各種沈積物試料中の微量元素の光量子放射化分析!と同法令適用した。

2 • 実験

分析鼠料lまNIES酎布のPondSediment、NBS配布のEstuarineSedimentおよび IAEA配布の

Lake Sedi皿entを選んだ。定量目的元素は As、Ce、Co、Cr、Cs、Nb、Ni、Pb、Rb、Sr、Y、

ZnおよびZrの13元素であり、各元素の標準溶液は高純度の金属または塩を溶解して調製し

た。試料約 1gをテフロンピーカ lζ秤りとり、あらかじめ適当な濃度となるように定量目

的元素の標準溶液を混合した 4M硝酸酸性溶液 2mlとテトラエチルシリケート 2皿lを加え

て撹はんしゲル化した。生成したゲルは電子レンジ中で水分とエチルアルコールを蒸発さ

せ粉末状lとし、さらに 400'Cの電気炉申で 2時間加熱乾燥した。乙のように調製した比較

試料は約 300mgづっ分取し直径 10mmのペレット状成型し高純度アルミニウム箔で包んだ。

未処理の試料は同様ペレットとし、比較試料とともに石英管lζ封入後、 30MeV制動輔射で

3時間照射した。照射後、各試料はアルミニウム箔で再包装し y線測定を行なった。

3 • 結果および考察

試料内lζ照射された線量を精度良〈正確にモニターするために内部標準lとは試料中l乙均

ーに含まれ、 γ線測定lζ適した核種を生成するものを選んだ。そのさい、単一の y線だけ

を利用する場合、精度は高いが週択を腕ると系統制盤そ含んでしまうおそれがある。そと

で、本実験では高分解飽 Y線スペクトロメトリーの特徴を生かし環境問料'11の主要成分で

ある Na、Mg、Ca、Ti、MnおよびFeの 6元素を内部槙準lζ選ぴ、それぞれの元素から生成す

る核種のうち定量目的元素から生成する核閣と同時に測定できるもので、 Y線ピークの計

数誤差が小さいものを利用する乙とにした。定量lζ利用する核種からの y暢を測定するの

に適した時期を週んで数回の測定を実施したが、それぞれの測定ラウンドで少ないとちで

3核種 3本の Y線、多いときで 7核種目本の Y線をモニターに利用した。一例として NIES

Pond Sedillent 中の Nl の定量例 ~Table 1 tと示す。 Niは00N i (r ' n) 01 N i反応金利1IJして定

量された。 57N iの半減期は 36.Ohrで、照射後 4---7日が測定lと適しており、内部標識には

同時lζ測定できる核種として N吋〉らの22Na、Mgからの24Na、Caカ〉らの43Kと47Ca、Tiから
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の46Scと4日Sc、Mnからの54Mnを

利用した。 γ線ピークのエネル

ギーは衰の第一欄Ic::.示した。 4

個の照射試料それぞれでの定量

値の標準備差はいずれも 3-4，%

でモニターの違いによる有意差

は認められなかった。そ乙で、

各試料の定量値はそれらの値の

単純平均を取る乙とにした。乙

の測定ラウンドでは Ni以外lζZn、

Zr、Nb、CsおよびPbを定量した

が結果は Niと同様であった。以

上のように、内部標準の条件と

Table 1. Photon activation analysis of Ni in Pond Sedi阻ent
by internal standard meihod. 

Internal 百N0i.s2work(μHE0/.) 3 
Standard NO.1 No. 4， 

22Na 1275keEV V 4，0. 2 41.5 41.4， 4，3. 7 
24Na (1369 k 37.0 37.8 4，0. 8 39.8 
43K 373 39.5 4，1.2 4，0.6 41.4， 
43K 618 39.7 4，2. 4， 4，2.8 4，2.3 
41Ca 39.6 42. 9 39.6 41. 0 
46SC 889 39.2 40. 1 4，0.3 38. 9 
46SC 1121 37.1 40. 3 39.2 38.3 
48SC 175 36.8 41. 8 37.7 38. 9 
48SC 984， 37.1 39.7 39.5 40. 1 
48SC 1037 38. 4 39.5 39.1 40. 7 
48SC 1312 37.2 40. 7 39. 4 41. 0 
54Mn 835 36. 3 38. 6 39. 6 39.5 

Average 38. 2土1.4 4，0. 5土1.5 4，0. O:!: 1.3 4，0. 4:!: 1.5 

しては元素の種類、生成核種の半減期や Y線エネルギ一等よりもむしろ測定の SN比の良い

ととを第一条件にすべきであり、また、数多〈の 7線を利用すると定量精度は若干損なわ

れるが、照射や測定およびピーク面積の計算等lζ伴う系統誤差を避ける乙とができる事が

判った。

乙乙では、 NIES CRM No. 2 Pond Sediment申の 13元素の定量結果を公定値等とともに

Table 2 Iζ示した。参考のため右欄lと各種の分析法で得られた定量結果を範囲で示した。

また、括弧内の数は分析を行った研究機関の数である。公定値および参考値の示された元

素について本実験の結果と比較すると、いずれの元素も良い一致を示している。公定値の

示されていない元3誌についても定量値の再現性は良〈、他の研究機関の分析値の範囲内に

ある乙とからも信頼度は高いといえよう。

環境試料といった複雑な組成中の微量成分の分析等の場合、試料lζ類似の組成の出較試

料を調製しさらに個々の照射線量を外部からモニターする必要のある比較法lと比べ、鼠料

Ic::.定量目的元素を添加するだけでよく、個々の照射試料の重量を秤ったり照射線量モニタ

ーを準備する必要のない内標準法はより簡便でかっ正確な定量法として活用できる乙とが

示された。

Table 2. Concentrations of trace elements in Pond Sediment (μg/g). 

This work Certified 
Elem巴nt No.1 NO.2 No.3 NO.4 Average Value Range開

As 10. 2 11. 3 10. 2 10. 0 10. 4:!: 0.6 12土2
Ce 35. 3 35. 5 35. 7 36. 9 35.8土0.7
Co 26. 9 28. 3 27. 5 27. 6 27. 6:!: O. 6 27土3
Cr 75. 7 76. 4 75. 1 79. 7 76. 7:1: 2. 1 75土5
Cs 3. 69 3. 61 3. 68 3. 65 3. 66:!: O. 03 
Nb 5. 80 6. 14 5. 98 6. 07 6. 00土0.14，
Ni 38. 2 40. 5 40. 0 40. 4 39.8土1.1 40士3
Pb 103 104， 100 102 102土2 105土B
Rb 4，0. 2 39. 6 40. 3 44. 4， 41.2土2.2 ~1i~l Sr 109 108 113 117 112土4
Y 2! 6 2( 6 2!4 25.5 24. 8土0.3
Zn 334 349 329 335 337:1: 9 343土17
zr 102 107 109 106 106士3

M. Yagi. K. Masumoto ; J: Radioanal. Nucl. Chem (A)， 83 (1984，) 319-331. 
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2808 光量子放射化による安定同位体希釈放射化分析法

(東北大・核理研)0八木益男・桝本和義

1 .以前提案した様準法としての安定同位体希釈放射化分析法は 1¥定量目的元素のあ

る濃縮同位体の一定量をあらかじめ試料lζ加え、その元素の同位体存在上ちを変化させたう

えで放射化し、定量目的元素の二つの同位体から生成した放射性同位体の生成民が揖縮同

位体を加えない場合lζ較べてどの程度変化するかそ測定し目的元素を定量する方法である。

ζ の方法における民較標準は試料自身tc.濃縮同位体がスパイクされて調製されるから、目

的元素の一つが内部標準として利用されることになり、結果として、試料および比較標準

聞の照射緯量、自己遮蔽効果あるいはマトリヅクス効果等の補正は不必要となる。したが

って、乙の方法は原子炉中性子、荷電粒子放射化ばかりでなく光量子放射化等広い範囲の

放射化分析に適用できるという特色を持つ。

しかしながら、光量子放射化による場合は上記自己遮蔽効果あるいはマトリックス効果

は本来無視できると考えられるから、乙のような場合lとは全〈別の観点lζ立った新たな式

の導入ができるものと期待される。そ ζ で本研究においては、自己遮蔽効果あるいはマト

リヲクス効果等が全く無視できる系における安定同位体希釈放射化分析法を基礎的11:研究

するとともに、それを CoalFly Ashおよび LakeSediment試料の光量子放射化分析に適

用し、その有用性を実証する乙とを鼠みる乙とにした。

2 • 定量目的元素は原子量Mで核反応を遇して容易lζ放射性同位体に変換する少なくと

も二つの同位体M ，およびM 2 で構成されていると仮定する。乙の元素 xg~ 含む試料 lζ

原子量がM 宜で M ，同位体構成比()1*およびM 2同位体構成比 ()2寧のM 2濃縮同位体の少

量、 ygをスパイクし放射化すると、上記同位体から生成する放射性同位体の放射能路、

R 寧=S 1* / S♂ は次式で与えられる。

R* 
S1家 [(xθ ，A/M)+ (yθ1*A/M草)]F *σ ， [l-exp (λ ， t)] 

S2* [(x () 2 A/M) + (yθ♂A/M*)] F*σ2 [l-exp (λ2 t)] 
(1) 

乙乙 lζAはアボガド口敏、 F*は照射粒子線東で J.r-φ(E) dEで与えられ妙 (E) l;t E、

dE聞の粒子数、 σiおよび σ2は核反応断面積で J.r-σ(E)併 (E)dE/Fで与えられ σ(E)

は粒子エネルギーの関数、 λ1および λ2は壊袈定数、 tは照射時間である。一方、定量

目的元素を含む試薬の任意量がとられ、それには岡元素の zgが含まれており、上と同じ

エネルギースペクトルを持った粒子線東 Fで照射された場合は、生成するこつの放射性同

位体の放射能比、 R=s，/a2は上と同様次のように示される。

s， 
R 

S 2 

(z () ，A/M) Fσ ， [l-exp (λ ， t) 1 

(z () 2 A/M) Fσ2 [1 -exp (λ2 t) 1 

-141-

(2 ) 



乙乙で、 (1)式を (2)式で除すと放射化lζ重要な項はすべて消去されてより簡易な次式

を得る乙とができる。

子=(会)
(x 8 t/M) + (y 81*/M川

(x 8 2/M) + (yθ♂/ M宜)
(3) 

(3)式を書きかえると最終的lとは xtζ 関する次式令うる。

x = y (M/M車)(82* /θ2 ) [(R車 /R)一(θ 戸/θt) (8 2 / 8 2* ) 1 / [1-(R寧 /R)] (4) 

(4)式は少し変形して示しであるが、実は以前提案した撮単法における式と同じである。

ぞれゆえ、自己遮蔽効果あるいはマトリヲクス効巣を考慮した系および無視した系では全

く同じ式が適用できる乙とになる。乙の式では R寧 /R比が測定によって求められるなら

ば他は既知数故 xは簡易lζ求められる乙と告示す。 (4)式のように一般式で示すと極めて

複雑な式lζ見えるが、既知散を代入するとずっと簡単な式となる。いうまでもなく、乙の

方法は原理的lζ同一試料中の多元素同時定量にも利用できる。

3. 4B Co. (78.4%)、日7Rb (98.00%)、BBSr (96.89%)お よ び 同Ce(83.10%)の濃縮同位

体をスパイクとして用いる乙とにより NBS製 SRM-1633o.Coo.l Fly Ashおよび IAEA製SL-1

Lo.ke Sediment試料中のCo.、師、 SrおよびCeの光量子放射化による同時定量を試みた。各

鼠科はそれぞれの濃縮同位体の適量告スパイクした後、テトラエチルシリケートによりゲ

ル化し乾燥し粉末化した。一方、比較標準は各定量目的元素を含む試薬の任意量をそれぞ

れとり混合し試料同様lζ処理し乾燥粉末にした。得られたそれぞれのシリカゲル粉末は直

径10mmのぺレタトに加圧成型し、高純度アルミニウム箔lζ包み、 30MeV制動幅射によりそ

れぞれ 3時間づっ白金コンパータの後 10cmの位置で照射した。 Rおよび R *は Co.の場合、

373または 617keV(43K)/1297 keV(47Co.)、 Rbの場合、 881keV (84 Rb) /1076 keV (8B Rb)、

Srの場合、 388keV (日7..Sr) /232 keV (B5 m Sr)、また Ceの場合、 166 keV(IJ9Ce)/145 keV 

(141 Ce)光電ピーク面積比として求めた。 本法による両試料における各元素濃度の定量結

果は To.b1 e Hζ示した。

To.ble 1. Determino.tion of Co..Rb. Sr o.nd Ce in coo.l fly o.sh o.nd lo.ke sedi田巴nt.

Concentro.tion of element (pp皿)
So.mple 

Sr Ce Co. Rb 

NBS SRM 16330. 11340 132.3 819.8 172.2 
Coo.l Fly Ash 11270 130.8 803. 3 172.8 

11470 138.4 790.2 170.0 

?;?アj
11360土 100 133. 8 :1: 4.0 804.4土14.8 171. 7 :1: 1. 5 
11100土 100 131 :1: 2 830 土 30 (1. V. : 180) 

I紐ASL-1 3281 100. B 80.27 113.1 
Lo.ke Sediment 3295 101. B 83. 76 110.7 

3341 101. 5 84.65 109.5 

{句??ej
3306土3ω1 101. 2土0.6 82.89土2.32 111. 1土1.8
(1. V. : 250 113 土 11 (1. V. : 80 117 土 17

1) K. Mo.sumoto・M. Ya.gi :J. Ra.dioo.no.l. Chem..79(1983)57-68. 
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60(0勺薄水中今厳4じ状態、

放医柄 。宇野鰍閥抗，J¥加持
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吾事前アィー lレ六すーィイ 1<.よリ 'tD?似マ M 号。 ニ勺季実 11 突~ ~く殺ぷ"1 .J，. 1i 60(10 2)'-

a窓会4オシヲ手 1D~若レ古手ヲ k芳ぇ 5 中きが修 h車、付ょう 1 "2. Co (立)→ Cρ(m)
今者A¥6Jtr生じ才、1ラ可能性かA号。

海水中守安佐今コ 1¥"/レト今物理化 I~ ~9 1tt動ロフ u マ 17づりく今報告γあリ 放射性

コ 1¥-Iレトゥ均強化苧的olj'J意志推定すミ勺 1<.非常収J2立コマ ωる。 主昇、 マシゲシ団

塊尼梶縮芝山1 凶も哲史コ/，-Iレト Y ム(古川4士、第?ある事 Y報者守れマ耳、 1) 乙Q十し

はマシグレ1ill塊1<.コJγlレト D'-時着守れ対安 ¥'2. (0  (II) →C，(百〉ぅ蓑イじがたきる xtM~
守札τ内手。同期待4えで悼置 Y隣リあフて ωうを受Lニッケ 1レ|之比車まし方場/合、海，]{
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lレトγ31，置つ 4丈態毛J者リ~~功、 4 でロる叫す H 労えろ口十t ~ 0 "Jンゲシ団塊 1主色まれ
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t主化か定 zミ之さ仇士川三. レψ、レIJ't""ろ、[語、h磁イI:jli亀{立 pH等外、 5コIrIしト

今目撃イ叫丈、免(-z.フ l)-Z簡単弓計jgキ行う τう1面勺つ lγJレト 91}在 b"予想才わる。歩5
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南極いん石中の Al-26の測定と落下年代の推定

(金沢大理 LLRL) 0小村和久・陳国龍・底上正信

南極の昭和基地に近いやまと山脈および VictoriaLandの AllanHills周辺地
壌を中心に、これ迄 約6000個に及ぶいん石が採取されている。これらいん石中の
宇宙線生成接種の測定は、宇宙線による照射を受け始めてからの年代や地表(氷上)
へ落下してからの経過年代、いん石の落下顔度やシ:ャワーの広がり、氷床の移動や
消耗の速度等の研究に有用である。

宇宙線生成按種のラち非破壊 T線測定が可能な Al-26と、中性子放射化法により
感度よく測定出来る Mn-53は比較的多くの測定がなされているが、それでも採取
されたいん石のほんの一部にすぎない。演者らは、国立極地研究所所有の重量 6旬
以上の比較的大きい南極いん石 27試料について Al-26(及びK-40. Cs-137)を測定
し、これらの結果とすでに測定されている Mn-53等のデータをもとに南極いん石の

宇宙線照射年代および落下年代等について検討したので報告する。
【測定法】

Al-26は通常2佃の大型の NaI(Tl)検出器を対置し1808keVr線 (99.7%)と 51lkeV
線 (164%)のCoincidence(或いは sum-coincidence)測定で定量されている。同時計
数による計数効率の低下を避けるとともに K-40，Cs-137も同時に測定するため本
研究では Ge(Li)検出器(相対効率16%，後に 19%) による singles測定によりこれ
らの接種の定量を行った。
大きさも形状も不規則ないん石の非破壊 T線測定のさいに最も重要なことは、そ

れぞれのいん石について T線の検出効率を出来るだけ精度良く求めることである。
いくつかの試行錯誤のすえ U，Th， Kをかなり多量に含んでいる工作用の粘土を標
準線源に用い、これと金属 Ni粉末を混合していん石との比重の違いを調整して作

成した模接線源を用いて検出効率を求める方法を考案した。

いん石試料は約10，000分(1週間)，模擬線源は 2，000-4，000分の T線測定を行うこ
とにより統計誤差 5-10%で Al-26を定量した。

【測定結果】
図 Lに T線スペクトルの倒を示す。 Al-26の 1808keVと 511keV r線、 K-40 

の 1461keV r線の他、フォールアウトの Cs-137からの 662keV r線が検出され
ている。 Cs-137による汚染はどの南極いん石にも例外なく見られるので、 Cs-137
の植は種々の地球物質による表面汚染の程度を知る指標となる。

表 1に Aト26(dpm/kg)， K(%)， Cs-137 (cpm) の測定結果を示す。
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Al-26の飽和放射能はいん石の種類 (L，H)、宇宙線照射を受けたときの母体の大き

さや母体中の深さ等.によって異なるが、 choodriteの平均は 60dpm/kg前後である。
今回測定した南極いん石中の Aト26含有量は 29-75dpm/kgの広い範囲に及んでい

る。南極いん石で Aト26が著しく低いものが見出されたが、落下時に Aト26が飽
和に遣していたとすれば、 Al-26の植が低いのを落下してからの年代が大きいこと
に掃することが出来る。しかし宇宙線照射の期間が短かく飽和に遣していない場合
には宇宙線照射年代についての情報なしには落下年代を求めることは困難である。
これは通常宇宙線照射により生成する希ガスの同位体 Ne-21や He-3、ι40などの
測定で求められているが、この外に Al-26と他の宇宙線生成核種、例えば 110-53、
Cl-36， Be-10等との pairから照射年代と落下年代を求めることが出来る。

図2tこ Al-26の値と公表されている 110-53の値から図上で簡単な方法でそれぞ
れの年代を求める方法を示す。ここでは、いん石の型による Al-26 I1n“ 53の飽和
植の違いを無視して Al-26は 60dpm/kg、門n-53は 430dpm/kg-FetNi/3とした。

宇宙線照射により Al-26とI1n-53の放射能は図中の最も下に位置する成長曲線
に沿って時間とともに増加するが、地表への落下によってその成長は止り、以後は
それぞれの照射年代によって決まる値を出発点として左下方向に引いた曲線を辿っ
て減衰する。両対数グラフを用いればこの減衰曲線は直線となる。

飽和放射能に対して測定値をプロットすれば、図から照射年代と落下年代を容易
に求めることが出来る。いくつかのいん石はここで仮定した飽和値を超えているが、
これはおそらく用いた飽和植が不適当なためであろう。

Al-26とI1n-53はいずれも低エネルギーの核反応で生成し、いん石中での深度分
布も互いに類似していると考えられので、飽和値が不適当なときには両対数グラフ
上にプロットした点を通る傾き 45。の直線に沿って移動させることで補正吾行うの
が有効な方法であろう。このようにして求められた宇宙線照射年代、落下年代は他
の方法による値と矛盾しなかった。既に宇宙線照射年代が得られている場合にはそ
の植を照射年代としてプロットすれば、より確かな落下年代を得ることが出来る。
AI-26とCl-36、110-53とCl-36の pa:rについても同織の試み与を行っ介。

表1.南極いん石中の A1-26， K 
およびプオールアウト Cs.-137 

南極いん石 種額 量量 AI-26 K Cs-137 
(g) (dp嗣/kg) (X) (cp.) 

A 1I an Hi lls 
ー766 H6 562.8 54主4 .086:!: .005 . 469:!: .日08

Yal!lato-7305 L6 733.8 44:!:4 .088:!:.005 .415:!:.012 
-74001 H5 244.8 38:!:3 .067土.004 :440:士.007
-74007 L6 147.3 62:!:5 .080:!:.005 .267:!:.007 
-74010 Diogenite 275.9 72:!:5 .001:!:.002 .1I6:!:.005 
74011 Diogenl t. 197.7 61:!:4 .001:!:.002 .1I7:!:.004 
-74035 L6 101. 0 53:!: 4 .069:!:.005 .263:!:.006 
ー74日36 L6 195.0 29:!:3 .085:!:.004 .598:!:.0日9
ー74037 Diogeni te 544.6 66:!: 4 <.002 . 140:!: . 005 
ー74038 H5-6 198.4 35:!:3 .046:!:.005 .354:!:.006 
ー74080 L6 236.0 41:!:3 .081:!:.003 .122:!:.007 

249.6 38:!:2 .069:!:.003 .103:!:.006 
-74156 H4 707.7 35:!:3 .065:!:.004 .55U.010 

463.5 40:!:4 .077:!:.007 .234:!:.007 
ー74191 L3 862.2 71:!:5 .104:!:.006 1.774:!:.03日
回 74192 H5 347.3 60:!:4 .059:!:.007 .216:!:.010 
74193 H5 128.2 33:!:3 .065:!:.008 .294:!:.010 
74374 H6 113.3 61:!:5 .074:!:.008 .137:!:.005 

ー74640 H6 125.9 43:!:4 .064土.004 .076主.006
ー74646 LL6 183.3 43:!:4 .074主.004 .427士.011

図 2.

Aト26--Mn-53 pairによる

南極いん石の照射年代・落下年代の推定
(演者らの測定の他に文献値もプロァト)

1.0 
M 
:;:-0，9 
幸
、ιω 
且u，n OB 

¥ E0.7 
." 

5マ~ 0.6 

" ..; 0.5 

三机例。 O.~

jh fO3 
〉

世

~ 0.2 

74647 H5 100.8 52:!: 4 .071:!:.01 l ・252:t・8日7 出j 
ー74650 L6 160.5 51:!:4 :O74:!::OOS l.ial:t.022 ，j: 0.1 
-74663 L6 99.9 40土4 .077:t.OI3 .147:t.007 
75011 Eucrite 62.9 72:!:6 .043:!:.002 .583:!:.014 

一75015 Eucrito 77.2 75:!:6 .041:t.002 .578:!:.011 o 0.1 0.2 0.3 O.~ 0.5 0.& 0.7 0.8 0.9 1.0 
ー75028 H3 112.7 50:!: 4 .076:!:.008 .266:t.006 
ー75032 Oiogeni te 104.9 73:!:4 .012:!:.002 .977:!:.019 
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3ょう ι砂え，特にけ-!>1....主主川英掌はb ら点て‘、与、、.可ι濃度c二ヲ川て i， ~存

永子量的プえを弘、時期s二減少す 3 二弘之三毒剤(::々 ム f宰加す.3::主三星主考えれば，柄 fニヨ長、

たや~南はイて・、与凶.

一点イ‘降下物伺;安i定 3争、~ (;j.，興味あ 3 格果コウ，~)停i;れて、) a 0 ."長 1 に/パァ表計h~ï\.$キに

ウ吋て "-3;;従」ぷ r-，.長芝のる試糾の中の~)くっカ、の核種の定重信乏汗、 L '}三 o "Be ~主

主c...L て r3 d~..J の中に集人 9t'Zr ， 14"4t"ιt主張乞J のf(二点ゥて叶 3司に文すし

持 M再 13'7乙5 斗 1冒九 c令fLて山 3こと去子、わガ、 3。 このように各々の元安郊分布ーす

3理 由ほ 主ぎ L て花町イι守的性噴 ι=由来す昌丞の )!:.j考えて，..， ~ポJ "8色fζ つ，，-1:与を、
らず Lt，.)fオtJざけーさ b主説明 2. L= < L J • '1 B e.とJ乏のイ色町枝稽カヤ付右 L て，)1$粒三十コぜ異

怠ヲてけ 3可能性広キろかあリ，そのためぷヲ8e.;iザ降水、ヤ tこ落けやす u まのと若夫え

て凶 ~o /9 3"/~干川急 0) TT B.ι E乙}.1'7C員め 降 下 室 町 時 同 支;，11::， 1;主l:m1 (二号、 L 失。 ~Bι 司

降下につ U てはか本・j綾雑念矢先のペグ ー ン を ネ L て凶ヨカに降水量 m大をる H寺・こ

品砕下五'fJf、大を、 h 二担乙 L立法ヲをリとJ主主‘めらオ1てり車。 またノをの H寄期は浮遊斜雇町守

司クB色町現在刺冬.)11寺tニ対応して.);;!. /.J"CS ~毎下垂 tこっ H てゆ春期 tニ降下重[fCT>大
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づ表 1. 蜂干物試料中の ω 〈つ/J、の接種の定量佐(Bマ〉
(カッコ句中は針~大説差 C 主 1 r;sJ))

7
Be 

137
Cs 

工44Ce 95Zr 
54

Mn 

(81/4/26 ~5/11) 

Residue 17.3(5.8) 0.416(0.026) 工5.3(0.2) 176 (5) 0.222 (0. 033) 

Filtrate 46.0(2.8i 0.643(0.026) o (0.6) 工 (1) 0.190(0.027) 

(82/2/27 ~3/15) 

Residue 5.5(0.7) 0.125(0.023) 0.39(0.03) 

Filtrate 89.9(1.6) 0.216(0.027) 0.07(0.03) 

I:'A i . 78，ι ど βセs句降下垂白井調変化

壬<1与3 Il;;fつ(9)~ ，シダf:r"7l-J' 
10 

!?(~.à. k:匂存在中明らオ、イ<I6iJ

/9ft/;年フ幸、~ノタ íJ- 3 年 cこす

けて申雄千萱m減少ほぷベ霊園

L==匹、はヨ平均#詩持崩 ;ll~

ィ;:J;;， J& ι て 4ま(i~長えそ9'7-(・そ 3

ιカ、 t /タ，?4-斧」乙河 JJ‘~4-

月 tニオけて 137cp 司降下垂か ー

増加1~ ~~".r説項 ιιこくり v 
. j;財王北響調にお点す;;! l.lt_?' <'fぜ

な之C司長寿命接種は /f' 8-0年 I~ 
/川崎こ沿われ たうr..26百 dT
中国技表器実験f二法系す~ a こ

0.1 
とはほぼ確オ、広司ゼ J ニ申真

、業句原因広大奇主選宮内に正ち、ピナ 3

d クC5 /".;;.〆申移;動司遁荘ィ=点

。ο与ければな£念 u}Jl"， ?互4主

めとこ 3;そのる手相はわ~、ョマ

ω 1j L~ 。
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2814 広島原1婁被曝誌料中の 152Eu/Euポ度分布とその制「

(金茨大窪)古林噴コ欠・ 0山本草男・中酒巻・域本浩

売爆に被1毒して 31年後の広島療法ドーム凡で‘の可搬空白(しi)検出器1-::'よる r緑ス

ペフトロメトリーで、肩犬暴中佳子によゥて誘導さ収た 152Euが検出されてから(f~ 7(， 

埠，ふ材・政主〉、ヲ要1事中4生妄誘導扶釣性裁稽が為1).'5主呂され(以前 Iこ 32P ，60COが

5~自主されてりる〉、下反主らによリ長崎，広島におけ§刑事中峰子誘導放射J位捜壇〈
152 EIL， 6OCO )のヲ生省放射能の芳ゐ也測鬼， 1義心がらの距離既知の被爆試料中に戒留する

iE2EtA，fS4EtA，60Coの比放射能測鬼じみがけの熱中4生}-7Iレエツス評価の試み(N~k~

汎isk.i et a.L') Na.t凶で p 主主 132(1983)) ，索~丈?で、のち/ミェレーツョツ持験，

被爆物質の柱1治式問中の 152Euの潔度介布のう則定などが行われてきた。一方、 l守80年

に、広島・長崎の械爆者の減嘩中位壬線量 t立従来の暫主線量よリ毛低がったので"1ま

ないがじりうことが増摘されてがら、索爆放射線量じくに中J世J.緯量の島言明曲が、行

われるようになゥた.ヒこ 3て柄、規』在て"t.検出しうるこじが荏認された売場中佐多

誘導枚射性核薄暗152EtAJ 154EtA，60Coであるが、非常に微弱なこれらの放射能の中で

t最も3則定しやすし〉の司 152Eu.て前ある。 152EuJ54EU360Coを生域するく'l't....t)瓦i¥:;1ま

熱中桂三与，共鳴場域の中岨J与に討して感度五有するが、しがし中性J子線量の主体主

占めるの I立高1丞中唯矛て・ある。 モ之て柄、本絹究では、核1事司料の柱状耕斗を入

金ーし‘その中における悦Eu/Eu.の潔度分布〈寸なわち、みわけの熱中桂三トフlレエツ

スのう来高Z介布)をできるが lj"<.わしくしらべる乙じによ少、柱状試料の械燥表面 l之

衿げる高1連中位5来の情報が得うれなりめを検討した。

【実 、験3 本石汗先で用いた持ポ試料 l在、広島の!日藍園生

命ピ lレめ場心側外壁面の地上約 5 机の箇芳「ぢ‘ I~ 82年の改築

の乏し)1二広島大療医研1::よリ壁面 1"'-金直にポーリングされ

たもので、ある.試料撲取箇所句史暴J心(地主主M 爆裂点〈空中〉の位

置関保怠図 11::示す。乙の柱状、試料(10cm<-めの禄曝表面説、 β

環~ 10"例まで‘(花岩1岩+一部コブ7リーのを克之 t杓 s相凧与に 7果さ

10仰がら 15例まず(ー静化崖l岩+コ γクリーのを環;!10........毎に切

断し‘~土刀J守主 1 2.0 九九以下 tこ L た。各粉末試斜の 30""'60

急乏内径54酬のフ。ラス 4トッ 7容 是I乙 70 レスして言跡、タ十剣

かう鉛(5e吋，鉄($曲。，無厳素銅(5吋，アクリル成(5吋 z、遮

蔽した仲間 Ge ーしEPS により、景燥料生」テ I~ よる悦E民の残

留投射能訓主定行ヲた.計数初~I志、却の北崩是粉J友(< 120 

九九〉の既知量 I~ 信2E.1A操準落衰の臨知量定加えて動操づ昆合し

図 1.枕状試料(H/F/
テ 1)ポーソング、箇Ffr

~爆心~爆裂束、の位

置関保.

たもの主主主己乙同議 l之アラス今ッ 7容器1":~をめて剥主して末、めた. f52E此殆、富放射能

の計数幸 1::'計数劫寺島、域差の補正乏して被爆直後1::かける f52E“放射能魂友(10"，35B~ 
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ki')を来、めた。一方、各粉末書式料の約300帆手をポリエチレプ著に稗耳元し、武蔵工大・

策研のトリ JグE型棟.J.J.:pの気主主著〈似危/.5Xld'1.c'YiL
2s-')で5分閉また寸30秒間(短寿命械

稽冊、照射主義他的 7xIO"c?rC'1.めず5時間ぐ長寿命殺樟用)の照射左奇ω、適当な冷却の後

Qe(Li)-PHA z‘、 r滑にスぺクトロメトリーを借り Eu.などの放射イじ分村乏仔ヲた.とじ鞍模

準，-:::.1ま B本地調のJ5ーしJq-1 左用 ω、JA-l等 6連の b団全操幸岩石之、‘放射イ色分材の信

頼!I生忘今ェックした.また、会粉末試料 2:J. 主へfレァト，.::.し、 B本地調の 6-*:主の比

政標~;色石怠比較橡華じして者党，x.線分がr (EDAX qωD-け l望)，.~.よク Si ， K ~ Ca.， Ti 

/ Fe主主量した。

【結果ζJき襲】 今回直持定量した IS色素じこれらの酸イじ物利左イ反発三し τ間持的に

*'めた酸素の平均魂度，各元素3農産の藻定分布の変掛係数CC.v.)を表 11こ示す。また

Eほう農産，間Eu/Euの5東尾E分布左図 2に示す。ぼ2E叫IEuI撒羽深度ヒヒもに域少するイ噴

向左示して ωる。ー方、表 11=示した各克己素の平均場友ヒ熱中投J予減収断面積〈ふ〉

ノ柱杖試料の醤産，各危棄の痕ふ号，アポグドロ史教がう誠斜中の各尤秦毎，~熱中
性J予緯D忍収係数〈μ) 左;j<.'めて積算し(表1)、さら I~ 、今回 定量でをながラたが熱中性

与の成収 1::'寄与す~ HノLi}Bなどの?農産 E花崩温やコ γ クリー卜の元素分科報告道

左今考，::して保定して、柱ポ試料，.:."1ずける熱中牲ふ綿耳/.l...ijX-.1.系教玄息域フたとこ5 、

才色鼠岩告Pて‘¥的 1・4X101qvfl〈熱中佐ミ子京学識の事み約 50，札)，コンクリー卜部で・杓 1・5x

fO-2.C，m:' (用、杓仏側〉乙なヲた〈昔話υ断面積i埼義してωわv.との半裁の翠みを爆裂庁、

方向かうの斜めの壁中藻度 t三づけて図示すると四E叫IE比の埼少崎向 ζiまI正一玖する

(図2)。乙のと乙が 7嘗園生命ピ jレ外壁表面 I乙おける侵爆判生ふ l立大部分熱中姓J予で・

、中J出 3ト線量r=.妻子与する高速中投与フルエツス 1"1熱中J陛.J-7 Iレエコ/ス(表面て‘(4-.8土

0・5))(tO''1.Ctrtl.?)よリ色少なり乙ヒが推定立れる。 IH/F/5-/}

表 1.柱ポ試料(H/F/5-f)の花崩岩部ヒコ

ツフリート却における芯素3農度の平均値

，潔度分布の変働4柔軟(C.V.)かょが、乱，

戸の値.
in granite part 10 concrete part 

Element 。 Mean Concentration 
" 

阿eanConcentration 日

(C.V. ，%) (C.V. ，%) 

K 2100 4.01 % (9.1) 3.243 1.91 % (27 ) 1.544 

5i 160 33.9 % (3.0) 2.908 20.2 % (2.9) 1.731 

Na 530 1.53 % (6.7) 0.878 0.874 % (6.5) 0.303 

Al 131 6.56 % (9.1) 0.849 3.52 % (10 ) 0.456 

Fe 2550 0.879 % (13 ) 0.604 1.31 % (4.7) 0.901 

Ti 6100 586 ppm(15 ) 0.111 718 ppm(55 ) 0.138 

Ca 430 0.691 % (10 ) 0.111 15.6 % (11 ) 

Mn 13300 167 P凹 (15 ) 0.097 443 ppm( 4.8) 0.161 

Eu 4600000 0.376 P阿(8.7) 0.319 ppm( 1.9) 。 0.170 46.7 % (4.1) 37.5 % (6.1) 

5c 26500 3.09 ppm(13 ) 3.15 P阿(6.0) 

la 9200 17.2 P問 (15 ) 
0.036 15.5 ppm(46 ) 

0.037 
Cs 19000 4.97 P阿 (11 ) 2.11 ppm(11 ) 

Co 37100 0.565 P阿 (14 ) 5目69 pp叩(12 ) 

Tb 25500 1.81 ppm(15 ) 0.415 ppm(17 ) 

Ce 630 39.3 P問 (16 ) 19.4 ppm( 4.4) 

5um 95.4土 4.3% 8.839 91.0土 6.7% 9.408 

-17 1、σ: ele冊 ntalabso叩tioncross sectfon for thermal neutrons ( 10-0:.1 cmc. ) 

-3 -1 
J.i : absorption coefficient for thennal neutrons ( 10-" cm 
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図2.柱ポ拭料(H!F/子 1)中の Eu魂
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み)の環度介布(~.票者 0=被曝表面)。



2815 ニ手久良ムラすキインコ fイ中の放射性á.~-安定コパ/レ 1-

(tL丈理・鹿児島11暴露地包ンヲー勺 o百島刷牢，応」史教J

高島良正，様、考雄~ t~山支曇で下薗清香う今村静香ち宇佐主ニar
本新努てI'd.，点字、手刀悲電所周i互の環境毛ニタリシプl之お¥) "1・特に童婁f手放針他

校桂である 60Co のパ、~ ? ']'、ラウンドレベJレ評価五目的とした。

〔史、駿]

試料rJ 丸升~ -阿でよく見られるニ杖県ムラサ-¥イシコがイを量んだ。 撲取地点

在表1に示す. えたし，仇 ~IJ ムラサ考イ力、イである。 話料Id:主主耳元把革、ごとに

相到的久主主に従フ T分類、後，軟砕き.t~耳又')出し，戟燥，反イじ五行ヲた。
安定コバJレト 1;):)氏よ')コ J言、ルト色抽出し I-ニトロソ 2-j7トー lレ主用リた吸光子も

度法で定量した。 法射、}生コバルト l手，灰にキャリヤ -Ei奈加後，)-ニトロゾ 7，_-j

フトールによる分離)J._y.:'隠イ Zン交換による精製 E行フた後，鋼板上へ電為した。

試料11z.凡ゲスフロー型体パ~ 7 ?、、ラウンドG-Mカヴンヌー(B 合:。、93土 oρ付

ιpll'¥ ) で測定した。

L結果 ζ考案〕

手1'9殻長，安定コバノレト:皇度..4_が放射位コパ、ルト:農度色長 11二示す。 ムラサ考

インコゲイめを定コバルト 11/5-0 "v  J 5-0戸4/k$.生の義副にムリ J ムラサキイゲイ 1;1

-桁イト、値 E示した。 寝類に含よれる金属L量は p 様々な困去によ')"1変化するこ

じボ矢口う kl'1ρ るが¥そのうち一念久きは因子は海水中の金品濃度である o .J与7)(

中のコパルト i農皮 l二つけ可 lユ丈さ TJ変動車て報告主れてけるボ 3 その i変動Il温甘や深

度にさ長肉イ去である。 種手島のムラサ者インコがイ司氏、.イ也1t!'点、のムラサ宍インコ力、

イl二比べ'12倍近¥')船主主示して¥¥るの rJ:I 樟手島内株取党五、の海水中のコ)<ルト

濃度ボ、あ~ )ため乙推定される。

soyd肌リ L1，巨額l乙含まれる金晶量 tY:::.氏、 xb T'ゑわした， ニニでγ11佃イ本

当')の金属令者量 I )( r;1:佃イ本金量){)....乙 bId.定裁である。 さらに個体皇量で両泣

E割ると sγ京 z久‘〉く(b-I)ヒなる。 γ主 1;1:単位金量当、)の金属令有量 Tホる。

(b-I))Oの場令，個保全量的増加につれT挙イ主童量当つめ金属，令荷量ぷ増す

ことにrJ.る。 (bーリく Oの場令111主であ')， (b-I)=Oの場合，イ自体全量|ご肉イネ

hく単位金量当')の令荷量IJ.一定℃なる o 1<.ZI二(b-1 )のイ直を示す。 ムラす

苛イ司令イにつけlI'd: (b -I )く0'1"あ')， よ')，j、さ fJ，イ函イ亭にコ 1'¥1レト均て;農縮され"1¥ ') 

るニ乙になる。 -i注，ムラすキインコ力、イにつ ρ --cIJ ( bー1)三 0 であフ j よ')

久さ TJ個体にコバルトボ濃縮三れて、')gニとにlJる。

ムラサキイシコカやイ中d)6oCo 11. I 。、013.-..-0‘05"0 88-/ kJ，主ーであ')) ムラサ苛イ力、

イょっ一桁あ1刈直である。)去を l量産 &e.(Lì)羊導持校出~で*'1主主行フたぷ， 60

co 1;3:被官、限界以下 Tあった 海水 l二導入主れた放射位コバルトボ海水中のを主コ

バ jレト ζ化学的，物理的!~手衡妖徒に、ìÏ IIけれlずp 海産物 lこよる耳;z_')込ユナの照に

ほう尚¥1;): 匙らずJ ピヒ試射能IJ~ 主 r:..!J ると子提.される。 長1に示す比放射能のイ直
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，1 )ムラサキイシコプアイ altムラサキイ力、イじも狭i可能聞に分布し πρる。 二ハ

ことよ'))海水中的放射性コパ、ルト /1 安定コバルトヒ+~釘状徒に差している ζ 議論
主れる。t::t:-放射能の平均値11./、 3X fO-lf B'd-/s3 coである。 この値を 197?rv

19 }fv if:主の巨額についマの報告乙)ヒ比較すると) 1}13: 6oCoの手i周期 l二従ゥ寸減少

L 1. ¥)る。 二のこと

よリ，この嗣，新たな Tab1e 2. Stab1e coba1t content and body size 

6
0
[0の通米中へ的導入

はほとんと起ヲマリな
Location大 She11 Stab1e coba1t Tissue size (b-1) 

sJ.ze (pg/g dry wt) (g dry wt) 

け ζ雄主主れる (cm) 

〔今考文書採〕 1 3.2 1. 48 0.28 +0.09 
2.7 工.39 0.14 

c.. R _ soyd巴yl
2 4.0 1. 67 0.36 +0.08 

J.門札r.Biol.Ass. 2.6 1. 51 0.10 

U. k'
J 

s-'1) 67S' 3 3.7 1. 50 0.34 +0.16 
3.2 1. 43 0.25 

(/CJ77) 

干通ロ英雄 J イせ
4 3.5 2.68 0.30 0.0 

z) 2.2 2.70 0.05 

~2)回放射化学討論会 5 6.5 0.41 1. 22 -0.03 

害旨集 J P 20之(19~1) 3.6 0.43 0.26 

大 Th巴 figurescoincide with those in Tab1e 1. 

Table 1. Concentrat工onof 60Co and stab1e coba1t 

She11 
60

co
よ

* Stab1e coba工t Speci王ic
Location sJ.ze (Bq/kg wet wt) ()-Igjkg wet wt) activity 

(cm) (Bq/)-Ig Co) 

1. Shibushi-cho 3.2 0.015 :t 0.011 208 :t 6 
ー5

?'~X~~_4 
Kagoshima 2.7 0.027 :t 0.015 228 :t 7 1.2x10 

2. Nezime-cho 4.0 0.013 :t 0.007 209 :t 6 
-5 

6.2X104 
Kagoshima 2.6 0.017 士 0.009 工59 :t 7 1.1x10 

3. Ei-cho 3.7 0.022 :t 0.008 181 :t 5 
-4 

~.~x~~_4 
Kagoshima 3.2 0.021 :t 0.010 174 :t 6 1.2x10 

3.5 348 :t 16 
-4 

4. Tanegashima 0.050士 0.017 ~.~x~~_5 
Kagoshima 2.2 0.020 :t 0.024 311 :t 29 6.4x10 

6.5 0.0070 :t 0.0048 51 :t 2 
-4 

5. Azuma-cho l.4xl04 
Kagoshima 3.6 0.0041 :t 0.0048 40 :t 3 ~.~x~~_4 

2.5 0.0052 :t 0.0063 39 :t 1 1.3x10 

-4 
6. Koshikijima 4.2 0.022 :t 0.014 159 :t 5 1.4X104 

Kagoshima 3.5 0.030 :t 0.019 158 :t 5 工.9x10

0.0025 :t 0.0003*大 8.8 :t 0.3*** 
-4 

7.Ts斗Ku1y11azaki-cho 3.5 2.8x10 
Fukuoka 

* Activity norma1ized to th巴 co11ectiondat巴

*女 Bq/gash wt 
**大p.g/gash wt 

po 
F

、υ



2816 TLDによる緊え時的 133メe評価法

(丸犬理・ええヨゴミえ王累協:~~訣匡府3)) 0吾島則幸，加治俊夫，

高島良正 J 岡井蓄雄、i私岡イ言明そ)同将正記号}台五直興守中島1{jjj，Jf3) 
米国スリーマイル島の尿徒事故l之見られるように，緊急時|訂正放射性尋力、、λによ

る被lぎく唱え、久さむ向島、と広る。 そのため，荻射性五もがλE正しく誹価するニとポ

肝婁である。 /3.3Xe /J¥これらの希ずスの天野分を占めるため p J33×em寄与の評

価ポ最も金零ヒなる。 しかしJJ3J〆とめ測定 iまの難ゲし土ヒ相まフ t，広舗と闘な

把域色毛ムタリングすること 11極め可函難T‘ある。 そこでれ々 11，1t:常 lしト型で

節イ更江 TLDを用いる 133Xe前面iまE珂突し，その方法E確主したので報告する。

/33たの評価定行う際，まずJ /33xeの寄与 (/J3々 の 41主)の肩主主の判断>'j"，戸、

要である。 それに 11 之つの方法ポ~λ られる.
(り 宴1￥る噴き光4志向の線量読』ナイ畠(以下 Lスポンス)の Eじを用いる方法

函1に示すように F ふ発光イキlJ他工ネ jレキ、-IJ))"維に討し 1，;t ~ J¥、r レスポン

ス色，子、し，その程度rd:夜九俗的種類l二よヲ可嚢おヲ可、、も。 そこで，前七，て R号、

虫干エネJレギー lこ持する異誰先光仰向のレスポンスヒじの l詞イ長在京め寸おけI"f，133X巴

(平均エネ lレキ、-st;-ke V )の γ(x)線に隈射主れた黒江る与を先特肉内しス付ンス

じじよリ寄与の荷義的学1 1Yr~く可能となる a

(之) 異なる 7-1ルヲーをかぶtた同種の夜光保向のレスにンスじじを用いる方法

争を光侍l二アィ Jレター主力、ぶtた場合， しゃヘリの持j主 I ð: フィル?ーの静憤 1 形~
Aび、r線内エネlレゼーに依存する。 そニで， (1)ζl司主義lこ照射エネ jレキ、ー l亡討する

異なる 7-1 Iレヲーを功、，kt!:たl司棒の従光体向的レスポンス此の肉イ急"s..;1くム寸あ、けiず

133Xe.に隈射±れたアィ jし?ーを昔、どせた骨三光砕l剖のレスi1マシスじじ t')寄与の吊

鼻、の判断市〈可能T・IJる.

133たの寄与以認められた場令，手を光併の J33Xeに討する才ーパ、ーレスポンスを

補正するこ ζ で正しけ照射線量五かるニ乙唱すdできる。

L実験]

使用し尺素与 lユUD-/IOS(仏504(Tl同):松下電器産業)， MSQ-S( 門~z Si04 (刊)

:化瓜才 70

トニッ 7ス)及び NT L -~OO G (しiF-:根手持珠仏学〉 γある。

これうの孝ふ11洗浄後，ア Jレi箔lこ包什アニーリンプを行，た。 隈射 11n7 Cs， 
60 Co ， /d/工，{i1f実効エネ jレギー /0/，g.q..， 64-， sl..f.， 4/ たすの X~でq=r ヲ

た。 実ねる与を光イ洋自のしスポンス Eじ11，図 Z1，示す構査のアフリル円商に入れ照

射した素寺よ')ポめた。 また，畏なる 71ル9ーをか，)::せた同撞の従光持向のし

スポンスEじlま，回之 lこ示す 7ィlレヲーを用 1)正。

J33X色がス|之よる TLDま3戸内照射実験五行うため気芳P，!A射装置を製作した。

133 Xε 方、、又を封入した気球評ノオの中山広が表面に丁 LD素手を設置し， 133xeの実

効工ネルゼーの推定五行った。 中I¥.;Aび、表面 lこれ、.ける照射線量i正， 133h濃度力、

う計算!こよソ求めた。 これらの値と Lスポニ λ色比較するニ ιて正しリ照針線量

-157一
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に変換するための補正任教をポムた。

〔結果乙意案〕

翼ねる夜光体向のし λitマンスヒ仁左

U D-IIOβ/ t¥JTL -~O 06-について図 3

lこ示す。 比 lま之00kev 以下で明リょう

に変イヒしーている。 7ィ lレヌ一向的レス

ぽ〉ス比定 UD-1105 (銅/7 ') ') Jり
についマ図41こ示す。 イ色エネルキ、、Fーに

なる!こづれ，じじ11減少し約 70たVイ干泣

よ7ほとんじ 0ζ 江フマ ρ る.

気球眼射実験町長官果，異なる晶子光イ率向

の Lスばシス比よリ推定主れた実効エネ

ルギー 11133 Xeの5-4-ke VIこ極めT近t、
イ直であり J J事i去の荷効性五示した。 ま

た} 71 Iレf- 向のし λ ポンス比l J. ~f 単
に小!(d.イ直ヒな')，照射主れた工ネルぞ

一司〈ワokeVJ.."J.下て、あるニ ζ を示した。

133メ巴!こ討して I U D-11 0 .s rJ f.~ ~. q侍

J 門$O-S IJ約3.bイ昔Aび N下L-5"ooq-
11 ¥.0イ告の才ーパ、ーレスポンス E示、すこ

とが明らずになョた。 これよゾしスポ

シスを補‘正するニじで正し、 3照射線量の

評イ品ぷ行える。 また，気球照射実歌時

の 133X'己最度ヒしスポシλとの肉イ糸よ')

， 主主F良平彦氏の 133Xe 1こ丁 LD ~'Ì' '!う土れ

た場合，天気中町 133メε:震度五推定する

方法にづけても枝討した。
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2817 大気中町 85}(r業Jlく昭如5&年'""fl~和同年)

(九九エ・九大理)0向井室戸上品島良工巳

u字論〕
ワ1)70 トンー 851去、不治11也怠ガtエで、あるた的森井、土壌、植物への副凪ホ聴j初、

ふさく、まk柄]建的半減期lまIO，fJ3与と足，較的長hので、大気中!こ放虫されたワリ

アトシーおのほとんピ有ペてが、‘長期間大気中に存止し、凡域対む捜t執散命布して

、局地的ラヲ東だけで~く、世界的規撲の汚染主もヒ与すヒ n オ)れて\) ~ . t員、て、
哉司暗クリアトン-85による線量寺与色調ぺ3白的で、 Btl和51，年か5九州大呼J構内

で大見中町クリアトン-8Sぅ動靭，Uたむ子なって b 否。

主討論会て、l率、官官和5&年が.sBs和昨年までmワリアトンー出勤受おも‘ Jミザユの

う農皮変化から推史し巳抜燃剥再処玉里l乙よゥて 1年間に久気中に放出されたワ 1)アト

ン-as量止がiこ金大気中のワ 1)アトッ-~5総量について報告守~ .また7リアトン

-85jf放ぬされる可有量jl主的あ3場片として‘九世1電力 (i除)弘海魚子力路電片周辺L

で H蜘5~年b 円廿 S 1 年間 fll 四ワリアトシー ~5法敵，IJ!校行怠"")~(l') Z"、‘コの結
呆i之ウ日ても報告守る.

〔測定] 1，2) 

測定J;法i主既に掠告したヒお\)で恥~...~海給電#rでのすンア\)ンナ峰、飛電所
から 1k/yY¥-~y.，_内の i乱下の場所で行なれ‘ヘ\)ヴム問パ lレーン|三湿気宮会0えを訴と長し
て九九 l三拘ラ~帯\)、つ\) 70 トンー誌の現l民主~T怠守し
〔結束_g_v品、考察]
九州久払構内L玄海終電所で測史

しiミ結果主 Fia-.1， ~ ¥こ示す o Fì~‘立
における N，S.T-の言亡号IJ:.サンアリ

ンゲ拠点、左是均してり玉。 円以 1)]'、

5、久気中の年平均ワリアトンー85

議良主計専有 3ヒ、 1981年¥;1:.之o、マ
pωんと)Iq 8ユキi志ユ0，8pQん~ I Ig83年
l'ci:ユ，0.5p仏/吋， \qa仲\~..2.0 、 5 凶~/rrrt

ヒ1J.\)‘ユ ~2 ‘ 3 年のj_皮 l立、 lま
Lんと長勤して w邑h コヒか、hかヲ

た.!i..薄兼亀 f~)笥)2lずのう貸jえ佳l事、

1~ ， 1 rvユ|斗F仏/併と(平均法J誌はユo、E
p~/吋)であ 1) ，九大J構内ヒ同じで

恥、色。次に、厳1時刻再興正史!こよ 5

年間クリアトジー 85i矢渇最ふtx'8ミ久

民キのうリアトン-8'5総量主計等し

k 。乙れ色計等有 ~t め，J.IG半味、と
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晶半l)K色パ~ -rて、つなりてユ個めか;¥ゾヲスヒみなし‘ミれぞれ伺えて¥vワス内での7
リアトンー857J肢 la:-放でιリ、献、、すワ入間|ミヲ校長介、、机i式、生れl二時1)して7
リアトシ -85は婚勧し、業j支庁、一議~16守 3 ヒ U うポ\リワス t デ lレ主考わた。jI6半玉長
で汝虫ミれ3 ワリ 7・トンー誌の与開放虫垂さ R ，南北品半球に存在守~ ') 1)アトン

-8S量をMs，MI¥I )南北大気の交換佑数(-f主主主二め久気』金憂さ単位i三Lる)主kl

ワ1))0トシ -85庁、城主ャ大気中か 5め除えによ勺て或Jトす3割企主主ヒ守 3ヒ、次

め式J力、、成'):江、。

のfvltJ/0七三札-KCMI¥J-!v1s)一品川 (1) 

φ叫s;'φ七三 K( t0N -Ms) -~ Ns (ス)

6ト比dl<ov)1972 ( R6RoJiski， 19門戸町、測えし1ミ7リアトン-g!)の総長!tJ-亭

によ乱lt、丸半球での平均うお支l本北緯33.収福岡)の法良の 9650
/
0で恥つた。ユの

値五郎、ろと、 l~~l 年の北半球での平均ワ 1) 70ト)'-85和tl立20、opaゾ吋であ IJ 、

川NI立刻、6MCl(半球主町大民総量!主 1，98メ1018 trre) t_なる。南半戒で、の平均選良

l率、 Weiss(1守83):S斗〉のデ、ータ左用¥)~ヒ 16.33 pC心/併さでもあ 1)、Msl主32.3Hu'
ヒt目。 kla:南起角半球のえ気交換時間La)j生省長℃、恥 1)、1:.1なユ年(Po...'T¥I悦七ier，

19 rro f~用\'I t:::. 。伎コ之、比 lま 0・ 5 で払~ .)宇論で述ペヒように、放虫さ仇長ワ 1)

アト)'-85のほとレピ有ぺ1対、、犬lえ中 i之荘去す3ので、減慈キもはっ¥)アトシー邸

内側通的斌革め為ミ考，布れ法、よ n コとにな否。ー与晶 1) 町戒表争~1a:. O、 0 らえ 5 で

t~o 
民人k町佐包U)。刊に村入しL/981与ぅlq82.年)198ユヰ→Ji8;)年， J~~3与→ 1~84年

U蜘民計等してオえめ1三仏tv¥N，ト1s左友Iに示す。なl力、5、!牛肉ζ放良され3

ワリ70トン -85量はおよそ S¥V¥U-であ

リ‘ &:λ安L中町クリアトン-85総量l<t
約?斗~~ヒ思われ~ 0志1之、 NC，R，P

85 T口ble1 Annu口1uUKr Dlsch日rgefrom th巴

レitマート(N 0.4-4-)によれl主、燃料

の再興蓮に与、て、燃時1トン当リ約

5Dooaのワ 1)アトン -~5hψ祇良ミれ
るヒ報告ミれておリ、ユ町住主用¥)~ 

L、年間約 1000トンの燃料r、制巴珪
されてりる〉とになる。

か考文献

Reprocesslng Plants口ndAccumul口ted
85 Kr Content In the Atmosphere 

YEAR Q(MCI) MN(門CI) 門s(門CI) 門N+門s(門CI)

1981 6.31 39.6 
1982 仏88 39.8 
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2818 1 : ¥ 1 泉 効 計 に よ る地下水中のラ戸ン含有量の連続測定(続 ij)

( rfP大 理) 波多江一八郎・ 0 村田泉美・菅沼英夫

1 .緒言

地震発生の前後において、地下水中のラドン含有量 lζ 、変動が観られることが、

報告されているリ本研究施設では、 1 :¥1泉効計によるパッチ法での地下水中のう

J 含有量を 、 県 下 各 地 で iJll!A:・している一方、つロ-/ . 去 を 用 い た 測 定 方 法 色 検 討 し て

いる。前回!主、この 7 :: - 1:去によって、短い時間間隔の任意の時刻に、測定可能な

方 j去を確立し、発表し t.:。今回 Li、そ の 方 法 で の 、 装 置 や 測 定 条 件 に つ い て 倹 討 を

加えたのまた、この 7 口 法による連続測定を、本研究施設の水道水について試九

ているので、それについて志中間報告を行う。

2 .実験と結果

【装置(前回の要旨主主参照)の検討]

( 1 )パプリングの気泡サイズ

同じ通気速度において、パブリ J グ穴の大きさを変えて、気泡サイズの大小によ

る、ラドンのJ5;g出率を検討し t.:。

-1 ';ング穴 A: 直径 6 m m のもの 1偲

B ，， 3 m m のもの 2 個

c パブ 1 ング球 I 気 j包サイズ推定~ 1 m m 世)

気泡!:t小さく、多数!こした方が駆出 Z容は大きくなゥた e，

i 2 )注水口

注水口を、水面の上位 !ζ 付けるか、水面近くに付けるかによっての駆出 1容を検討

した。その結果、注水口は、水面の上位 !こ付ける方が、駆出率が大となることがわ

かっ fこ。

( 3) 1 :¥1泉効計の検電器部分を、フ ロー中常時装置に装着して置くことにより

電 f互に錆が生じる。このため検電器定数の値が低下する。これを避けるため、関定

の I宮前!こ電離 槽検電器をとりつける乙とを試みた。つけた直後からチャージし、訟

の動きを読む 、 と 、 検 電 器 を つ け た 直 後では、測定地が大きくなり、約 2 時間後'こ定

常値にもどることがわかった。これは一定!と保たれていた庄平衡が乱れ、 時的!こ

通気量が上昇することや、検電器にとっての混度が急変することなどのためと考え

られる

【測定条件についての検討】

( 1 )気温の変化によって、測定値がど う 変 化 す る か は 、 連 続 測 定 に と っ て 重 姿 な

ことである。そこで、電離婚を恒温槽につけて 20 "C ~45 "C~こ暖めたところ、グj

定値は温度の上昇にともない大きくなり 、値のばらつきも大きくなった。 1 1，!見~ 7); 

計についての基礎研究で、湿度変化において は 、 そ の 温 度 が 一 定 ! と 保 た れ る な ら 、

温度の高低で測定値 lこ差は‘ないことがわかっている(未発表)。この実験で~1、温

度発!と伴う j!i'a度の差が、大きく影響しているとち考えられるし
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[測定値の検討]

この方法で測定する放射能が、ほとんど 222 R n と 218 P 0 のものであることは、

Îi~j 日報告した。これを再検討するため、 t君臨槽とパプリング槽との聞にタンクを待

人 じ 、 こ の 容 積を 15 6 0 m L - 5 5 6 0 m Lの関で変化させた。タンクをつけな

い時の測定値は、 556 0 m L のタンクをつけた時の値の 1 • 5倍となった。これ

:士、恒 J クをつけることによって 222R n と 2I • P 0 とが放射平衡に近づくので、初

:<E:1立 は大きくなるという予想!と反していた u これはタンク中!こ、崩壊した 2 1 8 P 0 が

付着し fこためとも考えられる心

[連続測定】

本研究室内の水道水は、静大構内の深井戸より供給されている。乙の試事lI7)<iとつ

い て、 考案 したフロ 法による連続籾定装霞で、今年の 1月から 1週間分ずつ、 1

日 3 回の割合で 測定を行っている。また、そのうちの 1 日については、日中 1時間

信の祝定も行っている ο 結果の考察 i:l:年間デ タで行うが、その測定データの一部

'2下に示す。
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2819 
品川ッワグラウンド忠雄シン多レーショシカウシヲーによ 5弛下

水中のラドンリ民度

(静岡夫・理)長各 Jq困1t・。対信幸

1 • 目的

地下水中のラドシ}量産布地震乙組閣関係の事香こ乙ゲよ(~D ちれ τ ぃ杏。ヲドン

ポ特定の有機海域に葬溝口主<~悔する性質 t州問 L ・1. 水中のろドン色ト Il- :I.ン

で柚血し.身離後費先刻色負目えた 4の色 1在』志シン今レ F シーンカう〉ヲー(L S 

(. ) 1: ~り箱分針弘法ず測定する究室訟が報告され τ ぃ st 歩調設イ I~. )り喜納

1:'つM て検討 t朽勾先.①品純 1:.零す!I11事闘の計数非への野響(今ドンの敬迭し

@嘘 23語噴J>0 " 0 p J:量度の計数牟への喜多響，Q)事 J~者賞 P 0 P濃度の封数券への

~響， @lM 泉知討の測定値乙の比較

2. 曳駿

l立をポリ瓶1:話料水色勧 11説り直ち 1:

トIL1.ン色加久在栓し. .3分胡講tLく1長ζ う

した。約 I0必朗婚直後.分線用キ噌ヴプ( I I >.r ~'Yプ交換
i見瓶のキ々ヲグ乏 E先進 Lた芯の) i.JJl~，吃土ニ

fのト Jレヱシ色.警先制の入ヲ之れ 3測定問

1ずイヲ Jレ(ユ o.rJ.) 1:集めた(ri1:t).蜜栓

骨生唆先制色海錦し定。ヲドンヒ生の最支柱威

拘による放射能出 3崎掴 10 ~でピーク I: l!
寸3ので. ~朱水性 200 措鈍今 τ 語、ち LS C-

1: 主り釘激し.始会計数}~乏用い之誠料水 1

!qのちドシの絶対晶浪tr̂'o(oItm) tポわ

1:.。手1=>.試料水 1;.①・ 0・③ τ‘1;，Jιi重水

定問"'. @で I~ 葡犬域内の科 ÿ，]l ( ~t虚偽ユ
。。附)1問日定。

3. 結果

。分散1工事寸 3時閣の討敬宰への動響で 1'1.

tr:b th. 1:同，，'tミト Jl.1 シは ISO租ιで‘ 1¥"1 l' 

jし'1窓口:20叫ずっ分掛ι.持踏の闇鴨志 3

O~今・ 6 o'f;・q0紗 t't. .，てみた.針敬キ

tl準AGL.. 1本目を 1乙す 3とえれぞ仇頼

者な減少量ず見ろれた (1!l2)。

.>j 1.0 . ， 
~ 
? 0.& 
の
昔日 0.6 

j~ 

;~ O.lf 

1主

0.2 

一一一一斗

抽 出 分自世

Z 

図 1

回

与 5 6 
，~イアル N，.

一~ JD付毎に分担
一ー・トー-60 • 
一←ー 90 ~ 

立

@で Il埠 Ilt噴p0 P~:定度 E 斗s./J.. 'tし.場 2 克質 poPo f>~竃皮左 o '&Is. "" 0 

. 1f 3-/.R.手.t'tAじでゼてみ完(図 3) ..回か;. ìt 敬穿 I1. ÞÞÞDþ~史皮 1:.枕轟し

1:. ~)。ーえ.①で 11 埠ユ~質 t!.添加之し.繁 I S客負:農産主 O. 5 s./_t '̂ 6 ~ hま

でをAιさ也た(団斗)。

@で1'3.試料水色メ九シりンダー lこ方- )\~ -つローさ tt てかちがリ瓶 I~ 特 1_.
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I.ot f !一寸ト-fー」

0.8 

POP;i皇Iit:4-.00守(Q

0.'1 

popop ;Jl皮〔号(Q)

計数寄の poPoP;揺ら庖依存佐

計
級
学
的
の
淘
対
強
度

0.6 

故匙 1:泡主 τd .!tの事事論語、!こ劫す

.ロート芭問、、て~'ê t 金く立之~ ¥) ， 

のJ通りで比較してみた(表 I) 0 抹

，ll崎l二;，'I守るラドシの散逸l主.報，j{_.fX

況 1-:.:.司 Z夫主 ι要。智芭受 11た。

斗. 著京
トILエンぬ蝕喝の.計数非んの旭対

強度 1;1.. 3 0特与にぬ髄L."tい『た場

舎でるワ本日 l-=.I~ O. G 5 ~で他下し
定.恋文験でl:t.ポり瓶の1ft押し τ
』ニ届のト)L..ヱン色川 -1-p JL-~:.婚す会}主
主用川完の7.~， :2 0 mP.~来事の 1:，均 1

5紗零した。この跡!こ$ラドシの散逸

V考えられる。

計数卑の T0 P 0 Pま度杭毒性lま質、
¥.1 ~\"，とれは間りた試料水(水道水)

I:tに. P 0 Pの穂先スペつトル {λ=

3 b 311M) 巴重なきょう手 pl恥")..1¥9フ

ト}しを持つ功績ず尋aして ω事"と E
tf五市.ま1:.， )\~ -i i' Jt... :均り光嘩み増

措曹を周りてりるので‘ P0 T 0 P 't 
添加し穿くと毛計測できる.

P 0 P ).農皮'IJ"0， s 3-/1.来過におい
て l事ft.~釘敬法定聞い ã ~ t~- てをなし 1

7とめ.~声~L. T:. 計数~色咽る!こ 1;)'. P 0 P 

色 I. 0 o.1t !'よ主加えれば+必ずあ，定。

工M泉知計'LL.sιによる測定値の民

事まについ"z.l~. L Sιlに=主畠場4舎2の走か鴫
工M泉ま拍免ま針，t1-:.孟喜より毛¥1ずれ多奇勿P今d

さ tりF岨泊ドが4縄署ろれた. とのことにづりて 1;).

さらに鋭知宇検討か必零ずあると考える.

5".参著会?献
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フドン支度 (xl0-10 (.;.(i.) 

1 M@  L.S.C@ ⑤/@  採 7.K状況

9.3 7 6 0.82 泡立てる

フ斗 7.0 0.95 音争力、 Lこ

7.8 6.7 0.86 ; 

8.2 7 I 0.87 ~ 

巴ユ 7.9 0.97 ロートイ主同 l

斗

1 

工M 泉効 E十の測定住乙町J:t.較

rd 
;z. 3 斗

PoP~:tJi1. 1M) 

計器弘幸の POP;濃度依与作

/ 
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2820 環境t二台11~ラドン主、ょが長寿命椴松栓の現j広

L合;え久・星'LLRL)O岩田十え丈，回方秀次
桝田J:¥史，d、;t.j 和久， Fえよ正倍

近!if.援最中伺え身t1生ガ‘スラドンとその妓枝稜b よび長寿命η千も -21~ 名古ID 1;ピ

せの系9'1~婦が‘J 凶J5CEAR 報告 l ご j，.， t ~堤氏M謀長当量ど ι ての減馬車線量評価，:: Ji' 

(t J 童劇生 ，~約矢口専の出向t1的絢 I 1" .$ (:.'1(~'-:1""唯ヒがんや幻欄立
正ι商ょ乏し1.;罪、ι樹1じ主tたれt.II 3 • ニれ 5錫殺遁のJ'Iえ11，1裏取え射能持丸
の f 、えの判、てい，初当が打取札われた古リ S の採JÆ i' あ~ 1/'，局化紙同
:ゑl手芸た確立されて い与 l'~心尼l二あ 11 I 婚 fのjll陀持者器等η進歩とあ(/手 7てI ~ト
樽の方法の姐3.-tt-牧‘同遜えの校jf.祈tえ匝的平非ミイキ(::.必 tたてれを‘れρ方;hの通
切与~ft..， ll射され~ o Air刊 ter

ふ利良l二易、 1Iて¥;7.I ヲドシ自身の測定メヒ Lて l 

/)羽生皮L二ろドシ 1rJ[，崎 tt!:.，をの伝ヰ今1M~稜'7Å げ II I宕

与に仇て川(21争伐匂i)のかtt.1}(線ま，イ立 出I1; 
ら悦令乙 L凶花 J似1払ω4μZ何伽sた l以Z 命ふ乙(叫Lむ吋，')布検似そ以A器 i こ ι~ 3'"線 宣」 官一_{C)k印 PU叩

;刻l¥則附1惰惚定服鋲4宜あ宣酌lいユ よいつ てがd倣胡J頭卦剃H骨引'1快|凶点え削Lげ， ~ 角似仏j双泊1，左中伶桝食矧釘 Lは五 . ラ刊ト.刊 D日;可訂百丙J口弓吊1石E;玉i…m腿e
シバ4捕南 j某~t手応囚 1にニ介示、 1 こいと 〈手i'17フゾゾ/ルし併'l1乃'IIIレtレ/f :L;LpJJf円川1
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状LIと;良子シ湾、決のシシテレ /Lヨン・スぷ
ヴいレゼ¥午'_;rt'期のjllえず、tヲドン刀禰集主

成認 Lι。測定lユ包毛今t受理の書長 ltとGf点
主'IJt日，::.向た '1$:えl司什九lがよく?えιシ桜

Zのあ a~g必1手簡イむ島知与え;五f めユ.
NaOH 

手ド〉の長ノ存今締結綾であ~ :2
10176 0宇;ff期

目的ヒ判伐(到。仇)ぽ山ニワ l'1. ( '} 
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NH.QH (pH=7) 
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i義t~J4 ， 1: :; ，:. ~パ:1 1::: '1 ¥1 "l.，1It1f I 帯魚 J ~ ~ ::剛 I ':1礼~i
b種必禍91'\ 、 3 庁捜域伎の/氏舎がの語科判|二~ :~ 1¥ 1¥ ¥ ~ぱi I i 
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ト;..(1レ的ぞ.美淡町の治7年三の陀'C'行クたが:千!I]，ニその，f，{釆tぇ1ι うt:..t~庁T
iつよ 'IRすほの差異グあふ

/~ I 長寿命.210ptρ ついて 11f/ Beじとt.1二地51f急上ず7シf-也シ‘工 1-γ
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1
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2C01 CEMSによ忍無竜斜メ』ヅ苛紙技の解ttr

(都立丈，理) 0渡辺 格 え 佐野 f客数

近年、急速手進歩主遂げて llh 集要旬メ Lリ者演出 3 金品イ汗 :'r..1f.え羽左会u~i
lこ ti友~~之 1 て岳< t うの花面に金属j援Alj1 出 1~ ごヒ~ft¥j市lf: t♂ず J鏑イ乏
で:YIリ[力、 t噌支をイ見わ年いどゆ/ブ03え手"ノク互どの絶縁jJ料仁モメ iリそ Yでを
るまとAの特徴主主つρl)l、しま}{sメり究開知のた単に lユ多殺花1面左?さほイじlh3必
妻fある 07れ仁 l1-ユ浪jよtc， R.. Ship )(:'7 1こぶリ瞬発乏k正 1>fL)l_t介あるグ1) い

ずJttλ丈手ふ℃ぐ/¥0:;ジウLヘを刺)羽しをての l'めソノ 可}t ~λ えも二八Dj ジウ内のメ
h) 有に支1r~倣tl V_ L "(の争勃でィヒ空バズ亀i与しゅぢ不明立五 Yか、。今日 CE:川S

にふリスズ、のイじ翠状態の3Flr現政先，1¥1l~式命た。
〔支駐〕
基板 k して l手ア)~ミ tt ラとりクスを主k して月日ノ比較の巨めi絡化策ヱ?ロム

lj守<400tでk見紙芝色たての引ト、花。

ユ波法[t.Jを;阪を掻{ビス丈 1.0allの水滅液lニ数手?附迭し j でSに塩似てラジウH
O. / ff / 1 ;)，(:i，.流l二浸した。 1液Jt[エ | 
;射;反l.t孟:吸で1反面抱J.i!.L t三イk;えた l 

i'{ラづクHが呉合法Jtc市販，刀lJ1L- I 
イLふ lオ 5-1018 の晶画~'SJJ. l 用 | 
l-' f: 0 ) に)去し jイ邸主イ刷(械の |ぺ4川L

日江イじあみ，ADp ~ I ο/ ) Iに二 j金L(:乙， I 
Lイ〉岬fい川、

担済4に入ih.r:ρ メ‘り'リ/ 『:泌浴kして引lは主 J J混A:引| 〆八川'.'l"，:~ム市勺:-_".~机"ん削ぺ勾"，:.:..-;υ.， :.β吋、γ明r抑J 

亜リ〉級1k リウD..)~主税jl~ 毛ニ i
ウム J ク工ン政ナドリウムの混合湯 ~I

ii主 lこ~îM佐ニ")グ}L-左先日え) q 0 O( I 
|コH6{ニイ系Sj.)J'<' S数分対5数十拘わ l 

閥メッ与をイ1"7 花。 I

それ吃オtη エ必の終了 l r:同点で | 
基板左剖オ水(~光免しん) J.胤乱乾のイ佐瓦CE川Sの | 川

渓測¥jド:t芝をイ什千つ戸 。測定にほ力引スフ口一

型力ウン夕日之河 L可l す々て!空港て内 |よ与、:.，，:... ユバ}
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〈結果)

FíJ ・ 1 ，に l>/Ü}\にJ__~ア )L ミ 1t.
アミッ 7λ基1及および紡t第ユク口
AA24Eイ点の (E川Sスヘ011、/しを汗¥
l' 9 上タ S)II~iニ j5nLdzj法流ての必I'~
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Fig.l. CEMS spectra at R.T.. of 
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[た tの/縁日てPdCf2 溶液てや処理し

七 t のノニ v ケルメッ者 ~I孟 r こ L 在

宅の(いずれ L~-A瓦l工ア)~ミ了 t ラミ
けス)である!l1)ずれモ LS.:::O吋《三
匂ili.示よ t々 1.5，=2H m>>t/5eC {干止にヒ。-1 ; 
をえし l それぞ十L5Y1(TV) J)¥ J. '(;¥'5nωヒ時 j I 
jど仇) l. f:グって処理.j(l}gにおける ~ I 
量流l手込めるれ弘弁フたっ~~~秘イt~
2ク口久につけてのメペグ|、 )Lt J L I .'， -'，__;.y.，:へ'_"'". (b) 

1: )t)司，riであ勺ム ト
F~d' 2.に混合触妓(1あ互)(ニパ -6 -4 -2 0 2 4 ら

J )しミ 7ヒヨミック λク〉メり;有前後の Fig・2・CEMSspectra at R・10f velocity醐 /sec

スぐクト A~元 g ， I司採l二S竹切り竹ω ;:;r:;ぷ;τ;::}bYEitEhL田・

ヒl沖広をれるどークな与える Jfノメ'! (b) afヒer山工珂叫03cer 

寺前後て切スぺクト)~ J)愛イ[..1壬裂やるれな斤つ正。

スズ， /'{ラプウH微賎の機描ιしては〉えみふうに説明それる。まず基板乏面(二

S仰イfン胤令しノっか附イ才ン}{) DJl.弟Lf: SrllK)1 xンによ VPd~的に還元
それ同時に班活して俗世to.t 1j ~!) 

5n([)十悶(IT)→ら(す)十 PJ(0) 

L r:.)1""ヮ I/f ラジウ Ld~.沈に浸 L 1:段階て，'St仰の割合f働 1]し， SH(司の割合f減少
1~t 与える}t ~， COne"Ylふ(幻し-J.~仏グラ 71 イ k を基jれ L I ))似によ

リ処理し I4善、電解メッ売を行 L九文夫・のイL母)I{flh在進i盈型Lのメえ I~'ウ 7 ースイクト
jし}互にぶリ分本lí してけ~J( ， を汎 1=ょAヒ混/含角川お広)1i中ではらj Pd. 1:' コロイ)~\

.~f を L て長リ j 2.ス-'Id: ŜI1 c.I[)ヒ時九企金制 tして勧引され忌 YJ グヲブァイ kに収

着イか刈の減少Y認めふれr:t して MPJ1t池μ!こよいずノ触妓)i-J峨 lよ

?モ)l-フバ内則合合金制 4議~ L J )'(.7) J.kJリ凶刷、if...V)5'Y1げ'ch~貼5午y儲柑，
乏3に主《まわリを広(司イノ1""~ぞ九(TV)イ汗'::" )(者寄フ花コ lコイ|ぐま立1 千五石~ lて
い 93)D 

CE fV¥ S z..観迫1)される麦面tliて甘え!J.i事例宥 lこよリらωl'5""t時の明会 Y量化， ~:
tl冬なえ I .1.5，二ユ乍叫伸次イ.:1"¥立の pd...S'h右告相l正売l二認め 5れ'fJ.jl'った. ~ ~Î う二 Z は
|似， 2恥i.t主角t立腕Jti.妓l正5-n脱却を中lじ放tL I マめまわリ "t.h'~~ó)
J手マ η スス:'( 1[， íV)イι 空雑 lニぁ、おわれたコ o イい ~K で品るヒ老え 5 Âl~ 。
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1) C.R.Ship1ey Jr.，U.S.Patent 3，011920 (1961). 

2) R.L.Cohen，R.L.Meek and K.W.West，P1ating，亘1，5，52 (1976). 

R.L.Coh巴n，R.L.Meek，andK.W.West，P1ating，ゑ主，47 (1976). ~ピ

3) T.Osaka，H.Nagasaka and F.Goto，J.E1ectro Chem.，よ主主，1686 (1981). 
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2C02 α-Fe2.03)  '(- Fe2. 03の表面 1;:吸着 L在 '19Sb のんへ

sはA 従光/ズハ・'ウアースペ 7卜Jレ

( ;r:!i .:t好)o~苦手文敏・守官事静子，岡田卓也・閣支 出

われわ爪 i志田イネ表面 lミ吸考 L花 県 哩

イ卒d)s7乙01 1l9sb 河、 ];1主民寸る Eη 下ξ ノ 100 

II'1S仇の特允 /ヌ 1~.ワアーヌベf クト I l-

~ :.j!I¥定 寸る ことによ')表荷 iミ事 ljる荷主

主的耳目互作間巧、-;~広岩穐‘幕質忠商問 主
z 

d乙年以Ja'1: a~ 1.ア7 、 lてする Z賢官~代、 T .~ 
，2) ~ 50 

けるず、ノ今回，;:t以-Fe、οE 否 TN' ~ 

D -Fe 、 ο~ ，二円瓦者¥'G 叶 51:>止令 1::勺 2 
けてマに穿衆共存下，，，::"'民自』アる i"， $';4 '" ;~Ij 

空間帯，古里E 鞍 i吉寸る.

男宅担特"ベsb旨十，;1:.0イー Fe~03 ノ ト 。
f'e，. O'} ，:ホr\マノ ß~欝t'\~~1 でよく啄『

着 Lノ 中惟以上て・'吸着専l工会、男女，:誠少

2 

1¥9SbS寸

町口忍者

( 1 """"'1') 

cメ-Fe.，_ 03 

4 

司、ーひ一_oj04
今

fH '+てーー

ロZヲ言 Lで

1l4Sb s'寸町

"?t.)番

付品γ)

10
3 

10
2 

10 

c> 
σ3 
E 
ι3 

てコ
><< 

ーする ι 右」二 町岡山小 F包.，_o3.的場合町 R注者寺町¥，，1-¥依存性1:?f.す. @ I工見 3れる£

う l之官惟tf~)l で吸着\ 'G 1 1"15 ¥:. S-r ，まア )L 苅 1)性側 γ主眼着，l"椙炉、 l d)'-'t¥)，

ヲぞ7て/スハ"ウアースぺフト IL司，J¥lII'iE¥ま前官て「言命令'1''''e鞍守 lTo!奄¥=o.s-........汚豆町子つ

ロL 定:-a主ゥ令テフロレ恩司

窄器志向、 1'1'行司 T三. 三 z、容

器中，:::鼎抱特lIiS¥:.S十両 O.2.S

胤 "Q d.""，""吉L.;UI宰煮を X リ

T H を調整 l io.同士cf..-Fe'L凸 I (6) "¥  ( pH 6.6 

5台，;):ト Fe...O)目 指末吉則 叶 V 
文 3口令間帯ピろ l('"q忍婿τ 100ト柑岬制札 〆抑制叫州

せ官 P H を :~II空間的す粉末~ ( C ) ¥ r' pH 4. 6 

を寸芳三児了l玲させノ B""s::" e);I ~ 

をは収柑'c: l で 114Sfloo¥司/ぇ ::;1∞↑州州、 ，t判的

/、吋アースぐクト IL志会11佐 LiW1 〔日) ¥1 pH 3.4 

た ，-_I"...."， ，，，一日抗
100卜悼鳩山口一 Jdψ州司品

以 -Fe，_O ， 1::: --， ¥ I C cn結果 (E) 、~， /~H 2.5 

芝方図，，， -'1'，す.ーすF寸てに東川 ''!<e.. 

「吉 L i:よラ l=/3〉問，1'下 lτ けん

-t;):7J þH 依存惟~示 L ノ P

Hヲヴ、・低下するとヲセ lτ 大宅 ζ ry

る::.n l;t ll~Sl"S-十巧、 1 1主成寸

る 119S....'I--rと苓噴向日計と

99 

c可-Fe':l， 0 3

-15 -10 -5 0 5 10 15 
REL円TIVE VEL目CITY

(HH/S VS 6ASN目3J
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の 間的 Cγ てEづi¥定 a情合町軟 ( 

巧、噌乃口¥l ¥ Jくでと 1'::汁斥寸る ミ12

1日町(E.)ノ(f)河、"soh巧‘るよ奇 iτ 三

1!i 1 1 P Hて綿巾町耐J「問料lま E
E容E夜間 pH 左ム lナてモ柿巾 II~夜く 30

l円 1な 1) ご間結果l工失 I~ 示 l ごu

R明者寺前データヒ宮市サて/ E 
S門 Sb l!::守~ P~蒲月 J イコf;._ ぢE 挟 Sヨヒ乏42

弓 t 11 ;む L ろヲ毛布市吉令的で耳る= 54 

ヒ 左 l¥マ¥1る E冷え !;hる 三
問料司有;十月理的知県 ""Fl台酌国!==

:::s 
P干す o Il上 lこ.I![パ E 処埠Tf.¥_<rolL._

問料 l三--;. 1 ，-ζ 向精空て“;;:; 1)ノ口 11 2 

在南ノ帯主人ムι 円はで・吉宗柄、ノ新

• 

4 

ロ

6 
pH 

0(-Fe.，_O.3 

• 

8 

L ¥ 1忍l菅1"1:出 lE問杵ノ四/ ~ 11"i:'!完1苧 γ 7-包宮 oo.cノラ 00・C 10カa何 ¥1:宵科『

守工 品 タ で あ る ，加秀1¥ j-;:宵叫("Il 令官吏咳""i'~但写生問料問鳴す E リ柿咋ボヰ広巧 '1 ノ

AムQ， HU> 1...1i哩問料d 両右副司問 1":. Jii 7三る ι 之町結果11:君主面構庄1":.欠陥『少字 11拭

判 1 1.ピ 1内Sbs-rと吉叫叶t'""，-Îe に内問町結合計~3話国守ことを干干し奇書面~"T史マ制令芳、"

t守備 L再ロ，;;'者 Lて II'lSbS十九長m;電 1: どり二宇 hるでヂノ」巧‘玉町一子芳ヒ¥;):ム主 lごt;t:る.

勺ゼ 1::ノ0(-下hο... 1;: II"IS¥:o >十~ Rふ 着 でて T三tτt科1:~窄事実存司下手'1'S O c. :，口一一

加界 ¥t三場官同スピクト 1.... 司

y;:イ<(1'な国 1:::苛:寸目け寸+-C""

l' H '" ~ゑ令せ \7 人若';:時巾司

100ト利治怖k が戸ザヤH

99ト〔円 1) '¥.....-Jf pH 6.6 

私月;‘リがえでられ，月口:醇いより ー

11~$b s:寸酎結合応対J妻イピ kT lODM州、
99~ (A2 ) 'l'". 

ける亡どかoj-，巧、る 19官父宮0"， 崎、~一

以上 1d: 0(・下 e ， O~ c')日号車で 100~治部ι. ぷ糾嶋

訊るが/ 'ú -F -e ...o~ て 1 J: e 99~ (B 1 )、.#:p~ 4.4 

pH佳作悔河，'.I'l. ~人ピ Eし 3 れ!z i' 一

ーずノ 0<. 目、é)~ど下下't'-;a. d ') ~100 守対んl・ Lぷ何持

て 1"): 11"l.sb 1;.，. ""乱若竹橋 lて犬 ?iw! 〔B2i-、戸vt43

ヲ芝 山 る Z 川 町、巨 100lニョ… 一
=わち。、官祭主芳元首~話会7j旬、 / '  

ヰ繁i笠・すそ子場1ム丘4メ 1: J:る是;.-lin 叫 (CI) '¥ω . pH 2.6 

i工沢 1) ろ Z桓!五的羽 ~~tf同 1: 宅 100同点1 3侍4

ど す "'，:j年容寸る。 I '~..，j寸~\.'...:#・-

。ァ， Pl..yo乙k.........ノ 22/
ウ宮'c 01.司 Fe"'03
30… 

是正/斗ワ2_.$， -，_ ) IIfIノ.1.L主主ノ

実主I JoA 5. 3)¥8'ヰJ昏日.1"'("t;:そ全i
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ωSbxズ/，'・ウ 7ーズぐクト/レの測定t-r?ナモン(耳)化合物の

構造j'e'!{?への判決;用
(東邦大塔) 林田

2C03 

ムー鍾主凶Shのメス 1，'ウ?ー動車1付 7.1午 /(eγ(工e=芸+→有=芝+)句 γ船主
ついて観刻ぎれるのi¥，死角メズ Ii'ウ 7 ーズヘ。 7 ト lレの特徴I~ ，(/) 6R/R. .fIi" -9，S)(/♂ 
で，究内絶対値I~ メズパ‘-1 1'-核今十育て最大て向()，従7 て仏嬰.)，生体う7 卜(

6) (雷原ヰ核イ企庄の 5'電吾窓J支の1:イヒに栓尚て鋭敏である。臼)?本内吸収維[司キ0

の之 dI~ 127.ド)(ぜ白斜線中 (z./判例s-リ合「丈き M こE事内長め‘脅場守政川内免 L

'(-t，完企にはゆ鰐(なれズマ 7トlレ'c lて観点↓yイtるのぞ ，rJ[l;拍手相互作用今場1定
感;最 1証券~~る。 ωL り川，ズぐクト lレ ~jf今がらな毒 1;: e2.Z志向(J.I)下 eLZ_Q t.:f:.< 
)の持きや (QeI Q~ く 0) ( 場合 lニよヮて I~ マ M追を~-J.局う ι.fLうこセ司、ピぐ有う。

叫 sbq， jスI¥'i 了ー効~の剃定 lぜ必ず l t '9 '¥守口以・‘構迭r.'続令の刻家JIこ荷動

であ有こ Tぷ元、きvhて日記J 紋々 !'d 要員、血 Sb閣内面邑位敬や臨も位郁対鋭、メヌ 1\'‘~ r 
-叉へ。 7 ト lレ!こ局採~ I~ 反 R央 f れるこピ壬斤、 l 会。2.) 今回 1すとれに級事ご似司-Z:'，~ 

4れ‘繰りlう‘ ごのケぅ之の構造化学ヘ 4 応・用例ヲ ;;;~Iせを械金守 1 た。
z 何5'1:， qメスパ‘ゆずーヌへもクト lレ0)~~え オ--;(4-ンサイ了シヌ社の S6IT7Jメズ

バウ Tースヤデトロメーターを吊 I1， :梯戒の凝動速j養(初土zs...，均 的5-1まで)の手是正 1古

レーザー千ヌ計十之、、行ヮ氏。総延長 l:rJ.N6N社製O) ~ω骨:s判。IJ 1 0. 判例('~を用 v/ ， ~ 
0，)7./俗的γのf:簡の測定にI'a'11イターズトークヌキ土棋の Xe-COz.比例it敏ぜt崩 υ

之エス γーアピークを計数 L 氏。 E混同イ本辱dけì\'ぇ ~1民ゆえ "1>-"<トモン t し之 IS-"'ð
sb/l例 z1てつる k う I~ 納付、 Iレダ.ー(尚之ωが) Iてつめるので， ， sb q令制lご庇じ

て.s-0 ̂"" 1 rO 1M. d-の 7シナモシイヒ令拘材剥モ用'(k 0 拍活長 t 場 tf文体 IéJ. 1 'I符叫メズ I~‘ゆ
ずー動集の 3則定のために瑚搭 Ih 砂，大F正面11~ 工業社桜のクライガ J ニオ議機色、組
み入，.h.f-;:クライオスタ‘γト害用，，'(Z 0 kにオ古PLた。グヲイ才ズタット 4扶料室
下年lて煮体全ねてたま 7てくうため， 2"'3適用の連続?付F宣戦中 tてメズ li可アー

測定例討をkキl首/尋問あ長リ b()けウント/作ン宇IV がら之m カウント/仲ンネIV~ で
求仲 I~ 試'Y' tた(タ/之作ン十IV壬イ者用/。ーっ 4スヘア 7トiしさ特も q べ Z""念 日 間

測定 LI /()，flTJV "̂df))tr町村〉ゆpシネIV~で報革 L 炎。
J /iJ.'sbのメス)¥‘与す戸スベ?ヲト Iレ (/)覇軍イ乞竿切 1二つ 111. 

メスパ'o?-r~ スヤクト lレ( ，本国)て‘ l司，十の達J主イ~~-t
す丹ゃれ1'0..1::0>>暗号以走pとリ，須の進席 4士主 M例て'曜収内

局モ月ぜっつゆ 3 やがI~ oij_Cf仰で誠'lfl L ¥1う。このよ

うな呪収的Icte~~ Q Q~‘正(従っ 1ε弘くりで員、たず
t=期件.!..tlるも今である。/之本勾ロレンツ朗教を用 .1

て方、ソト lf:結果， d=ー1/，0"旬胤 S-I(C"-rZI>><SKω械場『

在宅手)1 eztQ::: 16.ι刷抑 i-
I
I "(:=-o. '1-3て訊 1)、女晶ピ1tl(.)

'r.tぐ合1 てH事。 "1シ今ぞン鋭化拘 1( (中阪:0)のヌぐ

グト lレにほ Sb3十のピーク (サイト {l¥'/持 tイゑ定 L1.ハ。
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ラメーターモ卒、め百ヒ f:::.ー/'2.(/..州州$-1)e2.'t Q ::= 1 S".μ4I11f15"・I) 句 =ρ.~φ) のイ也『て f 遁j襲
。州出げの近傍1てDs.旬 ピ ー 7(d ==ρ.2州.f-I) が''Hられラ。ニt.Ytl古老勾 5イ'101う，

$1，肝によるものであり、従寸 Lsh 5'+司設佐ti"・明ちがであゐ。こ内ように Sbq及予価

内長引 I~ 有動てあ奇ので‘ 1 こ叫守諸I~ rユ今毛ンq劇化JLぇJをイ平寺う併殺拘管等丹

獅ま」にた同で'きうヒ~‘ vh イ1 も。ー才 f 主/}\令句 5b3十 I( つれてI{~メスパ'→了-Nヲ
メーターは 1shz OJ内斜才晶h・1主方品訟のいすlhO):t ~ t t ~更な 'J 、従 1 ¥.これ

ちの Sh止の中tI)Sb J十'r la 要令もイヒ予 6~;ftt ， τ あるこ也ぽ推刻ざれも。
ωEtTA錯併lご'1 II1 I今し'/7"1'~ン IID 酢闘 (H'f eμa.)主郡佐吾 kす3

(SbCHe枇a.)}zH:z.Ot司 Sh3十句 SS之J~\1L 脅討す民主体化予6'')1 ご
;:~，I生 γ 。二久 ~rf\. 立金争社宅令め t 乏角両錦司Z の楢E主ぐ羽
毛こピ 17¥長，0'-)I-hて川、-メ叉 1¥'‘→アースγ クト tレI宮 1こ

内皐全't-従 Lて‘ヰ図 lご正可よ 71:ヰド討結:( o =ー/l/..グ/ 吋旧白hdtamo~j

世1~也，)-1 ， e2.'tQ=: (1. 7--陥 5-1I "l.:= o. zr )で科 1J 、~主 tt争対 ;3154hh、 p M F V  

6'¥' l'駄遁・|をそも 7て u るこヒを示 L1. L¥ るo sb 1ご臨佐 l ~'20f …ムノ
1. L'令レl之令与司結晶水氏 'nh.た[Sb(Het:lta.J]-t"ぽ Fゃ1若δ1. . "'._ 
l <-.曜大 lI 0 =ー 13.'11叩 J1作 Q:::13・M 凧 S-I，句=幻/吋二¥に ff  

γある。とれ{司法品)k司脱艇にJ::1 て引き起こぎれた雄 90~ 、叫叫f

迭をめぐ仙の弘主司~~~何 1.1.i-t>(場大し、削剥ヒ:学的 l こ ' -20 了15 -10 

よれ:t~.í 1::::'令 1f:こ日不 Lていう o SbのεDiA結保 MOよ区日:二 OF

の稽々 の l'11..-1Jリ金;t塩のズズ 1¥'‘ゆずースヤクト iレ1，つ Sb仰ーEDTA.COMPLEXESAT20K 

¥¥ <.も鼎味均 ~J主泉モ特1. LIるデ
(J)ディト才力 lレ/ぐメイト鋒件につ 11て [Sb (52. CN R:z.)3 J (1(= (2. Hs) (言 5b3t1)¥" 6 'rの

流撃を恥 1ごJ¥(ID体的1て副ま此，三つ q短申， L' S，ト5 、鵠をトヒ三つの長 ~15b -S I~合体
も土体化号的lご;;:t，1生付弘主電主主t1)¥'三ヲ列長 ，，¥Sh-5:結合内晴lご持佐すると k町以'i'X

線解祈よリ推定ざt.f帆Jれt'( い布 e本図伺吋4非ド吋絹称;なズ勺グト lルレぱ 1凹叶「よぷぷJ'H'l E;コLふ…比;以ぷふl

J刈の推定ば五引1‘い.ご汁た壬註朗可刊る o i附 5訓凶附ロωi附ムkJ巴3門胤Y'a.f ~ 90f州ふ "、r伊ぶEζ;;ざ
計寄昂1ごよ lリJ，;tギ之どt的られ沃メズ川了 rづ/ハl円。ラメ-夕一凧氏R=剖倣~ ~ 80 f作f"昆M川ぷ
仇:正==-flI.. JCf ) -e2. ~Q:= 6・(/..; R. =正法:r; = -(t{-.Zb)作 Q i 70rいJ川fJ ニコ
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2C04 有J機ずンサ七ンイ白令杓げ~/Sbメえパゥマー分九号的尉えJ

(五千立久理) 0矢ネ識人・三昔前t，，-.法換や塾・キ1f.5，よi主
(朱押人 i{) 刈l司占有例以色

~)今フキAJRss外 nμ刷ム lム β渦吸いよ')!).!，Sbの?ht町活サ成金状態をM1，

.37. /ke"V ~ Õ緑色扶止~ l 、切の紘鴻1:'J ~。いふ'Sb ~ ，枝問拠1:イキう角
効キ経内劇Q")$']令.6R/I尺 1J.、 -9.sx/o-J"け m絶対値 1.1大と<..，メえパウ 1-人

ぺ7トIレを紘}I'll、教H.4シフトよ 7そのイ心引五位1~対寸~ ~匂鬼主将!} 1':. IJ角会11~
を、 D。牛苅免1"'(J.‘f?3S I， Xl 笠~ d) -.i主的7ン今七ン (γ)必令物1':."'7ぃ T、メ人/ミヴ

7ースべ 7ト/[.， ~制j l、すン村ン私位置でη電子状終!日、、 T取れれ。同吟
1:"， @eAけの'H-NMR.t:: ~'lえ l 、イ乙倒却!こ司、、 1J. ')多く的知仇J4ょうい t~ 。

〈久験〉ノ長崎えて l司、、(:iン今七ン(旬必令均，ん$bx). (疋=cH.i)c"Ht ; X = F I 

α1 Br-1 1， N 0.3) 1.1，え秋山~) l:. ，司殺1-:.I l i:熱似1f....方品で令>>¥1 t....。判 LI正
(cHJh$bBrlについて IJ，乾珠J--t Jレキ1・・ョゥιメ今 Jレl二当量的マゲキシウム t持
l司ことれ役、ー/o.c1工保ち包がらJ分間/告をのム塩，'{'61ン今七ン1:.bロL7(cJ1ムSh
i しこれ tLーす Iレ上と'd 1-:. 主~l 泉寺一
エーテル品殺を加え1(CHゐ SbBr~ の色色必般t:. __J -L..・

4号t~ 。塩化劫、ヨウ化物 6 同夜町れまで得 fL 。 -vv|開町、

フヮ必均11. 仰.3h$1BI'"ュ永ゐ長 1-:..1 ゥイ白銀~va 92~ ~ 
え、臭ィ'(，~ t:う ~ll (工法.まUI司lTJ4fL. 
メλパウ 1-λ ぺ7トJ!，..11)制定1-:.(.;1， Jt.iv， t 脳

¥ 1 C〆山ぢ110.iを問、、 ，w1.~ぇ件上と~ 1;， 201く1-.. 76 

必rl 、 Xe-CO，-砂防Jttt~1司、、 1 37. / keV ::;，口口トゅー-

0) 1緯向上 λ ケー 7・ピー 7 を~~'II t..... l主/い三1司明、 -
t文正11.レーず一千冷封 1.....よ司 11. 5吋 t J 

'H-N門R.~~'I定 IJ.， CD~ tv名~t 1 "(外¥EMliF 
T門 St 9}勾桝と¥l-"・ z-| :d 

E7OLv 
く議是 t衡す〉刷，)之.f¥.t ¥.メスパゥマースペ 7~ 
いは団 1f':，ネ 1f':... I幻'-SbIJ. %_+ ，1 ~ ~十町*~ 100~ 冶ん凶 .必辺地点

色t.t !> (~ ~， It~位置 1-:"制怖がわれlfm 11Lj jLム!
?トル11~本 l二分裂するが‘ 7/2+ ~~-励知ぇ 叶 1 ぜ
~-b" 3msι と叫幼弘、、 f工的 I:..A'怖ザ広くな 1 恥 l : 
圏内A誌にけ は乞金1-;'1.1伺t~ .n~へ l iE 
スぺ 7 トル主解析寸~rtt:-， ji~脅ιμ耐え，4'" 叶 q 

J:tとザえJ分113号、、み令1:"IJ.ローレンツ関数mAq 4 4-3m?mm14}16 24 

1"近似でと!>-o....， )まく含~ t ロ F レンツだl~で 組/、 (CHshsbh-A叫
メえ八.う 7-スマ 7トノレ

"，i[μ11， .f正法1-;.1J:司 Tく.!I.お守えでは F 
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43うれf二人べ7トlしを， Clebsch-G，or~a._n .{j-，数よ')子 vi'l とれ~ 31-Jv~t， 1:.名えl(¥. 
g J}.t1) ローレンブ問~í:. 1司、、 T的解軌をす九狗(-;_-0"" .うよくアイザトて'之官カ¥fL.

5hε~o7 l: Frled}" I~ 、ローレンツ )~111..のが l 二よ b 近か(-rl;l， Go/da.n Skii -kArya.jin 
効jk(GKE)主老!l1 7イヴトする ζ ヒl二ι(-;_札、、↑r-ll.nSI'YlI's_ston in te.a r:o. l~ 1:' 
よ b 封建町持柔、乙れが[1 K E.ではなくDii~ぇ件 ~fí.H による対本であ勺(:. t報告l
Tぃ b?)祇ーって 1 4--~奇免 T・・ 11 ， !弘通・!とれ1....人ぺ7トルi，↑γa._nsvnission ìnte~rttl ， 
Gt:tuss-Lefle川 re:>1え持広u.)I':.j ')解祈 lr....。こ的解析 Ii.1.1、L.H. Bowen ( N~r↑h 
Ca.rolina .suta.te Uhiv.)縞朱内角t.1fl7。ヨ 1"うム主役l司¥!:.。特られ t;.メ人パ勺 7

-パうメーター t!I 1;.ネl(-:..・

t. I 1;.児られ 3ょう 1i. I ハロケンの電久合性Aが，ト之えな~ 1'-状、、， 1. S. 町 )~I .l
、点，~- ¥ 1、、ふ MVR. が・負て仏~(1)で μ'$h枚仕草て n屯争丞j長ザ噌加すれ I.:r I 

1.~ ， 17¥*色吋佐1J.久とく古ふ ん$hXュ宝町化合杓1" 11 ‘マンヰ毛ンが dslえ~札i主
主t っ T 、、~ !: ~ええすれ 1 .1.-， 3....才 1町併を:てあ')， 2.軸右や)1二ハ匂ゲンザ結令 1"1 ~， 
!l .従司 T、 ζ め1.S. ~傾向 l.l‘ Sb- xl古令1;'s 4'a.ザト3こと主ホ t"{いし

行i!Q ".，イ直 t 鬼~ l:、特ろ 1.11::"，(~t 1':.な司 T ぃ~. 121 Sちの屯久的咽柱争毛ーメン

ト乙♀ 1J.負 T・払!lc1\で ι~ 2 !J I. t ~し e~五Q 17.問l1 IJ. ， 場{込イペ!.:1 1 s電争

ザ鋭吋街、分布1:.¥ 1 、、 !>õ~ l: ll こ m事与もきE視 l 、とらに d電争 I J. f 1をそトJ') 
b '1ト品']1;'1}~ l:.イ及史¥""(. f電争 η J.ro泊L!I....つい 1;ち L~ こl: 1:1!> l:.. ぇ 3 
方向町宅会審t~j ') 6 1.軸方向町'患を各Af)右が，)、之、、こ tt.:T、 11 、、~ 0 a. t~ 
ハQ ケン m電久ftu皮肉噌加 1-:.イヰ..， '(ιZa ザ大とく~ ~傾向 lユ. z勅右伺ηf電-+

n 訴え少を乞~l 1 、、~ . 

久，.....メ入刈)-11') 1. S. c1\イ昼 t 元手手命 1-:. 払~ j司ハメ寸 JV基c1)'H-N門RバL

I手シフト m値上11)1~}たを完J ~ !: 箇ユ nような直J制守弘聞社ぶ見ら.(¥f:. .よれよ・)、

hOケ-ym吃久f針生/文が久ごく去る t、すン今毛ン枚位置でm屯争率!ψ点'タオ b

ザ?メ手ル 7.ョトン町宅+をA_1.1噌hす!ltいう

J~ 呆が得られ t.... 0 

!./. Iみゴ'b')メスパウ7ーノマうメーター

Compound IS (mm/sec) 巴2qQ (mm/sec) 

-21.4 + 0.2 

-20.0 + 0.1 

-17.4 + 0.2 

-19.0 + 0.1 

-18.0 + 0.1 

-15.7 + 0.2 

ペ
4

1

4

今，

M

1

-

勺

4

q

4

n

u

n

u

n

u

n

u

ハU
n

u

-

-

-

-

-

-

n

u

n

u

n

u

n

U

ハ
U

n

U

+
一
+
一
+
一
+
一
+
一
+
一

n

o

q

4

7

'

n

υ

凋省内，，

コJ
P

O

吋
f

A

U

胃

P

コ
『
，

•••••. 5

5

5

5

5

5

 

-
-
m
-
-
-

ハ
〆
』
内
〆
』

2

2

1

E

2

 

1

E

2

C

B

I

 

C

B

I

b

b

b

 

b

b

b

s

s

s

 

S

S

S

3

3

3

 

内

3

q

d

弓

3

3

'

1

，
、
1

)

)

1

5

5

5

 

q

J

q

J

3

J

H

H

U

U

口
u

H

H

H

6

6

6

 

F

M

n
」

円

」

円

」

円

」

戸

』

{

(

(

(

{

{

 

く支が〉

内

J
(
巴
民
白
血

• (CH，) ，SbI 
3' r-'2 

け

whHJ門
旦
凶

• (CH，) ，SbDr 3'3---'2 

国伺 . 

?i.~ I (CH3) 3SbC12・
U~G 

-6 121Sb Mossbauer -5 

胡.1， 1 2./~b メ入 lぐウ 1- "J..ぺ 7トJレ円

安性呼シ 7ト((A品'''".s向 OJ綿北主婦j
l: 'H-N門凡 (ι§ シアト(丁M，Ct
2事)l:.町内ん

-n-ro ・ハヨ
、，，、
4

zo

，t
 

内

4
nヲ
n

ッ・

1
4
n
υ

、，

，t‘q
，白、ム

τ
1
4
 

1
4
'
n
w
J
 

内

4
ζ
U
一1
-
-

R
J
Q
u
-

，.、、
J、‘d

'
'
n
υ

円

J

-

n
u
-
-
n
w
d
n
w
d

『，

1
5
2
l
7
 

1
5
2
{
2
 

A
官
包

.，
n
p
'
 

'
m
9
-
1
9
一

、Je
n
w
J
T
-

n

h

y

 

o
c
，，
q
 

司

d

・・
1
ニ
o

n
r
C
3
Z
 

o

e

o

O

 

L
m
s
'
d
 

t
、A

・・
0

・・
m
t
・n

c
J
e
t
t
 

0

・n
e
e

c
u
'
F」
T
U
M
H

-
n

・・

V4a
マ

υ
V
ふ
L

o
m
e
c
 

R
d
'
R
e
 

-
e
t

・f

e
e
-
-
s
f
 

o
r
a
V
4
E
 

E

P
‘

w-n 

p

・h
p
r

D

t

e

 

'・
e

，u

s
L
l
t
a
 

e

k

d

b

 

-a司

d
c
e
s

v
n
・1
・1
s

a
a
M
E
H
O
 

D

-

F

M

 

.，
F
U

・

R
K
-
M
'
 

-
a
M
-
-

G

0

・J
l

D

F

a

 

d
-
-
d
 

n
o
d
n
t
 

a

・n
a
e

円

u
a

n

y

y

 

a

'

n

0

0

 

9
9
a
n
n
 

z
n
円

3

e

e

G
O
O
-
n
h
 

M
L
M
S
S
 

-
-
-
-
-

T
G
T
K
K
 

円

U
円

U
円

U
円

U
円

U

••.•• }
)
l
i
l
 

-
-
q
4
3
J
A噌
戸
、

J

{
(
(
(
(
 

-174-



2C05 時五のメス/ぐわア一程紘一~%ーの現，1\え

(帯立大喝。三ヨ骨太一刻 11¥雄一 民末誠、人孟醗和豊中東弘通

(魚北大・サイ?ロ) 醸岡 ，~ (環北丈・帯 田中長ユ
[l;志Cめにコ

メス1¥ゎ7一分光専における異性体三フト急降、メスパゥ 7-l~t寺町北守1~徒、 l之
閑可 3 情報怠与え~ ~~禅，"-童零芯警ず別、オはず是主わ江""- ~ . 

らこれlel.R'l (ゐ多魚川|中ω「
つまり急ほ、原号検 I~ 関与す 3 豊司怠わぢ防走e.~式種ヒ星色状態，，，，，努汁三検電荷半経
の相角的ら差&1}色乙、電ろ状態 1-::.伺守主量可なわぢAt¥ぎ1状態の達、、 1"-茎デく黒う挟
位置 1之芳 It る轍sl電う京震の者?と砕 ~qよ収特ずの差ム|中(Þ.)I.1の績ず表わ包れ~. Iift 
f フ-z. 4九五精霞良くオえめ 3 とと臥 6 よリをれ 1之封魚、可~Æ:.考14態 1"'-舌け ð~き
栽位置ずの 1をき愈霞包~策る上-z..~~常，"-重零写とにヒなる。ヒと 3 か\康号核位置
1こち在施主事包梼ゥの思主にし・乙 S電きずあト手長，a.惨状態 Id.主¥::.吃の原告内最外

検電きの配置1<0.よゥ℃特徴ずけ与れるサ E、最外販電きの主量る数左門ヒ可ミ乙、
ßI中(0)12包Ål~Vls(o)1瓦リ臣官三ずさる.されュ低エネ lしギーの Hl量移 1"，"育代 τ 。、 s 電
号肉普転手~1]'"支配員。 h寵こるとヒじ、肉言障措係主主れが隠さ検イE竃 u、 IT ) t3-怒
色lミ比例守主ミヒ色考怠可 l~、 (1)式 1志、

s ご舎花ZピR付伏Zχ(いゐ~p.).1川山中恥仇九("1仲川nト刊吋.吋り凶ωs

k害き事喰食え3とヒ 0げvずきる.~紘色フ τ固一め試料 lこづ、川、之号畏更性4体宇三フト b'<. 、 肉検竜

寺、影ト穏電きに 1と珍 Itl 時鞍殺の相荷量霞比'É.lll\~1 るとじ!とよ p 、〈ユ)昔より
純金主弐史可 3 こ乙が、ずきる，

世 Te.f) 3S'A:t. ke V M 1量j事巳芳 It ~ 4!YR 1:.伺l 'z. ¥手、今まず 1:::.\1くっすの報.t l) ~n
ず怠され τ 、，~が\末ず信頼可ぺ d直''ð-確把し"'Z..\\怠、}。本研明方、思、とのt;移 f:::.
努ける暑性格三ウト d~内許転中央電きの相対強震比町通|程よリ、 A% も精茂良くギ
めるえじ五試計ち.さ~ 1-:.附 SnJ21hの金色マトリ、y フλ中ずの電きtA.1主につ 11之

比較喰罰 l1主‘

仁美験コ

言主斜は、実北大噂勺イフロト Oyヲぎオア

ィγトーデ七ムヲ-~噴量勺離装置も問、1 刻
表面'tllit廃材1・摩川名各種金属(Av.，Cv.，弘，I't.

$l'¥，Te， ~V\噂) 1-:::'向 1(1民公(，oJ)主 lイ匝イ方〉、

加星電圧2DkVィイ方〉主入 l"Z.イド場LILtqI

ずビーム強霞艮ボビームの1f1左モニターし、

スlぐvタリ〉夕、町第響ち透けた，イオム主入

L iミ試栴 t耳、 守4 メ寺患織~ ~"，~Te もロ及fR~平に L、
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議t~.吸収件にも案件今、yう組長 1-::.枯れ電光メスバゥアー
スイヲト lし ~I\もた。口 1市ーの試航剛、、、環大検
石れをお型。線スペクトロメータ-( 9=trt' <.判V-C'. 芯~4'kV
Ml量玲 1::...，予汁るし、 K，N尿ぴO穂内w車置換電ラスペフト lレ
t J]!\官~ l ~.株虫箆 I手 d，型のザスフロー比例計数種(c.~

104 

ul 

~1 ぴ
，_loc>もい〉色町、¥sil"¥守lesi.々 τ訓生¥.t::..o 線;!:検íh~ t.も l、~ ~ 
'hTl'¥市のスリ γ ト(量I1J量得、得能0，05'私有当)主取り，f-!け、 】

手~~忠の運動量介解能設~も仏oS'メt. ¥.主

Au source 

t! 

F J AA 
" !:¥ ! ~町; I;j ¥ 

/ l  iV i 
I n 1 

/111 
E結果ιd考鞍コ 1022・55 2.5& 2.57 2.58 

図11三金!こイオ〉主入 l完封料のメスバゥ 7ースイアト 図2Nょ::::r;ぷlines

lし左京可。図1よ日、ピークカド左茄対仇τあり、 I ;卒の口

ーレ〉ツT砂ロ制又ピー?ず鰭祈之、を 3 ミヒよリ、守/L-/1".ず置

換 L.巴サイトほ|つずあ忌 L考叉;"-0守lレlレt除<.)1也η首、

棋のスイクト lレも半値幅及似品収強育LZ寄 I~少しの進、， Iユ巧

3が¥金ヒ同棟の謹由 1包よリ可ペ"t.I :zド縫いも解析 l~o 
守/1，..ル 1:.ベ方〉三主入 Lーた討料 1;:関 L之除、回極ミケ伶粟LI三よ

リユヌド η ピーク力、、得吾れたか、、 との場合も置換 1・昆サイト

は単一ずあるヒ考又 L

[r 
0.12 ~ /二

f '00/υZo  

011 ~ ，/ 

国♀ lζ金!こイ才〉主入 kセ試斜の N&.1ÅO~肉言P車喰電 -0.5 0 05lmm/s 

Eテスペクト lレ芝/R可。キ値幅'(l.or.秩o、 II~<(. N工職。、12t?i-τ‘あ Isom~r ShJl1 

リ O執'c.. N 執，~IIT画監L <...、、る t;{';品々の亀l怯I~ 竹敵ず空写力、 団 3

可 T己。解祈可 3際阜、 NI，N1、E、0般の 3本町ピーワも芳夫 z解析しも。 Ou;m.轄い髄 L

'2.'均視台るものじし、 dぅ~~:3I.∞ゥム宮に近~ l I:>..砲の言昔栴 ηスイクト 1レち Zの皇

いによる後7)散乱の帯響辱 lュ室、、，~見 5 れ主力。枇h 同じずあヲ化
観測され主要性体三フト云刊号~4宮め胸像 1耳、図ろのよラ I=- 1J，. ?定。得祈 I手写石、

寸ぺ‘ τ終TL之、、なけが¥白)ざ 1之主ヲ z最小白魚フィ γト寸志ム'l::.1"，よ'J_ A.IYR. = 

。、マb)(10-4 乏絹L と灼値梅田ーの守去ず Á~負~~えめ色 BHapTinS D n値 4ち'k=(

oω工O，O~ )λ16"'，，，，比べ、約2D戸大きなイ直'c..1iJ.. 7 "L ¥， l・

意食iI'iSn 'c.，.6)比最1-::珍川之 t吾、金属K Lリ可?ス中 1己すける要性体呈シフト呑げ、、

スズ '<-71レlレず債の相肉e.7f， 1 '<:-、、ラ寝味ある絡呆か"鳥sれ1e. しかし比鞍 L宅金

属マトリ vワス布、“ケな叶主め、埼丘守 lし比企金支色紙メスlくゥ?ースイクトル主;sII

程守ずあツ討論~I立志、川℃報告可五予免℃苫ち B ・

RetereV¥ce s 

1) S.L，Rυ抑制.:1G. k， SheY'¥Oy， Phyヲ.Rev.思ゑ， 3ユ6 (1'16'1). 

2)B.H~rt\h o...l'\.d R.Schule， Thys.L計十.4坐，36マ〈門り) • 

3) E. H川m~h Y\ ω」門. Rys久vyI Hyp • 11¥+. !2. I 2t.5'? (1刊 3)• 
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2C06 15161). メスパウア戸冷党三五t~ よるユーロヒゆム北合物ρ電子拡勉{二
胡す ~kf究(第 2報)E""Oり成4事場続、lご五'1~仰と伊反応、一
(東天安里) 0ム)均繁場袋佳孝喜水省主

く存> ìt年、尋エ委員イヒ令物I~拘位、反え~JJ怪奇ピの"i7がら主主目ざれ、さまさ7 令ゆ
野で、本<};ifj手"ip'¥):底的今止している。キユL数え柔l耳、戸線{ミ31吾の虚子孫徳島ずのか宇足

lて毒仕す5が、 S叫.ElA， Yb 命ピの元来は‘ ~1'J'ト的 1~~1訟の勝北まえ得、ちとるこヒ如、
τ、、 ~3 。中て. t .EIA( Il )I~持 I~ 字定で" )}(;:事法中r:..f;いて f存五(得る。_.方、 Is1EIAメ

スパウアータ兆五ゑで{玉、.EIA(II) ピ EIA(IfI)の済I'~事シフトが犬ぎく演なる大め、 2 つの減
4七吹台与を P取寝 iく民~'lτ、730 ま尺、 J電子負Z宜的基本以徳川8$弘である.EIA(11)(てつい T
(<t、メスパウア -1.. "'Cl ト/し l之単純示。現象が現われ~k め、)御宇で、が分散杖忽
J~測す~，暗殺 t~専ら hる。このよう抑制款をがIJfl 1 て、われわれI~ ヴヲ{て埠件11'.3)幕
放手ずのム(11)め史跡七五点、を追跡し .E""CII)の3';"'0幅制の減収ド央線化反必lて関与す
3ことを殺寺lK f， 2)。

その後、メスパウア戸冷先ゑlてよる;京待芳元民中の }:IA(JI)、およ r;....EIA(lII)の定量の可能

松戸づい T検討を抑え 1~kが、広報ぞはマオH~t とついF 、水素イ庁ニ援浅の要な
~i射事pkp客;1i_中での.EIA(II) fI)兆路4七述ノ支を比厳{、t:IA(II)主~Et...(IIJ)の反応手衛義{てつt11 

j号家 lk 0 

〈実験> EIA (11);ネ待芳和a布販のEIA2.03 (伴、 9%) t:蟻[~7.痔解!、ア/しプパい脱h
(~d~ ， ~鈴7 マ lし夕、ムで還元! J.ちlてJT称号 lて鋼電liko 超晶6:..)隊長女T1t~尿[，

j司ぃ、照如i皮長{ま乏がラス 71Jレターによりi室主夫 tK。京税キを放j序室長lて議IV-..:Ji
11τ、、捜射をす?なフ Fヒ。メスパウア戸スマアト/レI'J戎呼室柔揖J愛で摂11定IJ< 0偽肩代

I d: 200帆 Cイの ft1s制FJ~)刊い、 E tA F3 ~実4到本与フトの J主導と t K 0 スヘ~7 ト lし
1 'J: 争点8の坂収~ 1みのロ r レ〉ツ減員長叫五定Il解析しメヌ/マウr-/マヲ〆ー

タモ第点¥1し
〈持家と冬場更〉 線;掠iて用いf(1.切らの壊!~Æl式(周 1 ) Il 、非 ~tミ掌紋ずムリ、非
メスハ匂 1-(線のスイ 7 ト/しへの彩符1 1. ';T ないヒ培えみれわ )~21て、病事氷;~
f夜中 η Eu(II0株式料/事みr~ 対す 3 ぐースライ〉
ザ視特化t1'(..1;0-7の¥17頑強度の安A七き示す; ASm 9Oy 
材料厚み 20相手/CI'frl2.以ょでt革命殺挽産め帝跡マ P 
F激.t lえなフ長þ~" 、 @l~示 [t:< 揮を屈で[;}:、)丙
者の高司{くか手リよい F七伊1~I!Þ'fみられ~ f) 主及、

)司戸斜斜l~ つい τ の芽l必孟lま解析の誤差経団
でr 史fみつ、非現!I笠11:友好でhコ氏。親近、
Li CJ..なピ伽v伽の鳥零を検討作ぁ~ t¥"、紙、

斜J雪司州、手令 10判 fj/c'm2.以下の易令11メス )t、ウ

アースマ 7 ト lレの命頑強度 ~J現いて、;京I絡t$
戎坊のÓA.(1I1)のを左此較す~ -:どが可貨をと考え

山 i21.54同吋Ljns 

12 

αT::29 

られ答。 1習1 fS1S，明の吸う長12]乳、
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)周習3に 、.ElAμlA(川11めlり)-Eιωuぱ凶(11似11ト HU-Lい;α3涼象1待f劣客液 (加H刈ベlfウう
のメスJハ1サ 7一又/々マ7トJルし e，f，示f示、す()LμiCαEの添 . 

抑 Iにてよj'1リjげ升肘p¥¥い、ヲス4訴共鴛lてな7 "1ぃ 3氏め、芳1貿

が治教 11吊単丸緩和戎象列泡こソ、 &(11)成づか
の線帰/g''i'J(~くゑ炉、フてい手。この k め\t，殺時
5娘婿針。灯<.G: ~ t'¥'、保婚のJ志向V内需:吋
1;:j¥， ¥E!，¥(IlI)献 に ついて l時併砂州写ふれミ
~ o 

なh'、.Ef.，¥(lJI)-H印、およ1J.>ElA (111) -Hα0今月常持

f幕投1:. 1てお Ij~ &(111)の安'f到J手5-7卜の雄i言、

いずれto. 3.i 0‘1 fYr1fl11/ S (78 K)の華倒Iて;，リ、

，/<.乗イ汗〉5程度マLiCJZの河島仰flてよ 3京統的
7ト妾J七1;;みヒめウれなかフ "0

)盟 't-v亡、，J(穿イ庁シ戎浅の買'i-g EuClI)-Ha-
L.' cf ì京得議決系で・の、失R照字身尉す I~て Eιωぱ(1)川JJ内 5或i量の
緯時，愛お4七E不守 e 縦蜘(<1:1:111(11))減少の損益手4とぎ
れた骨積挽定 í\'J) ~D Hα戎安タ¥.JD-I~ 6 M 

の駒田て"は酸化膨れt_1C1事務ずはないが¥

向 1O
2
門の場令la:明らかに衷な7τ tリ、，1く桑

イ庁〉議患が、高~\) (まピ蟻化~.h..易いとヒ舌月三
(τ¥) ~ 0 使 7 て、，]<.来イ Zンが月割*す 3厳

~tÆ'勤講ρV手存 l 、主反必l d. 、

Er+H+Jι炉 EI，r十免H2.

(X10}3 

~ 
4罰百

γゑわざれ号ヒ者えられる。き k、疎化主成 3μ
[伝AACIII)成砂の実'1判手与アト l京、いず'rh.t団長
2、3'{"示! J<ìJl?待?客乗中旬~IA(I州孟と l 手 I ã:、ン護 0.3
致( '( Tソ、み令の E，r-1汗:/l d:呈い{之類似{ 品内Z

Td七苧的環境lえあるどす盤えされる"

司併で、足矧す材料tfl亡イ含まれ T ぃ~~も落度
の u下動議牝反応、 lて /1. 1 章、、す務管 E 考進、す~ k 

め EUCII)-H C1. Of・ N~aOf 求停案来系 lてつい T も
史駿も進めている。主氏、北照射l亡よリ;鮮毛

5毒殺す I~ I~ 成可 3 ヒ~えられる u; 信ヒ、ラ
ジか/レ袴~}司定する kめ、 ESR 1.五1-:'よ3先

量産比反応、の追跡の追わ希を進めれ1る。

σ 

。
。

。
。

。

。。 fO 2.0 

試料厚み(1:"， :吋/例勺

図2 J:IA(III) -H C.AOt .Li cf (SM)/弾事諸茨(，:.1-よt1

d fu(lIl)<1)訴事時みと面積F鋭の頗係、

護ー
ヰζ ::10

毘

96 
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iまJ長(""̂'"灼

l司3 j:.¥o¥ (II)-，E!，¥ (m) -Hα-uαC，tM);，知事場誰マフ

メ'J.Iマウア戸ヌヘウトJI，.(7HK) 

。、1

10 s-
照射時閣(hr) 

削減北速度はすす3ぽイ才〉3絞め例
o iP叫(11)・HC.k'(6M)-liα(! 11) 
• i &"(11)-Hω(fH)-LiU CSM) 
ロiEu(U)-HCi (10・I間同Liα(511)

ai払 (11)-HC.Q(-WIM)-Liげ(6M)

&..白川初;忠康1事いず恥t1.4>110-1 M 

1)ム)~、普授、$;1く、第4ft回日正4七学会ゐJ料金、京志、 (/9f'4， 4)， 

.2.) S‘恥円制chi，y. Mmai伽 dて芯抑初()f"，工Ra.d/tKlのa{，~り臼d. 仏ι明・ L..e1tリル pr-eSS.
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2C07 
C式-FeZ 03 中 111Cd.. (← 111 'I札)の γ緑角度相関

(哩 A'ff)ポ*吉蔵 0守都文困又'守宮F帯二子 岡田年て

聞き疋 1向、

o再占主町時間慨方摂勧角度相肉君!ま〆ス八“ウ 7一方

光三去と並、1':肩オな核物性的ラ按で';!i月る:>f、ノ物11性・イ己

点字へ町片岡例 11:ネ九'塙めてノ}-Tj1ノ.特 1::- 111士札→

111 Cd.. 1;):親夜半室町土年実足掛ノ カス lγ ード Z了締司ヱキ/'-

ギーフj~'，則定 1'"持直て・/〆ス〆 J 勺アー守光担問C""一平

zワ下で 1円τ 相主当壬する f張安毛オポ?ヒぜ~ヲ一 7なE 干核亥ヰ種重マて“ 3荻A る巧シ

"E C 濯耳玄E町 A什守r同d喧e科 eι己社オ寸ご> ?がずポ，丈"f<:: ノ 持認定歳4梓苓γl崎J 

7有員伺 t守f1晴‘有育奇草哀ガ

われわ+れ'¥.1巾t結協II，/:t住の F友E宝鼠包雄1悔佐符 0<イ-F'官...0)1ニト.ー

プ L花刷工仇 l二勺 11て/ 品引ぞV'-'"ザf.eci-， 1τ よ 「 マ 陸 時 ¥~制定 1丈貫主ァj~'Î?T 1亙〈アニ

-/L""!れる恵三昆 lτ 否、』て角夜明閲玄制定する:: 't:: 1: ):: 1) I 川乙"!，， (← .11工帆〉町内部碓

場 晴場勾配 Lマれマれ <>-Fιへ-f(¥.Jl1s-叫札ワ ωWIω"，，-r・子，寸) '!;夫うをするご

ヒホ‘マ"を 7三-:- ~ 1::: 主的手"ータをもど 1:::lてノ守主]i;J有る 111τ それ以下町低金 1~ d)' 

けて得 E れるデー?~解析 l} o，:-{-"t-ey・討作ι.:t， ，";:勺 H でを興床~る惰鞍1.:.'i号る工ヒ

1 ~ ~ 
1川

+
 4ワ'3kミ〉

24-ワ

去+
~~ ~ Cム

がて"ヲ宝 T三.

界7直停0¥ 111工二十&:.?f:.:容宰巧‘玉0(-Fe，_03新三手間君主面、τ 加水守解約六吸蒐寸也〆氷

室死， l!1)峰0'¥0 )すノ 守長9'で・t¥OOd
Oζ

1':: '2日寺南加熱し IJIτ問主 0(-'Fe.._c> 3柑弓ー中 1'::

私散させ1三:<7'>一七Fを と リ ノ 下 lτ 平す千ι計 -S，Qo-W'"芦j1: よ 1)I 用度相聞を実情 l

Y1のエヰノレギー選))1) 1':.‘ 

間在お苦肉 m 筒ノ支局イ宙開ヒセ出ノ

qワ3-之斗7k守vcr;f)弔フ7スケート-，伺奇

問ス~フト IL 1:' N (ctD/"t)ヒ寸ヨヒ同者

向微分煎ノ童相聞守1教 1']:言日記『下通苫円規

lて

A:z....・q，_......(甘=ヰ〔叫 (180.，t)ー吋(うど，叫
ObS -

/印 (I~O'， t)+ 吋[ヲιサ

ヒ芯ぐわ τれる目 下iフ.;¥ 1::: 4-'2..<:"ι'J;'・ょ

Table 1 Fitted parametersωL.ωO. CI. C2 and the x2 -val ue ぷ '2.0・C 1"-1;-・ 3ナろ制定結要

obtained by assuming a unique interaclion or 

distributed ones. 

Temperature ωLX 1 0-7 ωOX 1 0-7 CI C2 x2 Assumption 
('C ) (rad/s) (rad/s) 

420 8.28 2.52 0.113 0.006 1.30 unlque 

20 10.8 2.41 0.042 0.025 1.99 unlque 

20 10.7 2.54 0.134 0.002 1.39 hω0/ω田 =8%

20 10.7 2.54 0.111 0.009 1.32 118=6・
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[結果] L-C3 iち /l.-C.3HF7の∞υーサ"一
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一方，n-C3T乃/n-C3H乃Z-I&， n-C3H乃の赤外腹IfXco-っか‘104-0仰イ /2あさ定
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2C10 

担体無添加 lIC02/C2H4/Ar 系の気相における放電反応

(北豆大衛生、理研り 0新沢 和裕、 瀧幸、 野崎正志

[はじめに] 炭素ー 11あるいは 14の標識化合物を合成するには、通常グリニヤ一反応が

用いられている。 このような有機合成法の他に直接に目的の化合物を得ることのできる

方法がいくつか知られている。 これらの方法には光化学、ホットアトムおよび放電反応

等がある。 このような直接的方法による標識化反応は比較的簡便 Eつ短時聞に目的の生

成物を得ることが可能であるが分離精製に難点がある。 既に我々は標識二酸化炭素が H

2/N2 系 あるいは H2S/Ar系中マイクロ波放電にSリ有機合成の際の先駆体として有用な

シアン化水素および二硫化炭素を与えることを見い出している。 1) また先の討論会引

にで報告したように 14C02/C2H4/Ar 系中のマイクロ波放電により反応性のある主生成物

が得られた。しかしながらこの主生成物の化学系は決定するには至らなかった。

今回はこの主生成物について担体を合成しクロマトグラフ的に同定しまた反応方式

(circulation system および flow system )の相違による生成について検討した。

[実験] 1.反応装置は circulationsystem としては従来用いてきた図ー 1に示し

たものを、また flowsystem は図-2に示す装置を用いた。 flowsystem では反応中に

未反応の 14C02 を回収可能なように反応系の最終部に大きな真空にしたフラスコを装着

した。

2. 試料およびマイクロ波放電は表ー 1に従がっておこなった。

3. 生成物の分析 前回の報告では主生成物の化学的性質を明らかにしたのみでその化合

物を同定するには到らなかった。 主生成物と考えられるシクロプロバノンを下式により

合成し剖、 これを担体として用いた。

CHョCO、内
CH3 CO ...... 

泣旦江豆2
500 'c 

円
V=

 

p
u
 q'h 

uu 
nu 

L 

円。J凹 3+ ROHマr→CHZNZ + CH3~SOZOR 
CH2

C12 P. 
C払 =CO+ CHo No J¥ 

L. L. ι 目 .78・巳 ， u 

4. 反応終了後、上記担体を添加し図 - 3に示すラジオガスクロマトグラフィによりその

化学的形態を二酸化炭素としてその放射能を測定した。
t p問如何 0'υq

3. 

evacuated 
flask 

ーー→ to pump 

f:i-g.l Fig司 2
traps cooled at-196・cTrop {-40・Cl

F
H
U
 

0
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ガスクロマトグラフ ィ の 分 析 条 件 は 表 -2に示した返りである。

[結果]ラジオガスクロマトグラム上に出現した peak 1はシクロプロバノンと同ーの保

持時聞を有し、更に其の化学的性質は以下に記述した通りであった。

1 .金属ナトリウムにより peak 1は影響を受けなつかった。 (peak 1を分取後、こ

れに Naを添加しラジオガスクロマトグラフにかけても再びシクロプロパノンと

同ーの保持時間のところに放射能が見いだされた。〉

2. メタノールの添加により peak 1 は減少した。 これは以下の反応によりシクロ

プロパノンが変化したためであると考えられた。

t>=0 うご ~ t>ぐ払3
4. 

本生成物は circulation および flow system いずれにおいても生成したが、 circula-

tion system の場合には放電時間の延長によりその収量は減少した。この減少分がどのよ

うな化学的形態に変化したかは現在検討中である。

マイクロ波放電により通常の有機化学的合成法に よ っ て は 生 成 困 難 な シ ク ロ プ ロ パ ノ ン は

非常に反応性に富み、以下の標識化合物を容易に生成することが可能である。

じ>0 _5叩 ~I>ぐ器H3 02bd号3 5 

じ>=0+四ZNZ
一78C ' 

口必 6. 

更に、この方法を l1C02 について検討する予定である。

Table 1. Reagents and reaction cQndition ~記b1e 2. h:国lytおalccndition 

reactant 

14
C02 

anmnt of四 actent

国 . 1 J.tCi ( 5.5x10-8 
1lO1 ) 

detec匂 f 官::0+ intema1 fl(却∞mter

田 rrier伊s beli咽;50 m1/mln. 

∞1um Por勾ak-Q( 2田)
reaction 。2H4 2x10・5=1 (p官 it3y2;D9l9.991) syst，田

5.2x10・九5.7x10-Ar 
(曲目rrier)( purity; 99.999%) t田p. 50 

d∞in副di首uZmEn 
t:l.Ia 0.5~10 凶n.
pressure 5 ~90 to町
output power 80W 

Rf. 1) K.Niisawa， K.Ogawa，j.Saito，K.Taki，T.Karasawa and T.Nozaki， 

Int.j.Radiat.lsotopes， 35，29 (1984). 
2) 新沢 和裕、瀧幸、野崎 正、 第 26回放射化学討論会 新潟

3) N.j.Turro，II.B.Hammond， j.A聞er.Chem.Soc.，88，3672 (1966). 
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2C11 
3He (κplH反応、1=よるトリフェニルメタンのトリチウムイじ

(呆えI<Iセシタ-.';;東Aif) 0犬橋毘雄，犬室政英J 丸ム格嗣，

野川定夫，松周5ムえ n木照十三ノ守屋孝ノ森)'JiAJ威‘
1.演者手1'J.， lLj (冗， ~YH 反応、lニ対1..-('宇息香酸ソチウ《放射必検出2患を適用 ι，

有卒者化合物η反骨'I:Jりチウムイじ1:より生滅した標識化合物の持定位置のトリチウム

め耳ヌリよるみ率(枚射化学的収率)主求、めてすた。またトりフエニルメタン (TPH)
のトリチウムイr.1:.おtIてI"JTP門ヒ炭酸リチウム 43昆令比ヒ宇佐手照射条件E愛化

すせ，比オ文易機内高い了間-3H をあ吹辛l二千守るための条件引鮒して付。初予T

先で、133He仏 ，p)3H反大‘主J利用 LてTf'門 Eトリチウム化し，種々今説桝条件の下

で'tζ放射能やF叉リ込み李主~め仙(?t.，o<.)手iJ支Jちによる結果也比較検討 L T三。

之. O.匂み、ら J‘ρ8(1) TT門(;走素分ヂ庁低 まナ草笛:C， j:S.t-ダ;H， 6、付.実測値

: C， j.j，ω;  H J t、b0 ) 主石英ァシ -r;レ(内径N 制執戸，長す 'tS州航 ) Iこ入れ，

十分厚語気 Lた勾ぢ，ヘツウ 4-3 (C E. A ， 純度97. 7%) 主~/) ~ / b () Tor，.. (心.t

・c)てそれそ・れ定:tA.L.， ?種句託料室 j周製したゆ1)0

Jれう O)dzWトl二之本の守，色香酸りチウ《放射

化検出爆を若看レ， B本原子力耕船'fr<7J J R 1<-
4原与がm丁一八οイフ。 ('lx/f)la..，，_ ω:? Sって"
/ρ分周中性与明射した。県射すみ句 TP門 IJ，
エーラ JL-/::'悲。、して一定量ヒ L，予め一部に

TP門q キvリアーを加え，ょ話周f主体舟春時明TIこ

よV，照射試料中勾 TP門の化守的収率主事め

た。ァ P門q持議!'1 ヘ+サン t溶蝶 kL九シ

リカケVレ刀ラムクロマトァ・ラフ 1 (シク IJケ"，レ

/βρ ヘ之M 骨 tes.ん和，;t:勉呉内径/:81rI.札〆x-k才

/.:?p，帆叫)ヒエタノー lレからの昇結晶法で行フた，放射イ吋貧必2阜の宇息宇酸クチウム

カ、今勾宇息香酸の精製'1，l!愛，ア Iレカク処理，活性庚処理，昇華，おtよμソk方、ら句

丹結晶 r: より干すフた。この持母~!Ç息iF，離の比放射能力、 9 式 (1) 1:.よリ角川主ポめた.

TP門あ、よみ・0/息春酸司放打能，J. ，ノタ帆fp)キシレン系シンチレーター (PPO

'I{).， /)門 Popof> ~./fJt. l J， め-tシレンに本解) ，二，ぞれす子れ/""'-/()1It1.1持
秤して加之，殺体シシチレーショジ計数装置 (f>a..cka.，..d 3之.)$)τ測定した e なお、

フヱシラムシク吻呆の補正 1;1周一系比較、法主用いて行レt 則定荘内すナ教却辛1d:， タt-

( 1，2 (1'1t.)_i3H J Hexa.de仰 t乙 (A例 ersha.m.-) 材交~1~棺埠体ιL て決定 L た。
(パ/)/8土久/)0"-)N=え.タo)( 10"3 式 (1) 

表1. 照射試棋の組成と実験番号

吉永iti::) 20 40 80 160 

0.38 ①，② @ 

0.75 ① 

1.5 @ @ (j) ① 

3.0 ⑤ 

{ここで'N{J:ω 1.， S， J抗械の比糊f.( B:内)) 

J. 表えに各誌料tこち、17る 九 吋 の f車， T f>門/らぬのモ Jレ弘恥よ'{A"T P門の化守的

収羊，放射イ乙守的II){キ比放射能主宏、す.

勺

t
O
6
 



3He(n，p)3H反応による TPM のトリチウム化

実 験 番 号 1 2 3 4 5 6 7 B 9 

nvt(x10
16

) 1. 75 2.92 1.62 2.88 1.63 2.91 1.90 1.55 2.83 

モルl:ti (TPM/
3
He) 171 171 336 781 1893 381 177 21.9 96.5 

化学的収率 (毛) 100 100 100 100 100 100 100 100 100 

放射化学的収率 {も} 29 35 34 41 65 34 42 29 26 

上む放射能 (X108Bqj即日 1.72 3.41 0.945 0.870 0.325 1.51 2.61 12.0 4.47 
一---'--

表 2.

問時， T P 門!こ I~hす"か 1 -:着色。v認められだ. LtJ¥L-， 逆局側梯秋併問で

~‘めたイピサ的収卒、 1 t，いす、、れの試粁Iこ芯・いても /ptJ%で'，i内会ごヒかう掃有1:I会

TP門の分解IJ衆視で'守 φ毛めと芳るられる. T P門め放射化学的収辛11.， TP門';3He
のモル比方、"'A"'"'":?ptJ{) 0能朗r."11. モル比ヒ共 lこよ昇する傾向か認めt?JK，即日一

易相の不均一系で'あるか， 1の僅11. ~tJ教民から約 6 タ %1ニh.んた\
図1Iニ1t. 各鼎射来仲z・ 4号られた丁 F 門めよヒ放射能主 TP 門の妙子殺/~H η発

注教に対して角好救グラフよ z・70 ロット Lt三生の玄出す，比オ欠身t~~/ ;1: T F'門局分争

事支/主HOl婚生殺め比カJ小すい沼大すし この比かいえ之の場令に IJ.ノ・之付多ん0/で-

;;フ花。とれ θめ比放射能の値11:，tLi仏， oi)相反応、による TP門一決厳リチクム

混合物勾トリチウムイじて・待られた低よ y 幾‘づワT;1t与ぃ.図 11:'/;): 比較の作めにも(覗，~)jH
反応、による宇息呑鍛リチウム友及、手息呑駿一炭酸りナウム組合物のトリチウム犯の

データ，才ら lゾ'He(-n， p)制反応による令息香酸，アセトアニ Yド，バ-7:r:ネチ

/レアルコー lレ勾トリチウムイ払のデータ生ホす。周 11ニ示したずータ0)比較からノ ト

リチウ《の反~.卒 /1基質司令勿理的状従f反応、本蕗勾 -1f舛犬írJ: 'C，"/ニ体みするとヒか'認め

そ;れる.

aHe (クl，p)お反応、主用いる有機先合物のトクナウム必1'J， 気相一国相内反応であフ

ても親書誌式キヰ句言島製忍訟f

吸射条件t遁当 sこ量へとrr，
'Lj(九Id. )jH瓦点、による場

合 1:匹敵する払放射能今

トリチウム棒識有機f乙令

物主持るこ L炉、で号， 1 
t:場、射後内標識作合物今

ウト融セ嬉晶であうので，

放射線分解かリレねい場合

に 11.I分実用i二得る反挟

棺識j告で‘あると希乙うれ

告。
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基質の分子数/トリチウムの発生数

基質の上む放射能と基質の分子数/トリチウムの発生数との関係
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2C12 メソーテトラフェニルポjしフィリンにおける及跳卜 1)十つムの及
氏、

(東北大垣)0白格渇r ・作法都裁・者尿管二L

(絡 す;) メフーテ卜ラフェニjぱjしフィリン(5)10ノ1ι20ーテトラフェニルポ
ルフィン1 〉メオ会下ppと婚す)は)Fï~.1{こ示すようにj ピロ_ )~J1裂とベンピン殺
を分千l勾仁特つ化合物て、あIj) NH差}ピロ--)~);裂のCHJを 1 すうよ7J'Aンゼ‘ン須の
CH基の3維の具なる変来水素手給，)妹水素紡合力守存在する。これらの?j¥余と反
銚卜 1)ナウムの島敏氏・ 1J:_.級友、の毒物(1興味カゼ均二才Lる。オほ丁P問中ノゆ
属を対象としたホットアト内'b学の硯判事イ?な作れてし、るか、， TPIフの?Jく煮に対す
る反跳ト 1)ケウム1の及たを街努レたイダj(1:ない。そこでj今旬以反政卜 1)ナウムと7
ppのH-了還すJV9fi:のト 1)十つム分千内分布を求めることを目的としJ その今法
としてのTPPの分前草創ミ}わJ二びヨギ鮫湾海Lこまうける水豹司伊絞殺お~;Lっし、て
般討した。
(叉験) 熱中ノ性十照射U:)粉初〉アPP100m必 3卜le2.6x10伊 αを)1例
8mm長さ50伺 mのる焚アンフツしに封入しy日本原手力研突yfrの3尺尺ーナl号、十jjの
わてイフ央、3分RZ背?なった。照射牧の分析操伴ctJFi与ユに示すよう(ヨ?なっ火。
誠司のーす13(;):，例飽鉛と具にテトラヒドロフラン浴併て還流し)Zn(IPP) 
をイ合成しアルミナカラムて精製した。 Zn(i/つP)jこ1))TPIつのNH水素を除い
たい)ナウム収牽を求められるoZがヰの殊1)lJ:Jクロロ7ドルムド溶解した牧水で抽
出しうヒ:-)し水売を分徹した。この時J

NH基の水素b容易に水と~殺するこじは
lH-N門尽スペクトjしを:用し、で雑緩-してお
リ7 ラビール.?k.-t[~t州卜J基の水素lこ分布
するト 1)ケヲムが令主れる。抽出後y 話料

Fig. 1. Structura1 formu1a of 
meso-tetrapheny1porphyrin (TPP) 
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lìクロロホルムを除長して.~結晶によ崎製した。精製した倒の-~~は) i品マン
ガン自白力 1) ウム7 硫酸マンガンと共に還流してす怠~I自主(こ分解し y 品結晶によ 1) .7傍
観したo r鈎奇跡〉よヒ繍椛よ 1)下PPlf/ゼン主要↓こ分布するト 1)ケウム量をy

11~洋紡TPPと安ノ色舗数万比放射能の差よ 1) ヒロづし1買い分布するト 1) ナウム
量をおうられる。各化合物1溶釈放射能は}よ初ルンナレーショシ力ウンター
(A loka. LSC-700)によリ測定した。ニのうちTPPうZn(TPP)はヲ
20m幼2農をす卜うじドロフランて25mlの:お設とし潟液よ1)0.2mlとって液体、ンンィケ
レークーに溶解さも暗所に敏時間放置して化i学発光を抑えた。安7J色、を酸al0m件2
j乞水は1mI "fr L、ずれちシンナレーターにその11溶解さttた。
同位体交換反応、 日指オイを7精製したト 1)小クムラベjし11下pplOO川?を午、鹸50mllこ
海併さ~ぅ 1m/ ずつガラスγン-;JU:1t入， 80"，H5o

Cのーだう動量て)"，50時開放置し
た。その後クロロ*)~ム5ml ヒ水酸化ナ卜リウム;料率液10m/の入っ1::-1由也管に移しy
よ〈扱った物布同左j刀L駁した。水柑はク口口木ルム10mlて3回うつ口口木jしμ問[i
?}<JOml で、 11ヨ逆抽出し1d乞フ~旧からは1m / )クロロホ)~L-\tI3からはO.2m l とって
液体ンンナレーションかつンターで叙射能をよ則定レfこo

(結果) T a.ble 1 ~~ヲ反跳卜 1) 今ウムとTPPの反~のトリ十ヲム分布を示す。
ラヒン)~水奉の収率は7 謝花水て袖出した日寺の材酢〉方婚す育助\ら求あたもので3
これはう照射347F4と)ln (TIつP)の比働慌の差よリオゆた収奪どー数した。そ
して]このf告は水溶11不利物の収牽を合
んでしる。ヒローjし撲とベンゼン主要の
日差の収、卒は精製しfd拐す下ppとす
J包香齢の上ヒ放射能よゾ求めたものであるo

Fig-・3Lt:，ギ鹸と下pp一七の水象同イ主
体刻級点密室とシ絞との関係を
Arド巴hn'lusの式l二科いフ。口ッ卜したもの 5 
である。これよ 1))この幻史反応の池|生
化エネルギは)5十10. mo r1 

( 13kcQ卜1710/-1.)
となった。

Tab1e 1. Tritium distribution in TPP 
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2C13 ホを低温(20K)国イ本キセ/ンー工タン系にあ、'tる反跳T
t手の反応、ート〉ネル効果による向包lて対する質量効果
(原研て急大工)佐伯正 fí~. Jl. 111 園ぜ・ o宮即W~p' 藤修照・

伊藤労F月・直木賢ニ

1. ]字諭
極イ広温(ヒ管反舟の特色として重手力与的トンネ lレ効果t-:.j る反応、々逸~d抗体て

ある ~~l震の闘湖特要医 lた等がある。祈究手段ヒ L て l付文射線V北 PZ射 I~ J ')反応を
誘匙ざぜるガ j去がある。今|毘 1 ;1反聞とTØR写反たを利用して守七/ン国体中ての極f~
?面化摩反戸:を祈死した。ま 1ミ固体中の T7J素手の反点、は核融合開?をいわ、 ~t る材粋中の
トリケヴムの挙事力!-:もままをに障害保しτいる@最近物、々 IJ771<国体Xe-C2比一c印象J之

おける反跳丁原写夜たを研究し了の工タンからの水素引枚ぎ反(，2を調べRJlj反記1の

1創立体効果(定C2Hb/免C
2
1/Jlj工タン壌環 tJ'" 減少する t~そ 1:増加し最大値ヒ L (tャ 5

のイ高が得られれ。しかし閉じ糸lこおけるけ尿手の場合/jbOど穀容されている。今回
ヱok R'跳下原ろ1SZn'0左折究 Lr~結果、ごごの蓬い I~ づいて知見E得るごビか伝来、ま
1ミ j最低温Jι呼戻f，l';の特色~5í\すヒ足、れれるデーダをイ~t二のて報告する。
2 要再女
筑料，jXe.-Cz比一C2D61亡しiFヒゲ撃の出力、1又を添加し m英知号?にます入 Lt-::.。ごれを

間j:J~ 7t1r1!笑附町の KUR 尿ろえr~~よ 1) 照射しに 照射守ば淑1本ヘリウム刀、予
のゲスを伯雄Zざtl:20 -̂2牛K~-.:係っ「て。務中 l他ろの線重孝 [;;;\8， 3xI0川jc'(r\2. ・ ~eι で
秀家号室 l;;!:2.3 x Id

b 
YI/or{てあフ示。照射千妻、桂成可押l;;tヲデ才ずスクロマトケラ刀-I-::.j:っ

て介析し 1三。
3. 結果l:.A殺害守

j:Rl 1にXe-(ZHb-CD/.糸における7化位向吟拘の木目対収震を工ダシi繁茂iて対して象
セi 十 例一一→ γ 十ぱ (1) 

アが 十 Xε 一一一→ T f xJ (2) 

了怜 t CZH{，(C2Db) 一一一一→ c2HsT(C2.九T) t H(D) (3) 

I(T) 十 C2H/. _E出L → HT 十 c2H5 (.吋

ず(丁) t C2 Dι4叫 L→ DT 十 C2.D5 (5) 

わしてある。水素ヒ工タ〉が主庄内、物τめIJ、毛の庄柄、持構は夜Jt2(1)九(司てJtざれる。
工ダン低濃震にι、いて水系の収量t}"今いが C2弘行けE涛加し「三時"HT[jほヒんど桂
成しtJ‘い事わら巧1その壁効果r;1昇、視伝来る。夜間色夜九て生 L"(-::.ホットTI素手(TうIjXe

ヒ衡実 Lて工キ lレギーを失うがヌ IJエダン k反たして丁イL工タン k水素をlま配するe

J方Zキ lレギ f を求っ「て吋 r マ lレT原手 IJ:低温てもトンネ lレ効果 I~ J.リヱタン k反
応、して1]<.案をl生成、する。反lit'(3) rj' ]'5d6'(4)， ( り lて比パ工ネ lレ千ーを芋 L商工キ J~ ギ-
;1"、y トT夜氏、てめる，ヱクンイ乱程度て、T化工タン震が滅少し，1'¥'リt-.:HT( DT)雪yγ増加

する::t l;;t， T5Z庇(2)のH吃?合性夜舟が匙リ、皮記、(3)IJ¥'押えられ低工キ J/.，-f-及応'tJJ(4) t(砂

か呼加し fてもの k 云える。興味ある事 IJ.20k0 方 jJ~ ク7 1< よリ f" 反此T孫子の脱活性
反舟の初芽、Y設い事z、わる。

円
M
d



l:m 2 Iτ水素子けれ附l二おける伺他州累を例。|司位体効果の媛大櫨が77Kて‘
は 4"，~てある。_，れIJH ~:}の場企の 1Æ(vbゅよリ若しく 1)' でい，この芦空白ヒ L て第
~I二|ま、丁原手 p\'過剰むエキ lレギーを特寸!ミ状態で反jとする択的l司イ生保知*は/卜でい
k考えられる。 ごの場企l三1;;1条の通産をすf化でぜても務号?を受けない。 荒エの理由
乞し てサ r マlレT原和Y反jとしている背¥Hヒは質量差があリ、同イ主体効果る要なる。

ごの場合樹氏埠lてするヒH原ろ乞岡本柔lて"&JÌí:tlJ\' 槻燃~ι なり l司イ立体知和Y な〈な
る。図2，来 lよ')20kで1;1岡山本効果が児られず矯ニの媛由のようにけ r マIL，T原
写が、反1おしているこヒがれわる，低温t什/マlレiJ，末3かい及花、する↑ミめi二l才、号室手力躍的ト

ンキlレ効れれるi呼がある.2の場企1室接定数(長)IJ料で象的れる，
長=drjf合cw)exp(-w /RT ) d W (b) さてて市川lオ工キ|レギ-Wf

持つ仰が‘夜たのホヴン)!"，l岬号ぎをトンネlし効果I-;:Jって透過する事IJ令て切る。 TtC.Hb腕1

F場合を本的Zみるヒ、IllJ判 sec.の短時間で反1たが匙る:t p'\' わか~.
議立Lト1)十ウム必ず力ンの放射線令餅て i主似するTヒDfi末寺め長tf_， l~ おける同 1主

体効家をす闘ペ、字。(今 ヱの結果ヒ今l到の低kを義之にまヒめて示す。 T原手の場令、

H([i)原手iτ比べlてl司イ'il1材味lむトでく、

むしち反例ヒ.T~手反点、の'1í@:1'-近い。ヱ

の玉互い(.1、トシオ 1'-' 効釆以外 1::， 1k系~J
の拡散・才師根等の遁維にあ、いて慎重初

来1]'¥'f7ifしているものと息われる。
(1)託際・土 ，，).~v有・長佐藤令官木; J， f'hys 

Cnemγ 亘']， 1201 (1守83).

(2)イ左(自・主l¥).t'J長・縁者・筒ホ， 工PhyS'， Cnell1.， 

主.R
1
ヲ10'6(1守84-).

表1.Xe-C2H6-C2D6系l三おけるで(H)席きE応
のl司[立体効果の3昆度イ主宰性

T I Ho. 

ワ7K120KI SOKI 3SK 

丸出/ぬ14ィ 1 I 1 60 1
1-2 

乱烏ll..t守主 P，C鮭，2.3吋4-(Iq電0)，

100 

-¥ • ¥ ロ.，・
" ""'-ロ'" _c・

8〉日~:::::~こ238トプ8
0- ./ o ____ 

・-・-・-・一一一一ーー-・
日hone. mol % 

図¥.Xe-C2¥-I6IC.D6気l之恭けるE跳TJ号、き毘i危注目I物
の租州E量.・，20 K HT T DT; .} 2 0 l< 

T1ヒヱタシ;口 3ワワkHT+DTjO}~'1KTít:工タ〉
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表2.ワワKトユ宇ll..均果まf半3水素51植を

.ー司 司 "... -守 'w.，司

T 伝聞rTH (5'01<) 

長C:l.H6/~仇 4-5 1.4 600.. 

附鯨T 民雄T ~h)穂 D

北山/~~ 4:5-6，3 2.3
b 
12円引

100 1 10 

Ethane， mol 01。

図2.Xe-C2H6-C2[{KtIこ奇In&跳T聴与州議sltM
E時lこ肘ねffiut体効票.O，2oK;ロ，勺ワK
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α鳥山，布目‘岩品苛J:P.C ~全，♀引斗 (lq官。).
b.性層a，]:"1，'音崎 "1会，笛木"J'. P.C.!2，240CIQg2) 
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2C14 
酸化リ千ワム中に生9えする卜JJ十ウムの寄在:JJ¥態と
熱了二一リング

(県明) 0奥野健こえくB諭一時工藤博司
1ι_ill自: 須者ら IJ) 抜融~~r団体プヲンケット杭として有望視さ札乙ける厳

化1)_ケヴム(Li20)左対象lこ， LLI-fnJα〉了友応によって生長するトリイトウムの化

単的挙動につけとの研究左京危tYζ()る。こ;tLr.1， "*ゑ融令かプランケ‘ソ卜からのトリ
寸ウム皿棋のための基礎データと日ゐぽ、。、リどなく，白担における反跳化孝の傾城

においとも興味あゐ研究課題どあゐ。
2日持、放出』失h験の結呆1)から T Li20中に生良する卜】j合ワムの久部分(知弘Y人t.)

/J ，真空中どの加熱Iこよリト')今ワムオく (HTD) の化学形て'初日 1~1.支出さ札，廷の
放出i昆程I~Tt イえンの拡散械反~どある乙どが明的、になっといる。しかしむ
がら，力日換すゐ前のLi20国体中e"のト，)壬ワムIcI， T寸 4氏白色だIJどな<T r-~ 
~， c・8在すゐ宇治けむくな tりとが，前回の術c明らかにむつに九こ札らの
奥験結果ずら， Lì20 中に生~する卜 1)ケワムの r- 灰色 I~L 加裂によリ丁す状徒、
へと変化すゐ乙どがす週、されゐ。を乙ど，今回{よ， Li20中に生糸するトリ合ワム
の寄在1x憶の熱了ニー'):ノグによゐ変化左明らかにし，をの変化の検構左照村lこよ
り生9えする結晶欠拍との関連ど考察すゐ。

三ι宝墜: Li20粉末(平均粧栓'¥.-IO)A1Il)はCE朗c/Pu陀往よリ購入し，真空下
〈く 2X ¥0 -S' ToYr )ど税rス(600.C5時期)し，思勃試料とした。試料I~L 厄英露
{ご減庄司入(く lxlO斗Tol-r)し，原研JRR-4原3-*r( t均二4.2X 10

13 cm-2 
S-I )ど1

d:r-T 10分I;，'d:(:A." 5.5埼間際射した。照射レに試料1J.，気験{こ使用すゐま rドライア
イス過友ど冷却保s.レT;:()

Li20 国体中でのトリすりムの存在，;{K態ld:，試料左窓閥系ど重水(MERCK SHAR P 

AND DDH班社よリ購入:市l位体社友 9?8%)に洛解レ，場戒および発生すゐ水素同
位体力、1入中のト IJ約ムけ~足す否乙とによリ決定レに。海?夜中の糊撲は，法体
乙シJケLー乙ョシ力ワレターによリ測定しに。水素問位体rλ{ま，塩化マ〉ずシ
(刊I'IU2)どコーラインゲした了 lしミ 7 力うムくー /CJ6 0C) に占リ同位体介離レI~
の放射能(J.刀スフロー翌比伊措↑叡色によ 1)測史し作。
3. 結果岳よ~')号象: 6 Li (ん α)丁反応，'{ごょっとしi之O中lこ空振するトリすりム

1.L固体中でT十 (OTづ Table1. Chem工cal states of Tritium in Neutron-irradiated 

T-(Li-T)および‘TO Li20 without The 

〈トIT，T2)の化掌札態ど Neutronω 

4与F町定賠jじするるのとt~希号えμら Z 

オtゐ。 15 

表
80.1 18.7 

1 t:: I 警:了ニー I):/ 16 

1.2 0.1 

ク'‘初 試料
65.2 31.8 

主えfJ{ ¥ につ() 

2.4 0.7 

17 

じ重木元?僻去によ，)得 8・3x10" (5・
79.7 1 9.3 0.4 0.7 
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図1(.1，試料ktooocかう300
0cまで‘

の戯範囲ど， 101r閉め等暗黙了二一リ
ングレた時の.T十およびT-状態の変
化左示す。了。あ、よぴ倒的鼠分lこつけ

ては有完t.f変化が、認めら札r，，ltJ、フに。各

中泣きJ)しエンスの試粁とも .150"c肘
泣かもJめOO(η閉C'，丁ナと丁-:vく穐lj

相関関係を持5Qがら変化レ，最終的に

はr-;tK態1.1:T十状色へと変化すゐ乙と
が明わかとなフた。変化のピークは，中

技手 ]Jし工ンスのJf加とともに晶過11.~，こ
乙づトすゐ傾伺があゐ。まに， T十およ

び丁『状態の終了ニーリングによゐ最久

受化量る I 71レエンスの増~nにつ札て久さ〈なる横向にある。
図1{こ示しに丁十およひいT-tK_態の勢、了ニーリンク"の結呆。、ら，ゑ1に示レkト

リィケウムの存在jX15、の中尉 71しエシス依存拡(.;t~ t7) j >; 1こ鰍ご札ゐ.すなわち，

，~~~時聞の増力日に伴?と， PF、射中の試料温度がよヰし，友跳トリすりム l主要性7 二一
リング~Jも E愛げ，足か Ij よこ中ノ'1f.3- 7 Jレエンス依存症を示す。
野田ち3)のESR左用いた，Li20中の照射によゐ結晶欠陥の熱Yニーリシグ奥喰
め結呆lこよリ， F十中 l~ く 0 2ーの空孔に号~J 1個ちてトうりプ之札た定問)ぽ a 勾

1JOO

( 1J、ら識少レ積約J 360・c~r.itLど史全にj月践すみ乙どが明らrとな?とけふ
乙め F -t 宇 I~\ ff) 11物更の過度範囲し図1にホレた熱ゴニー 1)シク"によゐトリウウム

の存在~^~，t)~失イじする温友範囲とが〕政事ゐニとから，両者~，，'m持lて関連レ乙 l ゆ
るのと忠、わ札ゐ。

工了tコト、

iiy、登¥

ロー一一一一一~ノ ムヘALS- PJ寸入 、¥ 
句込

白

100 200 300 

Annealing temperature， Oc 

15 -2 
O.・:nvt=2.5x10;; cm ，_. "':--::'::":~16 -"'-2 
ロ.・; nvt=2.5xlO'- cm 
.- ___L n "__， n 17 -2 

o，.: nvt=8. 3x1 0" cm 

Fig. 1 

T 

岬

、

申

U
口
du
匂
口
3
2
4

。。

ら札に Li之O国体中のト 1)ナウムの喜在

状態の分析結果Eホす。なお，表中の
印~e.rs~主介とほ炭化水素( o-b T) C2Hsτ 
C2H3 Tむど〉ど、ある。表から， Li20中

のトリウウム的存在伏態，特l之丁十お占

UI'T-~alJ中J佐寺 71し工ンスく nυ七)
に黒うれω ことが‘わかゐ。
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2C15 
課題講演

ホットアトムイb学ヲ最近の傾向一一局弘主要城之内 1勾遣にお Ij~
ニの討題

~笈犬7れ守 和;予幅広湾

1. 1まじ、めに

点ヅトアトム仏学(以下 (ホットアトムイヒサヒモのF和寺領域)

I-iAtピ司若林)(ち 定団 1:

示?ように沌Z0) A也の号l司・

技1t'tIj，-狩J::屯勾浸Aをの支(<1:
ある n\‘ 1事)1j_11\・~る。 l か L，

H A Cで視慕される結末 f1¥

4ふれ11':.株雑草z見参司1実抄
'iねで・めるな 'C'の手、支のた

約 J この綾城のこれ寺で勺

争〈のるす灯、イの割 lこlよ

イモIjr野の苅をにインノマク j、

を与える主うな霊牢な亭実
>f'l主要.J~主むと℃のぐ l謂 Jt -(，，，、

1たtえ本他合同舟ヒ勾交う九4

比較的すながっ告ので、ノミ

η 寺、て汁ιHA Cの》可究b"
3乱主イむ t1.， うくの初完城東る{ぜ勾企妻域、の荷史浩 i二 ~p 記号'J~ 主れずtて会争、1.. Lま3、
い危機、~〆， 170与といろふっ HA C 祈実弟件 i亡生じl.~t: ø?争語いと司月え態を rえ
るべtんと (7.，拘 10;干前ぶ')之、を同じ、くする 1副枠外 q祈究清ど協カ l(.す?都内・函略

的共司研究祖織主イ下リ J これ寺で η付Ac"デ-9を特に吃の匂逢母域、Y 勾 l幻1fi;に
室長 E 室、、 z 整~ï.，・李会り ι ，ー奇い祈究君 lユ I J: H A 乙刻、相何な~ .{のでふるが U~;? r.r
1'J之ヒ =(， 1:'，t-tA c.~苛 Bえ活(::' I五今後相{可なる方向ヘヲ研究〆滑走去、て叫めい、 }1え
不11; ij~g 0レビュー眠事をうなの桁実婚内科著作よヲ之イf"j ヒ勾訂~H皇凡
寺、冷布色々主計t骨、判的~&.{~Z 苧ヰス丹に削れいい" "(' ~ (:'ごどを駅詩書L

t いる ;t) ヌド?島南 IJ:ごの 45it?と述でれて、、~ ，1Ì'~勾トピ‘'1 'Jえ勺うち/帰港 ρ¥1灯、が

ら特 lτi匂，~. ~~寺フ之いる引 A C kit.刊本質J't'市A乙け扮+緑化学と町明4空』を申/ο に

最近のいぐフかの話尽を持47すし

2. HA C瓦おの本安(::I羽す 3誌額

き三i工、得税者五7ーゲ、ツト吻曳(::ついて今〉偽有柑 HA c.で I~，荷主弟 q 主な蘭11.:.' l~(仇J
~)五た l二沿 It ~リ TY シヨン〈以下 Rイ直ピ@常利i) 1:' i~l~寸鴻ら来で・めリ) ~たを勾
魚、ト(宣(初期 R{左ーと仇lまホ、γトアトム(::'肉す 3化合t1r吉令句切れながった釣令広、よ

"，"t刀れ之もJ.ぢ I~ 毛ピのフラグメン卜ピ鼻持金 L た宮1) I告を令t、〉主 f写3ごどで・あ 3。

これに 1羽 L ，ぅ事始づ〈Z){ま Rf;!~ 問イ主{苧効果の久きい|手ピネバR R 1，直E友B央 l之 t、るご

とを本割高 L んと今方法で、宙守ω(;~面積の大守、、持珠句イオ y を授梅脂 iこ芝{す 3金
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R佳ピ rl. /'J D，SI/oJ，-よかU f¥.， 1.υ内 χじづイ直を得ムま作品セ本ら (ft.)(eJ. (司Cq苦停で・
~.fを司法液手の物期氏{置のど市平勺少手室。" tI、示、、 (μ'1Q¥、と、、 33れいな，fs肉1担保

を思念し/ J 本 (Jど手三 ~1毒咲 l -乙いきLbfed赤川、アトムE.~ l、RrTEタテ妄ど3手?生角
安.， ~守い，乙プレータと 1 '1..勤手引分予今大きさいふ 7 官、ると |τ ~!iJJ~ ~れ九
二の}う 1-:'，初期Rイ主〆ホット 7 ト《をヒ'/寺〈豆島走 1:京生えb!:JIτ 依存す a.:ど〆ホ

主れ作こど I(J.乏義、がある。 宇品、j ネヌ基月 R(査 0 ，~ê.jt{直ピ瓦向It ~ -';(-(V ~'f -の大d、引;j.~.t.主

[-:.与リ必す.LもみsI弱f記イ未(:'ト、ご之¥;1:1司主的ご Yで‘あリノタ平安全ヲ〈角川生tれをあご
1羽可 ~ttJr~，ゐ記咳淳司政ず -i ム H A C l芝急点梶の弘治皐拐されき.

ポ|二/ 主三 Il.耳械、未HA乙て川学1-::1司設となるの 1州、，/ト及式!.¥'C:サーマ ，vR，むの

さ ~fj で'Ñ) 1) I 通学スカペ Y均一弘孝J 乞 Tし-? 1j/)案内引甲ぷ吃の修まであ?i."，'ノ

メト崎 1 ;1:特 l 亡 RF財遁~~/Jt (示、よぶ相訪窯〕勺童書乙怯(~っき述、ベる。 すで I~ ;弘?}<:~待)

i主主体液報告され叶 t:.t ~ (::)ぺンピ〉づ乙クロヘキす Y，工十 ν 工ーす竹

アセトンノ メタノ - / V与をl系列Fて輔、礎知す 3ピホ、γ卜な I?'/'Jができ J これが'-tl噴ど
1i -tc_. (て主主之勺ユト，)，ν:(t~物( H c..tJ，ζ)-(_N ~ピ〉ザア ε ンイι合物(八JH3 1 0/ll位
なりを盆(!.~ (> ¥' I とのときターゲvトの?畠局主をえて照射するどノ!侍l工ペ、〉ぜ γ

ヒ ;"7ロ"，-t1γη場企dぞ射さ毛特州事不同時、よ初恥(':.，t.フ之宝成物勺ほキ1:'第ぃ、

ゑ川、川かれる t {申、{.， / /令ユトヅ切必アミ )/4じ令物川 1 の4清 1::' \cJ: i品.:A{~仔
/は・16:咋<.，寺九 C{，地主 f) もQ叫.l."l~l.Iï C : Hの叱にたじ・アミン化令抑丹伏字?J，'大手

山家主¥j:ミ句苧支丹、.;)初期ホット友JLサ手続す鼻ピ 1'2ホット f~N 以， C6 H6ぐまた 1;

4 (-{(').)ヒ瓦h，(て乙手伝¥J: fイffr.、テモ51片足u てωlr:. ¥a. NHラジヵ /Vを生じ/;:，夫

1.':これら今ラヂカ IVC¥叫貿守て‘サーマライベ1たどさ才矧牧草す得t己主リノイテjえrfH 
'<:::0・b¥ι時打 1じ、/ごれゆ"t'I~N 11れ、ラジ汐ル Xヲ盟主内O;=;;7<e9な瓦点Jて・・

最、をと向、仇与えいいう乞デル~;f;却1 しげごのれは円 D であ聴い場合
的斗えキ1是{tqデータ η、1-;-"Lれ寺ざれる J4JLかわ 〆ヲ/-/(..;(二つい，-I<J;会く柑丸本

を主ぜす・外IH;，) IイCONH2) HC.N ;Jj、M ・‘i、普の HAJCJ3 ~笠哉(たグミの域合ば.;ft~度瓦
たが|司土です〆メタ/-/1/有身IS"ラダヵ~スヵベン宇ヤーヒな 7 ""2 \1~/)、ノ ユたは

ホ叶|‘ 13A]'!::メ Y/{，vm3f主締(宇f>'-ワシステッデ足元、で・去十カ tれりにキえな義母生

坂吻~~える tí母えらAt- ~ . 存五、I ~?ロヘキ?ン 35の夫美化水奈の所、予ゾヂ技射坊c (::: 
t ~Ã~売す主張分両手 1: h'い"2.:(，柑句寺、以混寄与土れ之、、る?J
3. H A cど才扮払，，<イl'手 (RC)"t'内相i司1:.1苅す 3と Y

持面勺舟告で、ニの号電てゆ1;;1'~女し， 当日の3E3事，て迫、べ・否。(主畝 1，t. 2.J8 a~、)
1. "Hot 仲，、 Che川好守~ Rec叫 T河川会 a.Hc(~1;cQ.Ho )1s 山内向山("1吋むかふenees

""，.1( TIlc. h'l\。ι告が T.fvf a1> (.(u~)ed'J ~ciqn~~" /r~r-. ; 2， 1z_.") I密造，科婦忠君 1 (ヒ¥d?

9息守主l主主)1材 (1'179).; 3. fv1. T~ 'n...k久 I R~d.l.oJ.ふ .11cZà./~乏 1(09 (('1'fi'3). ~ ef.. 

11.5'0，')ぶ， M. FuJt.J.制胤川、Yt¥WI"，t-el"'̂-/ Ro.~c.t...:刷・ A cT~l l1) (2/ (f'(f.2.).; s-. γ:5'菅川内

κTo刷附0...， H. $k;，M a..，丁、l叶a.:tsL( u. ra.， fi a..Jlaιム、州.(lc.ia.， ~ム) ，与7Ct?'lY).; 6. y. S&n言ω"'

1"¥.1二川向，T.付ctfS4U同 1 {(.tJ.ムcんいAciq，ιp同払; 7. y， Se叫ん.Jqs_， I'?d.ゐιん同，Rak. 
~J.心xt.) 丘I D 1 (tc; iJ.i). j g. r. ，S'~~u.: / 1(. tl'a.k4.W> I H、 T~~ Itl>， ι 15..ka.t'l， 工"'.J.Il.Ij'.I.， ~>lr(均.
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2C16 EC過経の基礎的]畠維の府究

(書立え・理) 0渡辺裕夫 佐 野 回 数

/ .犠ち

S7Coのl三C:t史愛によリ主必ず石51(Feのイヒ掌~i也、左乏配する要因につりてはノし1 ま
までいくつJすの混経J提案それて Viる。 1コオしわれ i手)11.}'品す laS'J長cηイヒ引t能左手法
光メス}¥，'ウ?一文ノYクト jレ主観現H;gごとによりノ EC虫色えにもAきつゴを訟ニると

与えるれる邸主主糊してき t:.J:(， '>i CJ) 純見ノト μ 之通iêÐ~ ~J I.tJ lj:. E C埠，iJニ
よリひ芝2具、乙をれる独創紘イt守的過娃であるこ tをp..，品して川るリ o

i:_ t え L~"} s7 co C aCQc )3[ Fe (acα乙)3(こにープし 1三場合ヒノイ~(JJ1ii(llI)kリスア t
チ)レアヒ kナi、倒点にに-7

0 L 存矯告で l~; 発わスパウアーヌペク/-.. )~ 01fntJr 

呉fjj これはEC地免の後進引かれJ._h .f)遅滞在ラけるニ M 一つの根拠ヒ弘丸

れ I IGlーの点スドに .)1~e(aúU)J 'll.:' -]"しttOJt川原射 Lt::.場合lニノ悦メ

スパウヌーヌ々クトルと類似の耽版文ぺク~ )[.， :色与える::t )tノ EC援をの伐造効

果在放射紘イl't崎温抱 tr ~i1R~;匙 lニ t 立フ t 勾。
今@のぷ升'$.で I:J'. J このよ 7~類似~~){どユヱで合4 め占れる)J\ rニク川て超音tt41ヲ

芭のてい) '1のÆ..~を線基 1 ~ o 

ス.支長生
すでに幸え告 Lf:..): :5 1::: I 肝心(a.ca，c)3の点スト盤拡への k-~r は J Pてンゼン却lニ

d'1 G: (WLC)3 ~ >'%娘、抽出しノ Zオll:j， 7~ h引け)1.--?也ドナ k金皆保域悔し 1

〆~eie 司rJx.y 法に工リ}昆J'a 't L ι 5f( ~e (，低dιんのた-Jd tペンピ〉中に点スト鋳4t
t iに溶栴 lt:_ fiノプ怜ie-dry法仁川鋼製L1:-.党完メスパ、ウアースぺク)..)IA毛
タ7Fe.ースチンレス舗を此収A.本kして測定しノ何Fe(ClC6tC)ョ左合む混晶tj:_過当主J紘

受左M，知 !.-1との':5)通告のま遇誌によ芯メスパ、

ウ戸ースペクト jレ主観測し在。

3‘続東l./考県
以前に報著しf:J.31::，;七ス kJr数(111);マン

ガ、ン 011)ノコ J~ )L-J.. (111)のタセチ}レ?1?_kナム錆イ点

の煽合 lニ 11 ノ ~id' )， (:. ff. L f:_ように J .57CoのE. ;，.... 
C境安心で生活す A 巧 ~e の従えズぺク λJレ t) d ，~I 
織し昭射lニ4勺て生式寄るタI長の収収スペク Ljレ i↓ 
kl' ... 類似し1己責自を 1すo)fhの色め l二) ~切 .1 に

はylCcCa仁aC)3をにー 70
しt長(((，C，αch-1ニおけ

五号ざ先スペクド)1--ヒ ，5'l長(仰仇を多t:~e仰ゆ l 

l. t~量!Æ知( 3メ109rad)した揚イ告の砿収ス付 | 

ク)._)し主主t報l1三。 ?;7:i7ごっ:?:::工c;;;ょ:7Mof
~lg.2 ， ði‘ょが Fi~. 3， tご(j， )令臼)司 ω た木ス 1、 (b) 門口adiated (山口9

rad
) Fe (印刷 3出 orber

の侍ikして， AJ. {，μtU).3争よてj¥Cr(CUaC)3 [二ピー
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フ，0'0 ~ f:. 51 [D ((l(Jlι)3 j;' J:州 ~e(Q:[O..ι)J
l乙づ v)ての i司援事比捗J(c1. lてある。

こオ1.，.5の結果力、るわ介石ょう lニy 以前の

本ヱト銘必の帰パ舎のよう iニは)E. C堆生 k
f線』乱射の議イ以j往i主易しくは認めるれい可。

す主的 j i司続受の r仇恒男il:J._ってノ

li~ ， 1，の(b )じ3、し f:スペク l、ル巴易、イ民
の収~メ λ}~‘ウアースペクト)しxa4 め 5 オt
;4)Jノ EC竣をでは l 月.1の(a. )のよう

宮完売スヘ?クh.)レ lニli~，ていな1") D 

このl軍国~ L .5べ~ 'l::"め J 雑々 の 1iZ..チ
)レ í1 ~k1\-.鐘仇の J鈎~~射によ Z 与瓜仰
の分坊をカ唱えクロ -:<'1、グラフ}弘を同 Lぺf1
つt:.jt' i 百bleIに j.r ふうにノ j主万~Ji却の緩
類kのが岡国イ系は見出モオL穿対っ色。r::c
最長J二イ平ラ紙射線イct?的捌援は~同6'1 ~温
41lAえSれるのに14'C) r紘A~射による
相変11.点数凪のをイLき平均 L7 紙泣~J してレ1

ktめ) ~(aC(1C)3 Jtヒくに特徴的立えペ
クhJしを与え3と必屯すれltjS?β{acaC)3
を民似ι:)3(，;仁ー7"L r:競合I二lcf，気j
面包囲固め.9k1~fJ 仁丘北千五民(17mh tO)ιべ
与がの組亘作用f島i撃を)J_ばしてし】芸 tL 
て結果K傷訴えてきょラ。
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Fig.2. Mossbauer spectra at 78K of 

57 (a) (-'Co，Al) (acac).， source 
"57 

(b) unirradiated (..I'Fe，All (acac).， absorber 
51-(c) y・irradiated (3メlO....rad) (""Fe，Al) (acac)3absorber 
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2C17 (銅?豆鈴)フタロシアニン現晶t本におげるすIC令品の及協孝動
ヒタ~~.雰囲え

(呆法大・イじ);(f可 準， 0;申雄日・ 5古田長生

1. 目的

来客らは〈綱， i~) フタロシアニン浪品不乏対象k レてす l \i"金品の及即時勢鮮
明主目指しているがJ 9ト訴雰囲えの影響すゐ困手を才ぐるためiこJ 客足下及び・3 減、
丘下て‘の照射柔軟五九てきた.今回はあらた似版下て‘換す'1主手M.f{実鞍k4fフ

たのでJ この結果左中川こ I~核反応・め予告令など k の比較を符う。
2‘ 長絵
2、/材料のi峨綱フタロシ了ニシは粗鋼プタロラアニシkAト牽緒梨 (/0-1.-/0ゴ
Tdry， .too 01ι)レ訪問製レI)繍織に悲併殺ノ水水中討論イι寸ぜるこ t1-:::;リJ

結晶形乏ぷ形上した。 E初アタロシアニンJ端、託委I~治末 (f!'1， 7~? %) t ()-' 
i9'r1ニト?ルよリや氏、[."同様のJ時季対梨及7)第疏酸処理j-:::Jリr}.形上したocJ...

形の浪Iaは#綿製した4問)J.~両 790 シアニンま-t_の毛ル比でよく'獄後ノ
玲紡織』こ潮干しl 本水中て、結晶イじさせて調製Lた。争混晶抑制真空ライ?中て;
/0寸:..，/D -/， Toげまで、脱えした後グ酸素の効呆主先企l二除く-t味てJ島紙表本意ガス
主約o、 z 丸五ι なるよう i二導入し 1~. このサイ 7)しを 3 回以上繰リ返し y 最終á1に
11-RI.えして 10寸""10-6 Torr句宴生患で〉る事長7 シプルド封入1，; 1~ Vのを壊、尉誤許kし

Tむ
.z.2.äf.射裂す性手肢射1 ;I 目ネl/~子力府究所JRR-之 '1!tが急管 1-=おいて， 3分間p

ドライ 7イス掩却τて行ヲ長。
z、ふ~t学分離k拡糊切りL 眠封iil1.iて、ドライ 7イス過激lこ保?士鉱射を)cd~ 
zttt匂担体E企む〉令嬢疏離に落解しJ 氷上 lこう主いていブタロ予アニシ初体主義~Mtゴ
吃た，こ材料dレてゐ(u)半導併他誌によリ y弟級，.;;・東双才の放射能開l庇
しy初期リテンションイ産主l-弘しt(0 

3、結果
諸国レた核反応・は tJUA( rz.ノγ)併UA)~1-Z侃(仇Jγl'吃仇 3&PZ伺(n/()伽Z併

である.綿菓の杭亭主図1/ミ示す。 “Z仇及び・p bf制z'n"は玖在i二レ士有者鳴止の号
の孟リもリテ γション維が品川場1向がある.維持ら了ニーリン7来戦三おいて}酸素
I~及跳耳、子の尋緯令色下且宰する骨加さがあるヒいわれてお'} )これI;J~弘、~I三し tC :fが
リテルυ佐官怖いkいう緑色企Zえする.それい対して似は図iておP4')I 

R免えレて 6 リテシシヨシイ車の上~l~みられないb 文ノ先核反応土比較するt.}・ー綬
lこ(悦，r)及え-の方が)')テシ泊ン守の島絡やめA'/.，j".ザラい弘芳九られるにもが
台、わらず}44C以 l之ついてはI (11.，γ)及{U.η場令の才が)(1， n)及たの帯、よりる

漁互による安イ七が:t..~ぃ ιI~認-められな方、7 犬。
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γ5 Clj64 (VAC.)凪
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図之
j話5
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2C18 
7セ今ルγ，包トンタ昔体への s"'Crのえ跳イ&〆 79

九 1-
V'3こ〆え丸、

t東北太虚洩光太k#t) 0 関根勉， ~t遅滞牢 F

吉原、噴，ニ・

よ盆主
従来内;f，ヲトアトムイじ芋S青瓦 L乙お nτl孟.娘夫段 1-:'l'千々う親イじイト物類似のえ

瓜4じ学主皇内収率，日わ中るリテシシヨレヒリ汁旺命、 I~ j:.ぜい τ数多〈町厨-t.がなさオ1

1 与(::.ぷ イン 7' ラシテーシヲレ司場必 l~ 1草花ふ物内外也、ら，&.十ぷ借入 1反応、を起

こすため， )1J期リテシションのJ民舎がはく，ホマトアトムイ包学祈主 t見直す意味τ‘

主専ぽ知見を十ん T をた。~賢y者ら 'ð . ;.j、前 1::' ，専なる眠イ立すをもづ措体拘Je.Aト糸
を鼠，)i反 7 T... ~定股ず，丸也、I'j .J:._ ，や1(1、念品を歪殺する瓦応、が.1.~;:起乙リ} ;tたその

i胤収キ I~ 捕果錆体司漣頻 1::' よ，) j;主く IJ雫モ安Itゐユヒを報告 Ir二 01，Z3 与こ1:ノト

田 lまそ似を古らに詳 lく調ぺゐために，数種司アゼ今}¥..アセトレ錯体単一壬に .IC伽

を及跳イレプランテーショレ IT=局会 t二生成するけ〈司也、内イじ字本皇に勺""( . ):じ較

般討を行，た. ~ h ，サイクロト口ン l~ .rる皇喝十~~射町場イト P は，そ司鰻射効
果も翻べ f之内イ，ムゐ τfτ 報すする・

と主主色
紙斜ピ lτ11ノ C...， Al， Fe.， C。司且佃 d) 7セ今 Jしアセト二ン錯体を卓が I R j)l~ 

j見ヒはる企属紛%.等を混ぜ，ペレ甲トヒ lT，ものを用日 f-.• 趨射，-;県北九芋吋

イ 7 口トロシ・ラジえアイソトーデセシ_)-O) AVF サイクロトロレイノ主時+!l~、

射(Ec:I :: 2与パ.. :v， 0・>)"A~ /".uA， 10 ~ Ii-0 ，.，.....九〉を行， T~. j 1.. ， J_北丈学史ナ

萩1里字病晃雄語句1:ナ L工NACドよる制動放射線照射 (E'Y= $'0パeγ -7ん)

もあわせて行，た・いずれ局場ふも，戒体サッ素 .. i)令ifl 1こがλ をターゲヲ卜に Eた

令...， 11々がら照射をイt.τ ‘、ゐ。 ~ít射 l た科料は，ベシゼシ 1::' ~落解投，長跳漁モロ
」旦 l，等量拘 pH3~塩素暖水涛ゑ t~~ 己 j {全 斗主吋小離 l，i育成畑 16シ 'Jカゲ Jレカ

ラム l二，水畑 Id:S Pセ 7 7ヂヮクスト之宮崎イ才シ支持樹時力ラム1'::'十 γ ージヲる

.シリカゲ}l，.力ラム la，べンゼ‘シ・エ今ルエーヲ Jしえベト寿成， ..片山 τ"〆7ノー Jしに

よーJ~客離を行、、，まれセ 7 -，デヲ 7 スカラム 1 d ， O.O!)パ KC，Q..O与ノy，i患泣(P H 3 )ノ

O. Z パ N乱伐?l':~本来( p H乙)， ，. 0パ Nι c.e.，水落境(r H Z )によ 1幅攻落齢を行ヲ

た.フラクションコし 7ターによリゆJi)ZL h測定説料，1: G-e ( Lo】校出走-Lj.kF'HA 

l乙J'J放射背E剰忠を行，た。 C..(乱ιμ).モターゲヲトに¥ ("南島 l~ 11 売崎放射線

小司写生戚J物も言問べるために，ああせ τ月広告与ゑ判定も行， 1--• 

3結果・才察

パナジン念品粉本ピ C"， (a.c.a.ι). 司 5昆1Îi'~~を主 F是十思射 L "埼必司ぶ粗威iゅの

鳴イオシ 5と挽クロマトグラム'"-例を図 1I~ 示す.問中，よ 1. >IC..放射能拘ふA，

下11 32.S品昨における吠丸底を測定 IT...ものずあゐ・下町ず，最初 I之見ら臥る:J:..守

々ピ-7 .. 1:オく落攻守 lご必~ l 1: "る C"(Q.ιιけ s ぜある折、 放射線小解，"'-J .τi 

t.. T~ ci s.. C...以叫ι〕z{H20)J，cv〈恥似)(HzO)句、マクロ童ず丸出 2れた。々 Hに比

較 L.. .'C.... 司放射能少~はよ，)渡雑な蒜加を豆 ll j'， I).~存嵐広圭向 _ 100 _1 Iこ存

唱
Eムn

U
 

つ白



rt間足ずて?なかヲ

16: c..o~z~ l}色目町

tt~....s- C.. (<2.ι似).CHωJTみる

れる. 5た$文射線小解イ i ずるマ 7

口量内クロム 11点組中 T';'・'t7.'‘t. 1; <. ， 

高成相中 1;:. も見広守れ，主仇ら I(j.'シリ

刃ゲ Jしカラム 1'-J宝く吸着 l，〆タノ-

yレ I~ J'る落部イ落1己主れる. ニ向戚，/;ふ

letポリマーヒ Jきんら恥るが，ユメ下メ民

dト巴 pf.t:ニヒにする。ニれら放射線小

解均 Id.照射日告l司司)1bロヒ茶に直線的に

噌加 l1-:.が， ..ltの崎両I'd X成ろかが最

もタ<ウリゼ ι，'s-C...(o.ι血 ι)2 〈HzOjf，

C，. (μaι)(H20〉f司 '1買￥ぁ，た.-1 ，j.L 

.らの i弘司 G値 Il-，それぞれ JJuo-f 
Z，~ メ Jo-3 ノ t わ 10・r ヒ計-i古仇た@

ーオ，校長 1Jイ.1..品 lr-!;iCド府、協イじ

芋種にづけ"t11. ii'¥ z. 1-;;示ヲ持な結果 E

得 T_ • (ニ町宮内， {高臭休中に4A冒る

$'IC¥'"を 100科ヒ 1i みる.) C.. (a..c.(4山ノ

c.s' C..(ιιιι〉z〈H2OJJJcv〈CLCCLO〈H20)J1p

C.. (HzO)/す司主臥量 l;t， 思射時間 I~ J'句

"(J_字な章S.fを受，1'"t口々、、 t'I、， X品

タト.1直線的 lこ宅町制4トぷ‘増加 l"t "る。

3た，えれ l耳切井をもづ畠線イあるか‘

々の切片的イ直(~ 10約)11 ，核兵l':"I-;;

J リ奇争 2 骨Lる×成ふ.i厳J司副会を宏、

l 1.いるヒ7fi，_ら4ι る。

掛晃錨イ本を変んた喝ペト町5'1c..(a.ιaι).] 

..1.戚』量 l;tBf¥らかに早足.，) ，民(Q.ιι)J ， 

あるいほ Co(乱はけJ 守ず 1司みる岩11，

高1 い JI~年以イ号ら札るが， M ( μ0.<.) J 中

イ l;l I"ZCぃ((1〆，れ)sじい長 f治、，幻Vζcl，z今、)

SIC.... 反ん、向けす"札司 i;.瓦ん、を問、、たt書

イトにj.;.' l も，そ抑生島収字。zィ'1."1亀
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2C19 ?も手 lレアt ト '::-t;日万三:・ベユ γ‘〆(1しメ Í'~錦舛議r台五(::たけ S
友馳イ L デラユ子ー三ヨニ~i0
〈東北大在)0佐野正踊，耳目帯主勉，寺原噴ニ

ム益三
万勘イニテラ〉ミテー三ヨ~ 1-::. J"る tft右鞠/台予言移犠ιへ解嗣α1主的，当加~量 z' i'J {3 -

三行ト〉鶴体!こみける友樹e1.ニアラ〉守一三ヨこも行〉之き柱。比例日本イd学会l
4肴桝ぎにみ¥¥之株主中川島 Lし1=S -刊ト晶体(fe(0.ω )3， 

九 ιdb.酬の〉の，長会系 l三割合友闘を]事与 lイユデラユトし草場y告およ-r;_'2蒋句麗在与 E

同時にゆ与肉!こ毛フ毒冶百Eイ立与議体(Cr(似ふ乙〉之(db札)I cr (a.w.c)ω帆)ぇ)1二フけ

之奏験"!..行:>1三結果，楠集錫体q ゆlψ金属工琶読し千三干形《母体回三Z設か;主!こ怠こっ E

い主とと王報告し 1三.今回 (J栽友~~費えで三場命、ぁ・ょ τ4・楠4長錯保《除 Ie!金属 "'[.1 レ

テニら正、 lこし 1三場令につい之比較持前し7三s

2 皇一墜
2、 1 註止主主て料(J桝れ‘ lしすこうムα内子 IL予定ト-:.-(_仰心錫依 j g 

ベユ γ'イルメ)-:.-( CXb"""，) 鵡~~退治事とGrCωιhC 品川む) ) CrCαωι〉くol九)之E

嗣凶T三。 ごと Z'卓右系詞料l二闘し之 '-J弗結乾燥玄 1ユエフ是悲し t 核友~t1\ 品、 l三主
ソ?口久式・よ-v.-パナ 5・らム《金島粉末五長ポペレツトヒし T三。

2 ， 2..豊一三位 lA射日磨北工学3ooパevti寄与ライナツク乙、q刷扉救命線度射

( -p Y'I!>，鰍:あμe.V) I東北大学 AVFサイクロト D ~Z、 q 重陽子原脅干( 2f怜v)功、

よ"，'宣教丈片手原子カ~免所原}J-:F ど q霧中柱多慮如くれ lび‘札em-:2 S-I )玉川亨・ 4へ毛

議体を素圭l安寺7三日ドライ?イス卓j宣言、行:>7三。 ミ q 古川詩的とする主マヰ員五1誌Id-

知|動教射殺臓r1三為、1¥<. I?TCrC Y，札〉タC:r)開予断lこみ・"e (J釘V( d-，21-¥，.)勺 J差是

砕性与腔射!こふけミ 1J!;Tc.y乙札・ Y)釘cr2'初ふ。

2 ふ dU事ヰ量点 古文駒吉国惟.、腰和し 1三義可制t'J相手#作U 守主寺どドライ?イス

怜l二三保存しで三役、少号司バニ宅;'~ 1:::.桑犠殺 未1i7元;OIA堂島粉末1宗 ~II し、三リ力
庁 1レ刀ラム (1/利刷れ (!;o相府" h.itJhオ)/ごJ';.>べこ-e:-~ .工テ Iし工ーテ』レα議f合嘉藤'L

雨 l¥之発言在百ン代》下三・ 三q 立川フラフ三三〉ユし?テ-"'[__南1I';2_一員主主ず〉か耳えし

を々咲砂i尋!こ亀乙し1')r綾ぇペフトロメ-;;-"'&街 11之放射能這'1長e..1守:>7三s

ふ結県・考 象.

d. i 主治茶世帯t.r込cαι.ac)3 -~C ctbl恥)3 裳冶系 1= ぁ‘い之鼻 7L~ 之 ;:>C司枝7i 7元2

主主ι「乙(，ル〉釘Cr，羽υιct，之.YI.主主'0-1:: .t ~釘cr友闘t疎与 EレイニダラニトしT三場企 ゆ1L!1虚脱

置ヰ魚住政勝恥主謀 1::臨し之 fd( r，l'¥.-)友T芯よリ屯仁弘之礼.) ~lfu' 1..雨 1、Tミフるがよっ
総計的司、分J宇l元うすとヒが:1わが)1足。時(=こ q ニヒtJ轟f告険庁萱テ錯停q 住吉長、 l二闘し

之主 9s月議てみジ，三 q 三コ α枝7it，:;0.夜白t工Jネ1'-ギー司埠¥¥tト￡予想主 tld ィ~向
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Tab1e 1， Dis七ributionof products for n巴U七ronirrad. or y-irrad. 

Cr(acac)x(dbm)3_X(x=1，2) . 

targe七 products 
percent yie1d / I 

(y，l1) (n，y) 

51 
Cr(dbm)3 0.05 土 0.03 0.04 + 0.04 

51 
O.17 0.11 0.28 Cr (acac) (dbm) 2 士 土 0.09 

51 
6.11 0.65 39.59 cr(acac)2(dbm) 土 + 0.86 

Cr(acac) 2 (dbm) 

51 
Cr(acac)3 0.34 士 0.15 1. 30 土 0.14 

Co1umn 93.3tJ 土 1.74 58.78 ± 1. 12 

51Cr{dbm)3 0.39 土 0.17 0.25 ー+ 0.28 

51 cr(acac)(dbm)2 2.18 土 0.G2 20.16 + 工.31

51Cr(acac)2 (dbm) 0.79 土 0.32 3.72 士 0.63 
Cr(acac) (dbm) 2 

51cr(acac)3 0.63 土 0.34 1. 05 + 0.48 

Co1umn 96.01 土 3.10 74.81 :!: 3.04 

1 ) t11i昨，関抱，壱i，)白化講4q脅季斗念予稿集)4 P 13ζ ，'1斜) ;教理研脅皆

17 ( 1 qε4) I~q 
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2C20 11，縦ポ11.-フィリニ傍体系にわ11る反蹴鞠

(総政大‘化)01ト111公也 義司拳 池田長生

1 緒言
国砲金属錨体的での問的司加の周知ごおい之、中凡令魯の同位j本交掬訳、時己こ
らす\かっ淵1~紛解~f安 11にくいという如、ら‘テトラフ工ニルポiレアィシ街係
や.フヴロシアコシ鋒偽どの‘ポlレフィ湖線併を対象とした足時が、崎か
ら行われてきた.いうで‘ごれら大規禅林の富拍手lご、 yお槌左与える置換基
Z導入するこヒ1;:-J.. IJ‘涼結乾騰玄lこよる金属塩類kの〉控令析、の実恥ピのも今
様u実験手注目がるごとが可能でめ与が、をのふう … A 

f芯与濯萱換墓の要なωゐ1ポ灼マ引iιし7イリン傍鏑(本孫系で、の反矧回持勤の 口山

有叡史4智斬E封イ宇利靴11手利i侍手kんどど‘見られfμJい.

tf換墓互変之Tごポlし71リシ鋒体の令城間抑制は争
数めるが今函11をの中でも主 1:: ヒド込也高に鋼左置
い1王、倒?トヲ (p寸 lレボキ三/7"L.ユlレ)~ぞ lレ7 ィシ
(蛤称 C以ーTc.fP)に靖国し‘単がわ¥条と‘瑠イむ銅‘
塩化盈鉛隼kのニ#.分3佐含魚につい之、制動Y徐~射 HOOC 町・ 1 cu-TCFP COOH 

製中，1佐保勤先行フ T:~謀iつい℃報告す令。
2.実駿
ぇ-l i司桝: ヤ日氏。ァト=;(r-カ i吋てキシブエユlレ)thlレフィン(東京イ七九製)
ヒ特級趨イ仁第二銅芝、 D門戸中で約30'1}'間選洗L7..、C(;(，-TcPP左令'!lXした。ごのイι令
拘lηlレ河市城て、水淵生である.混令乗り鉢~Iま (M-TCfP 七、 cuぱ:2.. I l"，ぬ

等左、希ア〉モ二 7*1二嫡干し伝染制く港建乏，府本窒素3献で-7荷ー涌縮性、
毛れほ織1換すること1::ν調製した.また、単紛制で色、治紛糾湖
毎1条河特をろ之るために.問様i乙瀬古乾浪しぼ桝左調製し，実験l二イ其し九
2-2. ~.新: 事l御機鰍は‘東北大燃与税理学高官附交のf;l}ムItJAC./::川、

最大事t働 r線ヱネ lレギ-!;o門~V ， 平均l帯免1!>OμAη街中下 t、、 6 ，....ワ時間、沖草案気a
え琳P下(，.._-130た)で1iった.表豊中柱3、財す1J.. 1ヨ $/if..~ 舟府究所JRRーえが免
送管(千IlA.x5， lf.. )( Id3肌jc.vt必)ど3令聞ドライ 7イぉ政zオ17正.

2..-3 作物館k湖?削(1走: φ自主直前ま τドライ 7イえて斤1.[7し続11T:f!桝E
1H，νH lf-ce. -N/-llf州 (1:年)綬律?漁1:;.-.怠砕し .tJH争時的揚イ;f Y交穂樹.，~カラム左
逗すご tI:J 1) ， TI乙tf.街梯づすのみぴ可又L7-=-. 6-仇£く仏Lムμtυ，)バ半導豹イイ，械泊雌怒秘J二“γ機線
又川バ州つ叫ト包似メト打'ソj一Z、ψ糊‘

Iリ).生d点官核桂の村リテ〉シhヨン、あるいは鍔{株主年左ヰえめた.7泊‘伊l動r級眼身干し
五Gん仇 IlV¥cんヒ，未底剰の心λ-ic..pP鍔i本23a令口、!司様ηタ鮎掬11ft1之

綿;丈括協がやめ七ご lt._h;程認する kιtl二‘中Iも、銃の同位j本漁民財産2ら

COOH 

F
h
u
 

n
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L
 



。い三七左海認した e

3、結来事μ湾祭
件られた希萱来のー都左下~L二示す。有者b加来( p門Fi-Ytトン?かり般於f:lヒ

Cu.-Tcff単的t桝についZの%の1)アルョシl宮‘手'1勤r縦鮒(( r， '1'1)庶た)
L\~約 I~% (話連中柱3網干(似，γJ臥うていl(f;豹I'd'%のイ直芝示すが、 p鮒乾操Lf-単除、
併梢てゆlZ，をれぞれ約lJ.r'o， 1、均七〆かねリの;歳月示す。称私綾田杓τふ

れ1<('.塔結和泉主行7てし¥7Jい材料てあ?て t明給与e-ケ1:1待られず1 いずれ色

無針。ぢあるが、令手間鮪ttlJピの ざら{三僻肺同機、の芝L=J6"*~響1:.)存えら
れる.
金A必勝系試料t::ついてLd.瀬古乾融寺のお勧錨イ本3絞等の条例一定1::を

ろえとめいて、イ号られI調停昨左相対的i二比鞍す七二ヒ〆で?る，ごご l二めげ

唯I~ 、 Cu.-Tú_PP舘純金属t!r_砕を 11.-混合物L二つい Zめをのであるが‘
lT"Cu，_(れ例 )IIfCu ， 手作 l~. 6'3Cバ，M ，r)九 λl:品リ生九、する 1IfUJ... I二着目 Lてみる

と{ゑi)) UA-ce.2. 1-昆令系 1::J)I~\ -Z‘c..λC乙みから η銅布、予η反~l二よ七、長w_
千'0.... c<んの寄与が史られら(三の説1:.つい乙のみ bq.C凶住民をす之、同じ，-=f-/し数の

TcPP lこ文il L他の 11音 ~TJ 七五め、日又季ーの{ii 左 21苦 l亡して比較するゆ零がある)が
l.hC4~合条とl"ð， 単一系 1-=が加古ピ対f品目みられ!J L¥・ま丘、 hω昆
令系でtJ，¥れ、金属で1;].ぃ亜鉛η数樺の生氏禄控1::与る中IV'金属置換B報集ぎれた
が(ゑ之)、その付文学2“ωとめわせて比較すると、先正義氏夜、121>'い ζ6'lCu.J. 1予
IkbL， b'(，純正川音撤収キポやや高li¥(化学的い('J~ア了'CfP(j)方がかTcffJ. ?与を
七J与えられう)ご七や‘一般に中川、金魚のリアシ三/ヲンぢlif同信j不砂呆左示すごと
の争い句ハ le_b'(，紙lvlの間1::.三の場合!'J.(め仇)， (札けの荷応夜、、k色l司位体主が

ほkんど7Jいごιなどが禾された。

64 
Tab1e 1. Cornp1ex Yie1ds of v~Cu (も)

Sarnp1e Cu-TCPP 
Cu-TCPP Cu-TCPP Cu-TCPP 

(Freeze Dried) +CuC1
2 * +ZnC1

2 
づk

Yie1d 13:t2 4:t2 4:tl 6:t2 
(y，n) 
Yie1d 

17.8:tO.6 9.5:tO.5 6.7:tO.2 lO.1:tO.3 
(n，y) 

(* rno1e ratio 1:1) 

Tab1e 2. Cornp1ex Yie1ds of Various Nuc1i.des 
in Cu-TCPP+znC1

2 
Mixtur巴 (1:1) Systern (%) 

Nuc1ide 
64

cu 
67

Cu 
65 

Zn 
69rn

zn 
(Half Lエfe) (12.7h) (61.9h) (244.1d) ( 13.8h) 

Nuc1ear 65
Cu(y，n)64cu 

68
zn(y，p)67Cu 

66
zn(y，n)65zn 70zn(y，n)69rnzn 

Reaction 

Yie1d 6:t2 6.6:tO.5 8:t2 8:t1 

Nuc1ear 63
cu(n，y)64Cu 

64
zn(n，y)65zn 68zn(n，y)69rnzn 

Reaction 

Yie1d lO.1:tO.3 9.6:tO.8 9.3:tO.3 

po 
nu 

q
L
 



よみ、ト-y トえTて..7v CD 壬~M乏カ

イ乙宅詳 E乏万乞、 4こ

ノレオミミ、
2C21 

?コノ

宇容主主交力主事L語ざるこT 之主

。武藤利雄 3 海老原寛筑波大・化)(東ア研，

金属カルポニルはホットアトム化学の研究対象として吉くから取り上

これらの研究のほとんどは国相についてのものであり，

〔巨的]

溶液系に

おける研究例は少ない。 我々は化学的に互 に よ く 似 た VIA族のカルポニルである

Cr(CO)6， MO(CO)6， W(CO)6 を対象に n-ベンタン溶液における濃度効果，配位子

添 加 効 果 を 透して反跳化学種の挙動を考察したり。今回の報告では，上記 3惹の覆

々の炭化水素溶液について， (n， T) 反応によって生成する Cr-51， Mo-99， W-187 

反狭原子の挙 動と溶撲の物理化学的性質および放射線化学的性質との関連を考察し

げられているが，

Cr (CO)6 ，円。 (CO)6，W(CO)6 を シ リ カ ゲ ル ク ロ マ ト グ ラ フ

これを種々の炭化水素に溶解し，

たので報告する。

〔実験方法]

ィーと再結晶によって精製し，

市販の

濃度一定 (0.01目)

の j容浪を認裂して試料とした。これらの試料を武蔵工大原研 TRIGA-II型原子炉の照

射濯で 20分間照射した。照射試料をクロロホ lレムに溶解し， O.lN HClを加え，親分

子を抽出分設した。放射能測定は Ge半導体検出器を用いた。

〔結果と考察] nーパラフィン溶液; F i g. 1に種々の nーパラフィン溶液にお

けるリテンシ ョ ン を 示 し た 。 ワ テ ン シ ョ ンはいずれのカルボニルについても基本的

には炭素数の 増加に伴う物理量の変化に伴って設階的に増加する傾向がある。しか

しながら n-オクタン溶液付近で低い傾向を示している。これらのリテンションに

及 iます物理的因子として s 分子量，比重，粘度，誘電率などが考えられるが， いず

n-オクタン付近において特異な

リテンションに及ぼす要因として溶媒

れも炭素数の増加に伴って段階的に変化しており

値を示す因子は見当たらない。

の 放射 線分 解を考慮する必要

液体飽和炭化水素の

溶液の場合 a

がある。

主な放射線分解反応は， C-H 

結合の切断にってアルキルラ
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ジカルが生成する反応、とオレ

フィンが生成する反応、および

c-c結合の切断によるラジカ

ルの生成反応がある。

n-パラフィ ン の 放 射 線 分 解
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躍 に よ る オ レフィンの生成が

リテンションの低下に大きく
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Number of Carbon 

Fig.l Retention of me七al carbonyls in n-parafin 

solutions. 
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つまり，

生成したオレフィンが，

影響する。



冥結合の確率カルボニルの該反応に伴って生成した COラジカルを効率的に搭認し 2

リテンションを低〈するものと考えられる。

表 1(こは炭素数 6の種々の炭化氷素津波におけるリテンシ

ョンを示した。ヘキサンの異色体である nーヘキサン. 2，2-ジメチルブタン. 2，3-ジ

メチ ル ブ タ ンでは，放射線化学的には C-C結合の切断の G値;こ大きな差があり (n

ヘキサンく 2，3-ジメチルブタンく 2含 2-ジ メチルブタン).3) 

を低くして，

C 6-炭化水嚢溶液:

リテンシヨンは G値の

大きさの麿;こ低い値を示している。 n-ヘキサンとトヘキセンおよびシク=ヘキサン

とシクロヘキ センの僅を相互に比較すると，二重結合が一億存在するオレフィンで

オレフィンが該反応、に伴って生成し

た COラジカル を 掻 突 し て リ テ ン シ ョ ン を 低下させていることを示唆している。

ヨウ棄の添 加効果: Fig.2 にnーベンタン浴液にヨウ素を添加したときの 12濃度

これも，リテンションが大幅に減少する。tt 

Retention of metal carbony Is i n C6-hydrocarbons. 

Retention (%) 

円。 (CO)6I W(CO)6 

18.8 I 12.5 
16.2 I 7.9 
18.6 I 11.7 
2.5 I 2.7 
14.8 I 12.2 
3.1I 3.6 

Table 1 

Cr(CO)6 
Solvent 

7.5 
4.4 
7.4 
1.6 
7.2 
3.1 

n-lIexane 
2.2-Dimethylbutane 
2.3-dimethylbutane 
l-lIexene 
Cydohexane 
Cyclohexene 

vふ- ~ 

~ G 。

ンの放射線分主主;こょっ

て生成したラジカルや

A レフィンカ'i2によっ

て捕捉されるため，

これは n-ベンタ
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と リ テ ン シ ョンの関係

を示した。 12濃度の増

加に伴ってリテンショ

ンは徐々に増加するが，

12濃度 1~ 2 x 10-3 

M以上では急速に減少

核

反応、で生成した COラジ

カルが放射線分解生成

が
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10 する。 12濃度 が 1~ 

2 x 10-3 M以上になる

。と 12が過剰となり. 12 

によって COラジカノレカ〈
10-1 一日 ー - " - ~ 10" 10υ10 叫 10υ
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再結合が阻

止されてリテンシ言ン

が低下するものと考え

策提され

179 (1982) 

(1963) 1004 67 

り ;nる。
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